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(57) Abstract: Provided i s a novel composition for a fungicide or a bactericide. A composition for a fungicide or bac
tericide, containing: an active ingredient A comprising an oxime-substituted amide compound represented by formula
(I), an -oxide thereof, o r a salt thereof; and an active ingredient B comprising a fungicidal or bactericidal compound.

[G 1 represents a structure such as G 1- ; G 2 represents a structure such as G 2 - l ; represents an oxygen atom, etc.; X 1

represents difluoromethyl, etc.; X へ 3 , X 4 , and X 5 independently represent a hydrogen atom, etc.; Y 1 represents a halogen

atom, etc.; Y ' represents a hydrogen atom, etc.; Y represents a halogen atom, etc.; Y 4 represents a hydrogen atom, etc.;

R 1 represents a Ci- 。6 alkyl, etc.; R 2 and independently represent a hydrogen atom, etc.; R 4 represents a hydrogen atom,

etc.; and represents a methyl] .

(57) 要約 ：殺 菌 剤 又 は殺 バ クテ リア剤 用 の新 規 な組 成 物 を提 供 す る。 式 （I ) で表 され る才 キ シ ム置
換 ア ミ ド化合 物、 そ の N —才 キ シ ド又 は そ の塩 の活 性 成 分 A と、 殺 菌 又 は殺 バ クテ リア化 合 物 の 活 性

成 分 B を含 有 す る、 殺 菌 剤 又 は殺 バ クテ リア剤 用 の組 成 物。 [ G 1 は G 1 — 1 等 の構 造 を表 し、 G 2 は

G 2 _ 1 等 の構造 を表 し、 W は酸 素 原 子等 を表 し、 X 1 はジ フ ル 才 ロメチル等 を表 し、 X 2 、 X 3 、 X 4 及
び X 5 は各 々独 立 して水素原 子等 を表 し、 Y 1 はハ ロゲ ン原 子等 を表 し、 Y 2 は水素 原 子等 を表 し、 Y 3 は

ハ ロゲ ン原 子 等 を表 し、 Y 4 は 水 素 原 子 等 を表 し、 R 1 は C e アル キ ル 等 を表 し、 尺 2 及 び 尺 3 は

各 々独立 して水素原子等 を表 し、 R 4 は水素原子等 を表 し、 R 5 はメチル を表す。 ]
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明 細 書

発明の名称 ：殺菌又は殺バクテ リア組成物及び病害の防除方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、特定のォキシ厶置換 アミ ド化合物、それ らの N —ォキシ ド又は

その塩 と、特定の殺菌剤又は殺パクテ リァ剤の有効成分化合物 とを含有する

植物病害の新規な防除用組成物、及び防除方法に関する。

背景技術

[0002] 本発明の殺菌又は殺パクテ リァ組成物 における、第 1 の有効成分である式

(I) で表 されるォキシ厶置換 アミ ド化合物、その N —ォキシ ド又はその塩は

、有害生物防除剤 と しての活性が知 られている （特許文献 1 参照。）。

本発明の殺菌又は殺パクテ リァ組成物 における、第 2 の有効成分である活

性成分 B である化合物は、殺菌活性又は殺パクテ リァ活性 を有する化合物 と

して知 られている （特許文献 4 〜 6 及び非特許文献 1 参照。）。

また、ある種のォキシ厶置換 アミ ド化合物、それ らの N —ォキシ ド又はそ

の塩 と、特定の殺菌又は殺バクテ リア活性 を有する化合物 とを含有する殺菌

又は殺バクテ リア組成物 （特許文献 2 参照。）、及びある種のォキシ厶置換

アミ ド化合物、それ らの N —ォキシ ド又はその塩 と、特定の殺線虫活性 を有

する化合物 とを含有する殺線虫組成物 （特許文献 3 参照。）が知 られている

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：国際公開公報 （W 0 2 0 1 4 / 0 1 0 7 3 7 号）

特許文献2 ：国際公開公報 （W 0 2 0 1 5 / 1 1 9 2 4 6 号）

特許文献3 ：国際公開公報 （W 0 2 0 1 5 / 1 4 7 1 9 9 号）

特許文献4 ：国際公開公報 （W 0 2 0 1 1 0 8 1 1 7 4 号）

特許文献5 ：国際公開公報 （W 0 2 0 1 2 / 0 2 0 7 7 2 号）

特許文献6 ：国際公開公報 （W 0 2 0 1 3 / 1 6 2 0 7 2 号）



非特許文献

[0004] 非特 許 文献 1 ：ザ ぺ ステ ィサ イ ド マニ ュアル （The Pest i c i d e Manua l ) 1

り片反、 I he B r i t i s h Crop Protect i o n しounc i し 2 〇 1 2 年

発 明の概 要

発 明が解決 しょ うとす る課題

[0005] 穀類、 果樹 、 野菜、鑑 賞植 物 等 の植 物 に対 す る各種病 原菌 の感染 によ り引

き起 こされ る植 物病 害 は、 農作物 の品質 の低 下、 収量 の大幅 な低 下、 さ らに

、 場合 によ って は植 物 の枯 死 とい った深 刻 な被 害 を生 じ、 生産者 のみ な らず

、 消費者 に対 して も多 大 な経 済 的損 失 を与 え る。 そのため、 それ ら植 物病 害

の有効 な防除 は、効率 的 安 定 的な農作物 の生産 を達成 す るため に、極 め て

重要 な課題 であ る。 この よ うな観 点 か ら、従 来、植 物病 害 の防除 を 目的 とす

る防除剤 の開発 が進 み、 多数 の有効 な薬剤 が今 日まで実 用 に供 されて きた。

しか し、 こう した薬剤 の長年 にわ た る使 用 によ り、 近年、病 原菌 が薬剤抵

抗性 を獲得 し、従 来 用 い られて きた既 存 の植 物病 害 防除剤 による防除 が困難

とな る場面 が増 えて きて い る。 また、既 存 の植 物病 害 防除剤 の一部 の もの は

毒性 が高 く、 或 いは、 あ る もの は環境 中 に長期 間残 留 す る ことによ り、 生態

系 を攪 乱 す る とい う問題 も顕 在化 しつつあ る。 この よ うな状 況 下、病 原菌 に

対 す る優 れた防除活性 を有 す るのみ な らず、低毒性 且 つ低 残 留性 等 の高度 な

防除特性 を併せ持 つ新規 な植 物病 害 防除剤 及び有効 な防除方法 の開発 が常 に

期 待 されて い る。

本発 明の 目的 は、病 原菌 に対 す る優 れた防除活性 を示 し、低毒性、低 残 留

性 等 の特性 を有 す る、新規 な植 物病 害 防除剤 及び 防除方法 を提 供 す る ことに

あ る。

課題 を解決 す るための手段

[0006] 本発 明者 らは、 上記 の課題解 決 を 目標 に鋭 意研 究 を重 ね た結果、 下記 の式

( I ) で表 され る特 定 のォ キシ厶置換 ア ミ ド化合物、 その N —ォ キシ ド又 は

その塩 （活性成 分 A ) と、特 定 の殺菌 又 は殺 バ クテ リア活性 を有 す る化合物



(活性成分 B ) とを併せて含有する組成物が、それぞれを単独で用いる場合

からは予測 し得ない、相乗的で、優れた殺菌又は殺バクテ リア効果を奏する

ことを見いだ し、本発明を完成 した。

[0007] すなわち、本発明は下記 〔1〕〜 〔6 3 〕の組成物 （以下、本発明組成物

とも称する。）、及び 〔6 4 〕〜 〔7 1 〕の防除方法 （以下、本発明方法と

も称する。）を要旨RとI する。

〔1〕下記の活性成分A と、下記の活性成分 B とを、それぞれ、相乗的に

有効な量を含有する、殺菌剤又は殺パクテ リァ剤用の組成物。

( ) 活性成分A ：下記の式 （I ) で表されるォキシ厶置換アミ ド化合物

又はそのN _ ォキシ ド若 しくはその塩。

[0008] [ 化1]

1

[ 式中、 G 1は、下記のG ，_ 1、 G 1 - G 1 - 3 G 1 - 4 G 1 - 5 G

1 - 6 G ，_ 7 、 G ，_ 8 又はG ，_ 9 で表される構造を表 し、

[0009]



G 2 は、下記の G 2 _ 1 又 は G 2 _ 2 で表 される構造 を表 し、

[ 化3]

G 2- l G -2

w は、酸素原子又は硫黄原子を表 し、

X 1は、ハ ロゲン原子、ニ トロ、 メチル、 ジフルォ ロメチル又は トリフルォ

ロメチル を表 し、

X 2 は、水素原子を表 し、 さ らにG 1が G 1— 8 で表 される構造 を表 し、且つ

X 1が 卜リフルォ ロメチル を表す場合 には、 X 2 はハ ロゲン原子を表 してもよ

《

X 3 は、水素原子又はメチル を表 し、

X 4 は、水素原子又はハ ロゲン原子を表 し、

X 5 は、水素原子を表 し、



Y 1は、水素原子、ハ ロゲン原子、 メチル、 トリフルォ ロメチル又はメ 卜キ

シを表 し、

Υ 2 は、水素原子、ハ ロゲン原子、 シァノ、 〇，〜〇 6 アル コキシ、 メチルチ

ォ、 メチルスル フィニル又はメチルスルホニル を表 し、

Υ 3 は、水素原子、ハ ロゲン原子、 シァノ、 〇，〜〇 4 アルキル、 トリフルォ

ロメチル、 C 2 〜 C 4 アルケニル、 C 2〜 C 6 アルキニル、 R 6 によって任意 に置

換 された （C 2 〜 C 6 ) アル キニル、 _ 〇 R 7 a、 〇，〜〇 4 アルキルチオ、 —C

( R 8 ) = N 〇 R 9又はフエニル を表 し、

Y 4 は、水素原子又はハ ロゲン原子を表 し、

Y 5 は、水素原子を表 し、

R 1は、 〇，〜〇 6 アルキル、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キル、 R 1 0 によって置

換 された （〇，〜〇 4 ) アル キル、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 C 3 〜 C 6 アルケ

ニル、ハ ロ （C 3 〜 C 4 ) アル ケニル、 C 3 〜 C 6 アルキニル又はフエ二ル を表

し、

R 2 は、水素原子、 メチル又はェチル を表 し、ただ し、 G 1が G ，_ 1 で表 さ

れる構造 を表 し、 X 1が塩素原子を表 し、 X 2、 X 3及び X 5が水素原子を表 し

、 X 4 が水素原子又は塩素原子を表 し、且つ G 2が G 2 _ 1 で表 される構造 を表

し、 Y 3 が塩素原子を表 し、 丫 1、 Y 2、 Y 4及び Y 5が水素原子を表す場合 には

、 R 2 はメチル又はェチル を表 し、

R 3 は、水素原子又はメチル を表すか、或いは、 R 2 と R 3 とは一緒 にな って

シクロプロピル環 を形成 してもよいことを表 し、

R 4 は、水素原子、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キルチオ、 〇，〜〇 4 アルキルカル

ボニル又は C ，〜〇 4 アル コキシカルボニル を表 し、

R 5 は、 メチル を表 し、

R 6 は、ハ ロゲン原子、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 ヒ ドロキシ （C 3 〜 C 6 )

シクロアルキル、 C 5〜 C 6 シクロアルケニル、 _ 〇 H 、 _ 〇 R 7 b、 〇，〜〇 4

アルキルカルボニルォキシ、 C ，〜 C 4 アルキルスルホニルォキシ、 〇，〜〇 4

アルキルチオ、 卜リメチルシ リル、 _ C ( R 8 ) = N 〇 R 9、 フエニル又は （



z ) mによ って置換 された フエニル を表 し、

R 7 a及び R 7 b は、各 々独立 して、 〇 ，〜 〇 4 アル キル、ハ ロ （〇 ，〜 〇 4 ) ァ

ル キル、 〇 ，〜 〇 4 アル コキシ （〇 ，〜 〇 2 ) アル キル、 C 3 〜 C 4 アル キニル又

は （Z ) mによ って置換 された フエニル を表 し、

R 8 は、水素原子又 はメチル を表 し、

R 9 は、 メチル又 はェチル を表 し、

R 1 0 は、 シァ ノ、 C 3 〜 C 6 シク ロアル キル、 〇 ，〜 〇 4 アル コキシ、 C ，〜

C 4 アル キル チオ、 卜リメチル シ リル、 _ C ( R 1 1 ) = N 〇 R 1 2、 フエニル又

は （Z ) mによ って置換 された フエニル を表 し、

R 1 1は、 メチル を表 し、

R 1 2 は、 メチル又 はェチル を表 し、

Z は、ハ ロゲ ン原子、 シァ ノ、 ニ トロ、 〇 ，〜 〇 4 アル キル、 トリフルォ ロ

メチル、 メ トキシ、 トリフルォ ロメ トキシ、 トリフルォ ロメチル チオ又 は フ

ェニル を表 し、 m が 2 以上 を表 す場合 には、各 々の Z は互 いに同一であ って

も又 は互 いに相異 な っていて もよ く、 さ らに、 2 つの Z が隣接 す る場合 には

、 隣接 す る 2 つの Z は 一 C H = C H — C H = C H —を形成 す る ことによ り、

それぞれの Z が結合 す る炭素原子 と共 に 6 員環 を形成 して もよ く、

m は、 1 、 2 又 は 3 の整数 を表 す。 ]

( 2 ) 活性成分 B ：下記 のB-I 群 〜B-XV群 か らな る群 か ら選 ばれ る 1 種 又 は

2 種 以上 の化合物。

B-I 群 ：ビジ フル メ 卜フェン、 ビラジ フル ミ ド及び 1-(2-[ ([1 -(4- ク ロロフ

ェニル）- 1H- ビラ ゾ一ル -3- ィル ] ォ キシ）- メチル ] -3- メチル フエニル）-4- メチ

ル - 1, 4- ジ ヒ ドロ- 5H- テ 卜ラゾール -5- オ ン。

Β- Π 群 ：フェン ビラザ ミン。

Β- Π Ι群 ：メタラキシル _ M 、 ォ キサ ジキシル及び ヒメキサ ゾ一ル。

B-IV 群 ：カルベ ンダジム及び ゾキサ ミ ド。

B-V群 ：エ ノキサス トロ ビン、 フエナ ミンス トロ ビン、 トリク ロ ピ リカル プ

及び シァゾフ ァミ ド。



B-VI 群 ：カスガマイシン及びス 卜レブ トマイシン。

B-VII 群 ：プロパモカルプ塩酸塩及びバチルス ズプチリス。

B-VIII 群 ：イミベンコナゾ一ル、プロピコナゾ一ル、 ピリソキサゾ一ル、

卜リアジメホン及び 卜リフルミゾ一ル。

B-IX 群 ：メフェン トリフルコナゾ一ル。

B-X群 ：バ リダマイシン、ジメ 卜モルフ及びマンジプロパミ ド。

B-XI 群 ：塩基性塩化銅、塩基性硫酸銅及びチウラム。

Β- ΧΠ 群 ：ジネプ。

Β- ΧΠΙ 群 ：シモキサニル及びホセチル—アルミニウム。

B-XIV 群 ：キノフメリン、2-(2-[ (7, 8- ジフルォ口- 2- メチルキノリン-3- ィ

ル）ォキシ]-6- フルオロフェニル）プロパン- 2- オール、ジピメチ トロン、ェチ

リシン及び3- ク口口- 4-(2, 6- ジフルォ口フエニル）-6- メチル-5- フエニルピリ

ダジン。

B-XV群 ：ジメタクロン、 zhongshengmyc 、チォジァゾ一ル—銅、

亜 チアゾ'一リレ、 フ エナミノス リレフ、 wuy i enc i n、 n Ί ngnanmyc i n ベ リレべ リン

及び酸化銅 （I ) 。

〔2 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩である

、上記 〔1 〕に記載の殺菌剤又は殺バクテ リア剤用の組成物。

W は、酸素原子を表 し、

X 1は、ハロゲン原子、メチル、ジフルォロメチル又は トリフルォロメチル

を表 し、

X 2は、水素原子を表 し、

X 4 は、水素原子を表 し、

Y 1は、ハロゲン原子を表 し、

Y 2は、水素原子、ハロゲン原子、〇，〜〇6アルコキシ、メチルチオ、メチ

ルスルフィニル又はメチルスルホニルを表 し、

Y 3は、ハロゲン原子、 トリフルォロメチル、C 2〜 C 4 アルケニル、C 2〜



C 6 アルキニル、 R 6 によって任意 に置換 された （C 2〜 C 6 ) アル キニル、 ―

〇 R 7 a又は _ C ( R 8 ) = N 〇 R 9 を表 し、

R 1は、 〇，〜〇 6 アルキル、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キル、 R 1 0 によって置

換 された （〇，〜〇 4 ) アル キル、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 C 3 〜 C 6 アルケ

ニル、ハ ロ （C 3 〜 C 4 ) アル ケニル又は C 3 〜 C 6 アルキニル を表 し、

R 2 は、水素原子又はメチル を表 し、ただ し、 G 2が G 2 _ 1 で表 される構造

の場合 には、 R 2 はメチル を表 し、

R 3 は、水素原子を表 し、

R 4 は、水素原子を表 し、

R 6 は、ハ ロゲン原子、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 _ 〇 R 7 b、 卜リメチルシ

リル、 _ C ( R 8 ) = N 〇 R 9又はフエニル を表 し、

R 7 a は、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キル を表 し、

R 7 bは、 C ，〜〇 4 アルキル又は C ，〜〇 4 アル コキシメチル を表 し、

R 1 0 は、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 卜リメチルシ リル、 フエニル又は （Z

) mによって置換 されたフエニル を表 し、

Z は、ハ ロゲン原子又はシァノを表 し、 mが 2 以上 を表す場合 には、各 々

の Z は互いに同一であ っても又は互いに相異な っていてもよい。

〔3 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩である

、上記 〔2 〕 に記載の殺菌剤又は殺バ クテ リア剤用の組成物。

G 1は、 G ，_ 1 、 G ，_ 3 、 1 _ 8 又 は 1 _ 9 の構造 を表 し、

G 2 は、 G 2 _ 2 の構造 を表 し、

X 1は、塩素原子、 ジフルォ ロメチル又は トリフルォ ロメチル を表 し、

Y 1は、塩素原子又は臭素原子を表 し、

Y 2 は、水素原子、 C ，〜〇 4 アル コキシ又はメチルスルホニル を表 し、

Y 3 は、塩素原子、臭素原子、 トリフルォ ロメチル、 c 2〜 c 6アルキニル又

は R 6 によって任意 に置換 された （C 2〜 C 6 ) アル キニル を表 し、

Y 4 は、水素原子を表 し、



R 1は、 〇，〜 〇 4 アル キル、ハ ロ （〇，〜 〇 4 ) アル キル又 はシクロプロピル

メチル を表 し、

R 2 は、水素原子又 はメチル を表 し、

R 6 は、 シクロプロピル又 はフエニル を表 す。

[0014] 〔4 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基 が、 それぞ

れ、以下の意味 を有 する化合物又 はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩 である

、上記 〔3 〕 に記載 の殺菌剤又 は殺バ クテ リア剤用の組成物。

G 1は、 G 1— 1 の構造 を表 し、

X 1は、 トリフルォ ロメチル を表 し、

X 3 は、水素原子 を表 す。

〔5 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基 が、 それぞ

れ、以下の意味 を有 する化合物又 はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩 である

、上記 〔3 〕 に記載 の殺菌剤又 は殺バ クテ リア剤用の組成物。

G 1は、 ，_ 3 の構造 を表 し、

X 1は、塩素原子又 はジフルォ ロメチル を表 し、

X 3 は、水素原子 を表 す。

[001 5] 〔6 〕前記活性成分 Α が、前記式 （I ) における下記の置換基 が、 それぞ

れ、以下の意味 を有 する化合物又 はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩 である

、上記 〔3 〕 に記載 の殺菌剤又 は殺バ クテ リア剤用の組成物。

G i は、 G i _ 8 構造 を表 し、

X 1は、 ジフルォ ロメチル を表 す。

〔7 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基 が、 それぞ

れ、以下の意味 を有 する化合物又 はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩 である

、上記 〔3 〕 に記載 の殺菌剤又 は殺バ クテ リア剤用の組成物。

G 1は、 G 1— 9 の構造 を表 し、

X 1は、 ジフルォ ロメチル を表 し、

X 3 は、 メチル を表 す。

[001 6] 〔8 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における G 1が G 1— 1 の構造 を表



す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔3 〕

のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔9 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける G i が G i — 3 の構造 を表

化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔3 〕の

いずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔1 0 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける G i が G i — 8 の構造 を

表 す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔3

〕のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

[001 7] 〔1 1 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける G 1が G 1 — 9 の構造 を

表 す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔3

〕のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔1 2 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける G 2 が G 2 — 1 の構造 を

表 す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔1

1 〕 のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔1 3 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける G 2 が G 2 — 2 の構造 を

表 す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔1

1 〕 のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔1 4 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお けるW が酸素原子 を表 す化

合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔1 3 〕 の

いずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔1 5 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける X 1が塩素原子 を表 す化

合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔3 〕又 は

〔8 〕 〜 〔1 4 〕 のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

[001 8] 〔1 6 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける X 1 がジ フルォ ロメチル

を表 す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜 〔

3 〕又 は 〔8 〕 〜 〔1 4 〕 のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔1 7 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) にお ける X 1が トリフルォ ロメチ

ル を表 す化合物又 はその N —ォ キシ ド若 しくはその塩 であ る、上記 〔1 〕 〜



〔3 〕又は 〔8 〕〜 〔1 4 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔1 8 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) におけるX 2 が水素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔1 7 〕の

いずれか 1 項 に記載の組成物。

〔1 9 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) におけるX 2 はハ ロゲン原子を表

す化合物又はその N —才キシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔1 7

〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 0 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) におけるX 3 が水素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔3 〕又は

〔8 〕〜 〔1 9 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

[001 9] 〔2 1 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) におけるX 3 がメチルを表す化合

物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔3 〕又は 〔

8 〕〜 〔1 9 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 2 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) におけるX 4 が水素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔2 1 〕の

いずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 3 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) におけるX 4 がハ ロゲン原子を表

す化合物又はその N —才キシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔2 1

〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 4 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 1が塩素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔2 3 〕の

いずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 5 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 1が臭素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔2 3 〕の

いずれか 1 項 に記載の組成物。

[0020] 〔2 6 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 2 が水素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔2 5 〕の

いずれか 1 項 に記載の組成物。



〔2 7 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における丫 2 が〇，〜〇 4 アル コキ

シを表す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜

〔2 5 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 8 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 2 がメチルスルホニル

を表す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔

2 5 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔2 9 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 3 が塩素原子又は臭素

原子を表す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕

〜 〔2 8 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔3 0 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 3 が トリフルォ ロメチ

ル を表す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜

〔2 8 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔3 1 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 3 が C 2〜 C 6 アルキニ

ル を表す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜

〔2 8 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔3 2 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 3 が R 6 によって任意

に置換 された （C 2 〜 C 6 ) アル キニル を表す化合物又はその N —ォキシ ド若

しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔2 8 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物

〔3 3 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 4 が水素原子を表す化

合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔3 2 〕の

いずれか 1 項 に記載の組成物。

〔3 4 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における Y 4 がハ ロゲン原子を表

す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔3 2

〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔3 5 〕前記活性成分 A が、前記式 （I ) における R i が 〇，〜〇 4 アルキル

を表す化合物又はその N —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1 〕〜 〔

3 4 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。



[0022] 〔3 6 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR i がハロ （〇，〜〇4 )

アルキルを表す化合物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔

1〕〜 〔3 4 〕のいずれか 1項に記載の組成物。

〔3 7 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR 1がシクロプロピルメ

チルを表す化合物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕

〜 〔3 4 〕のいずれか 1項に記載の組成物。

〔3 8 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR 2が水素原子を表す化

合物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕〜 〔3 7 〕の

いずれか 1項に記載の組成物。

〔3 9 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR 2がメチルを表す化合

物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕〜 〔3 7 〕のい

ずれか 1項に記載の組成物。

〔4 0 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR 3が水素原子を表す化

合物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕〜 〔3 9 〕の

いずれか 1項に記載の組成物。

[0023] 〔4 1 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR 3がメチルを表す化合

物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕〜 〔3 9 〕のい

ずれか 1項に記載の組成物。

〔4 2 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) におけるR 6がシクロプロピルを

表す化合物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕〜 〔4

1 〕のいずれか 1項に記載の組成物。

〔4 3 〕前記活性成分A が、前記式 （I ) における R 6 がフエニルを表す化

合物又はそのN —ォキシ ド若 しくはその塩である、上記 〔1〕〜 〔4 1 〕の

いずれか 1項に記載の組成物。

〔4 4 〕前記活性成分 B が、前記B-I 群から選択される化合物である、上記

〔1〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1項に記載の殺菌剤又は殺パクテ リァ剤用の組

成物。

〔4 5 〕前記活性成分 B が、前記Β- Π 群から選択される化合物である、上



記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の殺菌剤又は殺バクテ リア剤用の

組成物。

[0024] 〔4 6 〕前記活性成分 B が、前記Β- Π Ι群乃至B-VIII 群、B-X群乃至Β- ΧΠΙ

群及びB-XV群か ら選択される化合物である、上記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれ

か 1 項 に記載の殺菌剤又は殺パクテ リァ剤用の組成物。

〔4 7 〕前記活性成分 B が、前記Β- Π Ι群か ら選択 される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔4 8 〕前記活性成分 B が、前記B-IV 群か ら選択 される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔4 9 〕前記活性成分 B が、前記B-V群か ら選択 される化合物である、上記

〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 0 〕前記活性成分 B が、前記B-VI 群か ら選択 される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

[0025] 〔5 1 〕前記活性成分 B が、前記B-VII 群 か ら選択される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 2 〕前記活性成分 B が、前記B-VIII 群 か ら選択 される化合物である、

上記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 3 〕前記活性成分 B が、前記B-IX 群か ら選択 される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 4 〕前記活性成分 B が、前記B-X群か ら選択 される化合物である、上記

〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 5 〕前記活性成分 B が、前記B-XI 群か ら選択 される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 6 〕前記活性成分 B が、前記Β- ΧΠ 群か ら選択 される化合物である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 7 〕前記活性成分 B が、前記Β- ΧΠΙ 群か ら選択 される化合物である、

上記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物。

〔5 8 〕前記活性成分 B が、前記B-XIV 群か ら選択 される化合物である、上



記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載 の殺菌剤又 は殺バ クテ リア剤用の

組成物。

〔5 9 〕前記活性成分 B が、前記B-XV群 か ら選択 される化合物 である、上

記 〔1 〕〜 〔4 3 〕のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔6 0 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 0 0

1 〜 1 0 0 0 重量部含有 する上記 〔1 〕〜 〔5 9 〕のいずれか 1 項 に記載 の

殺菌剤又 は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

[0026] 〔6 1 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 0 1

〜 1 0 0 重量部含有 する上記 〔1 〕〜 〔5 9 〕のいずれか 1 項 に記載 の組成

物。

〔6 2 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 1 〜

5 0 重量部含有 する上記 〔1 〕〜 〔5 9 〕のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔6 3 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 1 〜

0 重量部含有 する上記 〔1 〕〜 〔5 9 〕のいずれか 1 項 に記載 の組成物。

〔6 4 〕上記 〔1 〕〜 〔4 3 〕 に記載 のいずれか 1 項 に記載 の活性成分 A

と、上記 〔1 〕、 〔4 4 〕〜 〔6 3 〕のいずれか 1 項 に記載 の活性成分 B と

を用い、 同時 に又 は時間的に近接 して処理 することによる、病害又 はバ クテ

リァの防除方法。

〔6 5 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 0 0

1 〜 1 0 0 0 重量部用いる、上記 〔6 4 〕 に記載 の病害又 はバ クテ リアの防

除方法。

[0027] 〔6 6 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 0 1

〜 1 0 0 重量部用いる、上記 〔6 4 〕 に記載 の病害又 はバ クテ リアの防除方

法。

〔6 7 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 1 〜

5 0 重量部用いる、上記 〔6 4 〕 に記載 の病害又 はバ クテ リアの防除方法。

〔6 8 〕前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 1 〜

0 重量部用いる、上記 〔6 4 〕 に記載 の病害又 はバ クテ リアの防除方法。



〔6 9 〕上記 〔1 〕〜 〔6 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物 を植物 に茎

葉散布することによる、病害又はパクテ リァの防除方法。

〔7 0 〕上記 〔1 〕〜 〔6 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物 を植物が生

育する土壌 に処理することによる、病害又はバクテ リァの防除方法。

〔7 1 〕上記 〔1 〕〜 〔6 3 〕のいずれか 1 項 に記載の組成物 を植物の種

子、塊根及び根茎に処理することによる、病害又はバクテ リアの防除方法。

発明の効果

[0028] 本発明の殺菌又は殺バクテ リア用の組成物、及び本発明組成物 を用いた病

害防除方法は、各種病原菌 により引き起 こされる植物病害に対 して、相乗的

な、優れた防除効果を奏するとともに、既存の植物病害防除剤 に対 して抵抗

性 を獲得 した病原菌 に対 しても、相乗的で、十分な防除効果を発揮する。

発明を実施するための形態

[0029] 本発明の活性成分 A と して用い られる式 （I ) で表 されるォキシ厶置換 ァ

ミ ド化合物 には、 E —体及び Z —体の幾何異性体が存在するが、本発明の活

性成分 A と して用い られる化合物は、 これ らE _ 体、 Z _ 体、又は E _ 体及

び Z —体を任意の割合で含む混合物 を包含する。

また、本発明の活性成分 A と して用い られる式 （I ) で表 される化合物は

、置換基 によっては、 1 個又は 2 個以上の不斉炭素原子の存在に起因する光

学活性体が存在する場合があるが、本発明の活性成分 A と して用い られる化

合物は、全ての光学活性体又はラセミ体を包含する。

[0030] 本明細書 における下記の用語は、それぞれ、次の意味を有する。

ハ ロゲン原子 と しては、 フッ素原子、塩素原子、臭素原子及び ヨウ素原子

が挙 げられる。尚、本明細書中 「ハ 口」の表記 もこれ らのハ ロゲン原子を表

す。

[0031 ] 「C a 〜 C bアルキル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個 よりなる直鎖状又

は分岐鎖状の炭化水素基 を表 し、例えば、 メチル基、ェチル基、 プロピル基

、イソプロピル基、 プチル基、イソプチル基、 s —プチル基、 t e r t —プ

チル基、ペ ンチル基、 1 _ ェチル プロピル基、 2 ， 2 —ジメチル プロピル基



、へキシル基等が具体例として挙げられ、各々の指定の炭素原子数の範囲で

選択される。

なお、 s —はセカンダリーを、 t e r t _ はタ一シャリ一を各々意味 し、

以下においても同様である。

[0032] 「ハロ （C a〜C b ) アルキル」の表記は、炭素原子に結合 した水素原子が

ハロゲン原子によって任意に置換された、炭素原子数が a 〜 b 個よりなる直

鎖状又は分岐鎖状の炭化水素基を表 し、このとき、 2 個以上のハロゲン原子

によって置換されている場合、それらのハロゲン原子は互いに同一でも、互

いに相異なっていてもよい。例えば、フルォロメチル基、クロロメチル基、

プロモメチル基、ョ一 ドメチル基、ジフルォロメチル基、ジクロロメチル基

、 トリフルォロメチル基、クロロジフルォロメチル基、 トリクロロメチル基

、プロモジフルォロメチル基、 1 _ フルォロェチル基、 2 _ フルォロェチル

基、 2 _ クロ口ェチル基、 2 _ プロモェチル基、 2 ，2 —ジフルォロェチル

基、 2 ，2 ，2 — トリフルォロェチル基、 2 _ クロロ_ 2 ，2 —ジフルォロ

ェチル基、 2 ，2 ，2 — トリクロ口ェチル基、 2 _ プロモ—2 ，2 —ジフル

ォロェチル基、 1， 1，2 ，2 —テ トラフルォロェチル基、 2 —クロ口— 1

， 1，2 — トリフルォロェチル基、ペンタフルォロェチル基、 2 ，2 —ジフ

ルォロプロピル基、 3 ，3 ，3 — トリフルォロプロピル基、 3 _ プロモ—3

，3 —ジフルォロプロピル基、 2 ，2 ，3 ，3 —テ トラフルォロプロピル基

、 2 ，2 ，3 ，3 ，3 —ペンタフルォロプロピル基、 1， 1，2 ，3 ，3 ，

3 _ へキサフルォロプロピル基、ヘプタフルォロプロピル基、 2 ，2 ，2 -

トリフルォロ_ 1 — (メチル）ェチル基、 2 ，2 ，2 — トリフルォロ— 1 _

( トリフルォロメチル）ェチル基、 1，2 ，2 ，2 —テ トラフルォロ一 1 _

( トリフルォロメチル）ェチル基、 2 ，2 ，3 ，4 ，4 ，4 _ へキサフルォ

口プチル基、 2 ，2 ，3 ，3 ，4 ，4 ，4 _ ヘプタフルォロプチル基、ノナ

フルォロプチル基等が具体例として挙げられ、各々の指定の炭素原子数の範

囲で選択される。

[0033] 「C a〜C bシクロアルキル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個よりなる環



状の炭化水素基 を表 し、 3 員環か ら 1 0 員環 までの単環又は複合環構造 を形

成することが出来 る。 また、各 々の環は、指定の炭素原子数の範囲でアル キ

ル基 によって任意 に置換 されていてもよい。例 えば、 シクロプロピル基、 シ

クロプチル基、 1 —メチルシクロプロピル基、 2 —メチルシクロプロピル基

、 シクロペ ンチル基、 2 ， 2 —ジメチルシクロプロピル基、 1 —メチルシク

口プチル基、 シクロへキシル基等が具体例 と して挙 げ られ、各 々の指定の炭

素原子数の範囲で選択 される。

[0034] 「C a〜C bアル ケニル 」 の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個 よ りなる直鎖状

又は分岐鎖状で、且つ分子内に 1個又は 2 個以上の二重結合 を有する不飽和

炭化水素基 を表 し、例 えば、 ビニル基、 1 _ プロぺニル基、 2 _ プロぺニル

基、 1 —メチルェテニル基、 1 —プテニル基、 2 —プテニル基、 1 _ メチル

_ 1 _ プロぺニル基、 2 _ メチル _ 1 _ プロぺニル基、 2 _ メチル _ 2 —プ

口ぺニル基、 3 _ メチル _ 3 —プテニル基等が具体例 と して挙 げ られ、各 々

の指定の炭素原子数の範囲で選択 される。

[0035] 「ハ ロ （C a〜C b ) アルケニル」の表記は、炭素原子に結合 した水素原子

が/ \ ロゲン原子によって任意 に置換 された、炭素原子数が a 〜 b 個 よ りなる

直鎖状又は分岐鎖状で、且つ分子内に 1個又は 2 個以上の二重結合 を有する

不飽和炭化水素基 を表す。 この とき、 2 個以上のハ ロゲン原子によって置換

されている場合、それ らのハ ロゲン原子は互いに同一でも、互いに相異な つ

ていてもよい。例 えば、 2 _ フルォ ロビニル基、 2 _ クロロビニル基、 1 ，

2 —ジクロロビニル基、 2 ， 2 —ジクロロビニル基、 2 ， 2 —ジプロモ ビニ

ル基、 2 _ フルオ ロー 2 _ プロぺニル基、 2 _ クロ口— 2 _ プロぺニル基、

3 _ クロ口— 2 _ プロぺ ニル基、 3 ， 3 —ジフル オ ロー 2 _ プロぺ ニル基、

2 , 3 —ジクロ口— 2 _ プロぺ ニル基、 3 ， 3 —ジクロ口— 2 _ プロぺ ニル

基、 2 ， 3 ， 3 — トリフルオ ロー 2 _ プロぺニル基、 2 ， 3 ， 3 — トリクロ

口— 2 _ プロぺニル基、 1 _ ( トリフルォ ロメチル）ェテニル基、 4 ，4 -

ジフルオ ロー 3 —プテニル基、 3 ，4 ，4 — トリフルオ ロー 3 —プテニル基

、 , 4 ，4 ，4 —テ トラフルォ 口— 2 —プテニル基、 3 —クロ口— 4 ，4



， 4 — トリフルオロー2 —プテニル基等が具体例として挙げられ、各々の指

定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0036] 「C a〜 C bアルキニル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個よりなる直鎖状

又は分岐鎖状で、且つ分子内に 1個又は 2 個以上の三重結合を有する不飽和

炭化水素基を表 し、例えば、ェチニル基、 1 _ プロピニル基、 2 _ プロピニ

ル基、 1 _ プチニル基、 2 _ プチニル基、 3 _ プチニル基、 1 _ メチル_ 2

—プロピニル基、 1 _ ペンチニル基、 2 _ ペンチニル基、 1 _ へキシニル基

、 3 —へキシニル基、 3 _ メチル_ 1 _ ペンチニル基、 4 _ メチル_ 1 _ ぺ

ンチニル基、 3 ， 3 —ジメチル_ 1 _ プチニル基等が具体例として挙げられ

、各々の指定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0037] 「C a〜 C bシクロアルケニル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個よりなる

環状の炭化水素基を表 し、 3 員環から 1 0 員環までの単環又は複合環構造を

形成することが出来る。また、各々の環は指定の炭素原子数の範囲でアルキ

ル基によって任意に置換されていてもよい。例えば 1 —シクロプテニル基、

1 —メチル_ 2 —シクロプテニル基、 1 —シクロペンテニル基等が具体例と

して挙げられ、各々の指定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0038] 「C a〜 C bアルコキシ」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個よりなる前記の

意味であるアルキル_ 〇—基を表 し、例えば、メ トキシ基、エ トキシ基、プ

口ピルォキシ基、イソプロピルォキシ基、プチルォキシ基、イソプチルォキ

シ基、 s —プチルォキシ基、 t e r t —プチルォキシ基、ペンチルォキシ基

、へキシルォキシ基等が具体例として挙げられ、各々の指定の炭素原子数の

範囲で選択される。

[0039] 「ハロ （C a〜 C b ) アルコキシ」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個よりな

る前記の意味であるハロアルキル_ 〇—基を表 し、例えば、ジフルォロメ 卜

キシ基、 トリフルォロメ トキシ基、クロロジフルォロメ トキシ基、プロモジ

フルォロメ トキシ基、 2 _ フルォロェ トキシ基、 2 _ クロ口エ トキシ基、 2

， 2 ， 2 — トリフルォロェ トキシ基、 1 ， 1 ， 2 ， 2 ，一テ トラフルォロェ

トキシ基、 2 —クロ口— 1 ， 1 ， 2 — トリフルォロェ トキシ基、 1 ， 1 ， 2



， 3 ， 3 ， 3 _ へキサフルォ ロプロピルォキシ基等が具体例 と して挙 げられ

、各 々の指定の炭素原子数の範囲で選択 される。

[0040] 「C a〜C bアルキルチオ」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個 よりなる前記

の意味であるアルキル _ S _ 基 を表 し、例えば、 メチルチオ基、ェチルチオ

基、 プロピルチオ基、イソプロピルチオ基、 プチルチオ基、イソプチルチオ

基、 s _ プチルチオ基、 t e r t —プチルチオ基等が具体例 と して挙 げられ

、各 々の指定の炭素原子数の範囲で選択 される。

[0041 ] 「ハ ロ （C a〜C b ) アルキルチオ」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個 より

なる前記の意味であるハ ロアルキル _ S _ 基 を表 し、例えば、ジフルォ ロメ

チルチオ基、 トリフルォ ロメチルチオ基、 クロロジフルォ ロメチルチオ基、

トリクロロメチルチオ基、 プロモジフルォ ロメチルチオ基、 2 ， 2 ， 2 _ 卜

リフルォ ロェチルチオ基、 1 ， 1 ， 2 ， 2 —テ トラフルォ ロェチルチオ基、

2 _ クロ口_ 1 ， 1 ， 2 — トリフルォ ロェチルチオ基、ペ ンタフルォ ロェチ

ルチオ基、 1 ， 1 ， 2 ， 3 ， 3 ， 3 _ へキサフルォ ロプロピルチオ基、ヘ プ

タフルォ ロプロピルチオ基、 1 ， 2 ， 2 ， 2 —テ トラフルォ ロ一 1 _ ( トリ

フルォ ロメチル）ェチルチオ基、 ノナフルォ ロプチルチオ基等が具体例 と し

て挙 げられ、各 々の指定の炭素原子数の範囲で選択 される。

[0042] 「C a〜C bアルキルスル フィニル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個 より

なる前記の意味であるアルキル —S ( 〇）—基 を表 し、例えば、 メチルスル

フィニル基、ェチルスル フィニル基、 プロピルスル フィニル基、イソプロピ

ル スル フ ィニル基、 プチル スル フ ィニル基、 イ ソプチル スル フ ィニル基、 s

—プチルスル フィニル基、 t e r t —プチルスル フィニル基等が具体例 と し

て挙 げられ、各 々の指定の炭素原子数の範囲で選択 される。

[0043] 「C a〜C bアルキルスルホニル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個 よりな

る前記の意味であるアルキル —S ( 0 ) 2 _ 基 を表 し、例えば、 メチルスルホ

ニル基、ェチルスルホニル基、 プロピルスルホニル基、イソプロピルスルホ

ニル基、 プチルスルホニル基、イソプチルスルホニル基、 s _ プチルスルホ

ニル基、 t e r t —プチルスルホニル基等が具体例 と して挙 げられ、各 々の



指定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0044] 「C a〜 C bアルキルスルホニルォキシ」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個

よりなる前記の意味であるアルキル一S ( 0 ) 2 _ 〇一基を表 し、例えば、メ

チルスルホニルォキシ基、ェチルスルホニルォキシ基、プロピルスルホニル

ォキシ基、イソプロピルスルホニルォキシ基、プチルスルホニルォキシ基、

イソプチルスルホニルォキシ基、 s —プチルスルホニルォキシ基、 t e r t

—プチルスルホニルォキシ基等が具体例として挙げられ、各々の指定の炭素

原子数の範囲で選択される。

[0045] 「C a〜 C bアルキルカルボニル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個よりな

る、前記の意味であるアルキル—C ( 0 ) —基を表 し、例えば、ァセチル基

、プロピオニル基、プチリル基、イソプチリル基、バ レリル基、イソパ レリ

ル基、 2 —メチルプタノィル基、 ビバロイル基等が具体例として挙げられ、

各々の指定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0046] 「C a〜 C bアルコキシカルボニル」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個より

なる、前記の意味であるアルキル_ 〇_ 〇 （〇）一基を表 し、例えば、メ 卜

キシカルボニル基、エ トキシカルボニル基、プロピルォキシカルボニル基、

イソプロピルォキシカルボニル基、プ トキシカルボニル基、イソプ トキシカ

ルポ二ル基、 t e r t —プ トキシカルボニル基等が具体例として挙げられ、

各々の指定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0047] 「C a〜 C bアルキルカルボニルォキシ」の表記は、炭素原子数が a 〜 b 個

よりなる前記の意味であるアルキル—C ( 〇）_ 〇—基を表 し、例えばァセ

トキシ基、プロピオニルォキシ基等が具体例として挙げられ、各々の指定の

炭素原子数の範囲で選択される。

[0048] 「C a〜 C bアルコキシ （C d〜 C e ) アルキル」の表記は、前記の意味であ

る任意のC a〜 C bアルコキシ基によって、炭素原子に結合 した水素原子が任

意に置換された、炭素原子数が c！〜 e 個よりなる、前記の意味であるアルキ

ル基を表 し、各々の指定の炭素原子数の範囲で選択される。

[0049] 「R 1。によって置換された （C a〜 C b ) アルキル」の表記は、任意のR 1 0



によつて炭素原子に結合 した水素原子が置換 された、炭素原子数が a 〜 b 個

よりなる、前記の意味であるアルキル基 を表 し、各 々の指定の炭素原子数の

範囲で選択 される。

[0050] 「ヒ ドロキシ （C d 〜 C e ) シクロアルキル」又は 「C a〜 C bアル コキシ （

C d 〜 C e ) シクロアルキル」の表記は、それぞれ、前記の意味である任意の

C a〜 C bアル コキシ基又は水酸基 によって、炭素原子に結合 した水素原子が

任意に置換 された、炭素原子数が d 〜 e 個 よりなる、前記の意味であるシク

口アルキル基 を表 し、各 々の指定の炭素原子数の範囲で選択 される。

[0051 ] 「R 6 によって置換 された （C a〜 C b ) アルキニル」の表記は、任意の R 6

によつて炭素原子に結合 した水素原子が置換 された、炭素原子数が a 〜 b 個

よりなる、前記の意味であるアルキニル基 を表 し、各 々の指定の炭素原子数

の範囲で選択 される。

[0052] 本発明の活性成分 A と して用い られる、式 （I ) で表 されるォキシ厶置換

アミ ド化合物 における各置換基の好ま しい範囲を示す各群は、それぞれ任意

に組み合わせることができ、それぞれが、本発明の活性成分 A と して用い ら

れる化合物の好ま しい範囲を表す。

[0053] 本発明の有害生物防除剤組成物の活性成分 A と して用い られる、式 （I )

で表 されるォキシ厶置換 アミ ド化合物は、国際公開公報 （W O 2 0 1 4 / 0

1 0 7 3 7 号）に記載の公知化合物であ り、具体的には、第 1 表の化合物が

挙 げられる。但 し、第 1 表の化合物は例示のためのものであ り、本発明の活

性成分 A と して用い られるォキシ厶置換 アミ ド化合物は、 これ らに限定され

るものではない。

[0054] 下記する第 1 表などにおいて、 E t はェチル基 を表 し、以下、 n _ P r 及

び P r _ n の記載はノルマル プロピル基 を、 i _ P r 及び P r - i の記載は

イソプロピル基 を、 c _ P r 及び P r _ c の記載はシクロプロピル基 を、 n

- B u 及び B u - n の記載はノルマル プチル基 を、 s _ B u 及び B u _ s の

記載はセカンダ リープチル基 を、 t - B u 及び B u - t の記載はタ一シャ リ

—プチル基 を、 P e n _ c の記載はシクロペ ンチル基 を、 P h の記載はフエ



二ル基をそれぞれ表す。

[0055] また、置換基 Y 5の欄における 「― 」は、対応する置換基が存在 しないこと

を表す。

また、置換基 R 2の欄における （R ) 及び （S ) は、 R 2が結合する炭素原

子の光学異性体の混合比において、それぞれ （R ) —体及び （S ) —体が 9

0 %以上であることを表す。

さらに、置換基 R 1の欄における （E ) 及び （Z ) は、置換基 R 1が結合す

るォキシ厶幾何異性体の混合比において、それぞれ （E ) —体及び （Z ) -

体が 9 0 %以上であるこ とを表す。

これらの用語の意味は、以降の表においても、同様である。

[0056] [ 第 1表]



7

[I] [I] 8 [I] 9

前記、構造式における置換基G2 は、それぞれ下記のG2 - 1又 はG2 - 2を表 す。



[0057] [ 化5]

G -l G

[0058]
oo

R2 G2 Y Y2 Yoo3 Y4 Y5 R1

oo

CH3 G2- 1 C H C H H CH3

CH3 G2- 1 C H C H H CH3(E)

CH3(S) G2- 1 C H C H H CH3

CH3(S) G2- 1 C H C H H CH3(E)

CH3 G2- 1 C H C H H Et (E)

CH3(S) G2- 1 C H C H H Et (E)

CH3 G2- 1 C H C≡ CCH3 H H CH3(E)

CH3(S) G2- 1 C H C≡ CCH3 H H CH3(E)

CH3 G2- 1 C H C≡ CCH3 H H Et (E)

CH3(S) G2- 1 C H C≡ CCH3 H H Et (E)

CH3 G2- 1 C H H H CH3(E)

CH3(S) G2- 1 C H H H CH3(E)

H G2- 2 C H C H - CH3

H G2- 2 C H C H - CH3(Z)

CH3 G2- 2 C H C H - CH3(Z)

CH3(S) G2- 2 C H C H - CH3(Z)

H G2- 2 C H C H - Et

H G2- 2 C H C H - Et (Z)



-！ H " H 1 H

(ζ ョ H " H 1 - z H

H H 1 - z H

(Ζ) Η H H 1 - z H

Η H H 1 - z H

(Ζ) - ! 1 H 1 - z H

(ζ ョ 1 H 1 - z H

(Ζ) Η 1 H 1 - z H

(Z)4d H。 H 1 H 1 - z H

H 1 H 1 - z H

(Ζ) Η =Η Η H 1 H 1 - z H

Η =Η Η H 1 H 1 - z H

(Z) H H 1 H 1 - z H

H H 1 H 1 - z H

(z)ng-i H 1 H 1 - z H

H 1 H 1 - z H

(z)ng-s H 1 H 1 - z H

ng-s H 1 H 1 - z H

(Z) - ! H 1 H 1 - z (S) H

-！ H 1 H 1 - z (S) H

(Z) - ! H 1 H 1 - z εΗ。
-！ H 1 H 1 - z εΗ。

(Z) - ! H 1 H 1 - z H

-！ H 1 H 1 - z H

(Z) - u H 1 H 1 - z H

H 1 H 1 - z H

(ζ ョ H 1 H 1 - z (S) H

(ζ ョ H 1 H 1 Η

df/X3d 2 S££881/L10Z OAV



1 -- H - 」d3 ≡ 3 H 1 H

(Ζ) Η -- H - 」d3 ≡ 3 H 1 - z H

Η -- H - 」d3 ≡ 3 H 1 - z H

(z) n - - H εΗ。。三3 H 1 - z H

- H εΗ。。三3 H 1 - z H

(z)ng-s - H εΗ。。三3 H 1 Z- z H

ng-s - H εΗ。。三3 H 1 - z H

(Z) Jd- ! - H εΗ。。三3 H 1 - z H

- ！ - H εΗ。。三3 H 1 - z H

(Z) - u - H εΗ。。三。 H 1 - z H

- H εΗ。。三。 H 1 - z H

(ζ ョ - H εΗ。。三3 H 1 Z- z H

- H εΗ。。三。 H 1 - z H

(Ζ) Η - H εΗ。。三。 H 1 - z H

Η - H εΗ。。三。 H 1 - z H

(Ζ) Η =Η ( Η )Η ·- H H 1 - z H

Η =Η ( Η )Η ·- H H 1 Z- H

(z)ng-s - H H 1 Z- z H

ng-s - H H 1 - z H

(Z) - Jd H - H H 1 - z H

(Z) Jd- ! - H H 1 - z H

- ！ - H H 1 - z H

(Z) - u - H H 1 Z- H

(ζ ョ - H H 1 - z H

- H H 1 - z H

(Ζ) Η - H H 1 - z H

Η - H H 1 - z H

(Z) Jd- ! -- H H 1 H

O df /X d LZ S 88 /ZT0 Ο



H G2- 2 C H H - Et (Z)

H G2- 2 C H H - n- P

H G2- 2 C H H - n-Pr (Z)

H G2- 2 C H H - i - P

H G2- 2 C H H - i -Pr (Z)

H G2- 2 C H C三CPr-c H - s-Bu

H G2- 2 C H H - s-Bu(Z)

H G2- 2 C H 00000000 H - t-Bu

H G2- 2 C H 0000000 H - t-Bu(Z)

H G2- 2 C H C≡ CBu- 00000000t H - CH3

H G2- 2 C H C≡ CBu-t H - CH3 (Z)

H G2- 2 C H C≡ CBu-t H - Et

H G2- 2 C H C≡ CBu-t H - Et (Z)

H G2- 2 C H C≡ CBu-t H - i - P

H G2- 2 C H C≡ CBu-t H - i -Pr (Z)

H G2- 2 C H C≡ CBu-t H - t-Bu(Z)

H G2- 2 C H C≡ CS i (CH3) 3 H - i - P

H G2- 2 C H C≡ CS i (CH3) 3 H - i -Pr (Z)

H G2- 2 C H C≡ CPh H - i - P

H G2- 2 C H C≡ CPh H - i -Pr (Z)

H G2- 2 C 0CH3 C H - CH3

H G2- 2 C 0CH3 C H - CH3(Z)

H G2- 2 C OCH3 C H - i -Pr (Z)

H G2- 2 C OEt C H - CH3 (Z)

H G2- 2 C OEt C H - Et (Z)



H G2- 2 C OEt C H - i -Pr (Z)

H G2- 2 C SCH3 C H - i - P

H G2- 2 C S(0)CH 3 C H - i - P

H G2- 2 C S02CH3 C H - i - P

H G2- 2 Br H Br H - CH3

H G2- 2 Br H Br H - CH3 (Z)

CH3 G2- 2 Br H Br H - CH3(Z)

H G2- 2 Br H Br H - Et

H G2- 2 Br H Br H - Et (Z)

H G2- 2 Br H Br H - i - P

H G2- 2 Br H Br H 一 i -Pr (Z)

国際公開公報 （W 0 2 0 1 4 / 0 1 0 7 3 7 号）及び国際公開公報 （W 〇

2 0 1 5 / 1 4 7 1 9 9 号） に記載の合成例 と同様 に して製造で きる、本発

明の活性成分 A と して用い られる式 （I ) で表 されるォキシ厶置換 アミ ド化

合物の、 よ り具体的な例 を第 2 表 に示すが、本発明の活性成分 A と して用い

られるォキシ厶置換 アミ ド化合物 は、 これ らに限定されるものではない。

表 中、融点の欄 における 「*1 」 との記載 は、化合物の性状が油状又は樹脂

状であ った ことを意味する。

[ 第 2 表 ]

[ 化 6 ]

Y 2

1 3



置換基G1は、下記のG，- 1a、G，-3a 、G】-3b 、G1-8a 又 はG1-9a を表す。

[0060] [ 化7]

G l a G 1 - G - G l - a G -9a

[0061 ]

No. G R2 Y Y2 Y3 Y 4 R . p . ( °C )

1 G1- 1a H C H C H CH3 * 1

2 G1- 1a H C H C H CH3 (Z) 88-89

3 G1- 1a H C H C H n- P * 1

4 G1- 1a H C H C H i -Pr (Z) 109-1 11

5 G1-3b H C H C H i -Pr (Z) * 1

6 G1- 1a CH3 (S) C H C H i -Pr (Z) * 1

7 G1- 1a H C H C F Et (Z) * 1

8 G1- 1a H C 0CH3 C H CH3(Z) 74-76

9 G1- 1a H C OCH3 C H i -Pr (Z) 70-71

10 G1-8a H C OCH3 C H i -Pr (Z) * 1

11 G1- 1a H C OEt C H CH3 (Z) 90-92

12 G1- 1a H C H Br H CH3 (Z) 85-86

13 G1- 1a H C H Br H Et (Z)

14 G1- 1a H C H CF3 H i -Pr (Z) 97-98

15 G1- 1a H C H CF3 H CH2Pr-c(Z) 73-74

16 G1-3b H C H C≡ CCH3 H Et (Z) 128-1 3 1

17 G1-3b H C H C≡ CCH3 H n-Pr (Z) * 1



18 G1- 1a H C H C≡ CCH3 H i -Pr (Z) 106-1 8

19 G1-3b H C H C≡ CCH3 H i -Pr (Z) * 1

20 G1-8a H C H C≡ CCH3 H i -Pr (Z) 102-1 3

2 1 G1-9a H C H C≡ CCH3 H i -Pr (Z) * 1

22 G1-8a H C H H CH3 * 1

23 G1-8a H C H H CH3 (Z) 96-98

24 G1-8a H C H H Et (Z) 96-98

25 G1-8a H C H H i -Pr (Z) 105-1 7

26 G1- 1a H C H H s-Bu * 1
ooooooo

27 G1-8a H C H ooooooo H s-Bu(Z) * 1

28 G1-8a H C H C≡ CBu- ooooooot H CH3 (Z) 132-1 35

29 G1- 1a H C H C≡ CPh H i - P * 1

30 G1-3b H Br H Br H i -Pr (Z) * 1

3 1 G1-8a H Br H Br H i -Pr (Z) * 1

32 G1- 1a H C S02CH3 C H i -Pr (Z) * 1

33 G1- 1a H C H C H CH2CF3(Z) 10 1- 103

34 G1-8a H C H C≡ CCH3 H t-Bu(Z) 134-140

35 G1-3a H C H C≡ CBu-t H CH3 (Z) 45-47

36 G1- 1a H C H H CH3 (Z) * 1

37 G1-8a H C H C≡ CBu-t H i -Pr (Z) * 1

第 2 表 に記載 した式 （I ) で表 されるォキシ厶置換 アミ ド化合物 の うち、

物性 が樹脂状 であ った化合物 の 1 H N M R データを第 3 表 に示す。

なお、化合物 の同定 に用いた、 プロ トン核磁 気共鳴 H N M R ) のケ ミ

カル シフ ト値 は、基準物質 と してM e 4 S i (テ 卜ラメチル シラン） を用い、

3 0 0 M H z (機種 ；J N M — E C X 3 0 0 又 は J N M — E C P 3 0 0 、 J

E 〇 L 社製 ）。

プロ トン核磁 気共鳴ケ ミカル シフ 卜値 における記号 は、下記の意味 を表 す



s ：シング レッ ト、 d ：ダブ レツ 卜、 t ：トリプ レッ ト、 q ：カルテ ツ 卜、

s e p : セプテ ツ 卜、 d d ：ダブルダブ レツ 卜、 m ：マルチプ レツ 卜、 b r

：プロ— ド。

[ 第 3 表 ]

H NMR (CDC , Me 4 S i , 300MHz)

No. 1

8 . 50 and 8 . 4 5 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 80 and 7 . 78 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 3

5-7. 75 (m, 4H), 6 . 48 and 6 . 43 (brs, 1H), 4 . 73 and 4 . 53 (d, J=6. 3Hz, 2

H), 4 . 06 and 4 . 02 (s, 3H) 。

No. 3

8 . 4 9 and 8 . 44 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 80 and 7 . 78 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 3

5-7. 7 (m, 4H), 6 . 53 and 6 . 4 9 (brs, 1H), 4 . 75 and 4 . 52 (d, J=6. 3Hz, 2H

) , 4 . 2 1 and 4 . 03 (t, J=6. 9Hz, 2H), 1. 7-1 . 8 and 1. 55-4. 65 (m, 2H), 0 . 9

6 and 0 . 86 (t, J=7. 5Hz, 3H) 。

No. 5

8 . 7-8. 8 (m, 1H), 8 . 4 9 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 9-8. 0 (m, 1H), 7 . 78 (d, J

=2. 1Hz, 1H), 7 . 45-7. 55 (m, 1H), 6 . 8-7. 2 (m, 2H), 4 . 52 (d, J=5. 7Hz, 2H

) , 4 . 3-4. 4 5 (m, 1H), 1. 19 (d, J=6. 0Hz, 6H) 。

No. 6

8 . 48 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 78 (d, J=2. 1Hz, 1H), 7 . 45-7. 75 (m, 4H), 6 .

84 (brs, 1H), 5 . 15-5. 3 (m, 1H), 4 . 25-4. 4 5 (m, 1H) , 1. 44 (d, J=6. 6Hz,

3H), 1. 18 (d, J=6. 0Hz, 6H) 。

No. 7

7 . 90 (d, J=7. 8Hz, 1H), 7 . 45-7. 75 (m, 4H), 6 . 3-6 . 4 5 (m, 1H), 4 . 52 ( d

, =4 . 9Hz, 2H), 4 . 14 (q, J=7. 1Hz, 2H), 1. 22 (t, J =7. 1Hz, 3H) 。
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本発 明 の活性 成 分 B と して用 い られ る殺 菌 又 は殺 バ クテ リァ活性 化合 物 と

して は、 例 え ば、 下記 の各 群 か ら選 ばれ る化合 物 が挙 げ られ る。

活性 成 分 B-I 群 ；

[ 第 4 表 ]

化 合 物 名 （一般 名 )

C49 ビジ フル メ 卜フ ェ ン （pyd i f Lumetofen)

C5 ビラジ フル ミ ド （pyraz i f Lum i d )

C51 1-(2-[ ([1 -(4- ク ロ 口フ エニル ）- 1H- ピラ ゾ一ル -3- ィル ] ォ キ シ）-

メチル ] -3- メチル フ ェニル ）-4- メチル - 1, 4- ジ ヒ ドロ- 5H-

テ 卜ラ ゾール -5- オ ン

( 1-(2-[ ([1 -(4-ch loropheny l)-1 H-pyrazo l-3-y l]oxy)-methy l]-

ύ-methy Ipheny l)-4-methy - 1, 4 - d i hydro - 5H- tet razo l-5-one)

活 性 成 分 B-I I 群 ；

[ 第 5 表 ]

化 合 物 名 （一般 名 )

フ ェ ン ピラザ ぐ ン ( f enpyrazam ιne)

活 性 成 分 B-I 11群 ；

[ 第 6 表 ]

化 合 物 名 （一般 名 )

メタ ラキ シル _ M (meta laxy l-M)



ォキサジキシル (oxad i x y )

ヒメキサ ゾ一ル （hymexazo l )

[0064] 活性成分 B-IV 群 ；

[ 第 7 表 ]

化合物名 （一般名 )

カルベ ンタシ厶 (carbendaz im)

ゾキサ ミ ド (zoxam i de)

活性成分 B-V 群 ；

[ 第 8 表 ]

化合物名 （一般名 )

C22 エ ノキサス トロビン （enoxast rob i n )

C25 フエナ ミンス トロビン （fenam i nst rob i n )

C38 トリクロピリカル プ ( t r i c lopyr i carb)

C41 シァゾフアミ ド （cyazofam i d )

[0065] 活性成分 B-VI 群 ；

[ 第 9 表 ]

化合物名 （一般名 )

カスカマ づ ン ン (kasugamyc i n )

ス 卜レプ 卜マイシン (st reptomyc i n )



活性成 分 B-VII 群 ；

[ 第 1 0 表 ]

化合物 名 （一般 名 )

G 12 プ ロ/ 《モカリレブ、塩酉愛塩 (propamocarb hydroch lor i de)

G 13 バ チル ス ズ プチ リスD747株 (Bac i Uus subt i i s D747 s t r a i n)

[0066] 活性成 分 B-VII I 群 ；

[ 第 1 1 表 ]

化合物 名 （一般 名 )

H21 イ ミべ ンコナ ゾ一ル （imi benconazo le)

H3 プ ロ ピコナ ゾ一ル （prop i conazo le)

H33 ピ リソキサ ゾ一ル ( py i soxazo le)

H37 トリアジ メホ ン （t r i ad i mefon)

H39 トリフル ミゾ一ル ( t i f lum i zo le)

活性成 分 B-IX 群 ；

[ 第 1 2 表 ]

化合物 名 （一般 名 )

メ フェン トリフル コナ ゾ一ル （mefent r i f Luconazo Le)

[0067] 活性成 分 B-X群 ；



[ 第 1 3 表 ]

化 合 物 名 （一 般 名 )

101 バ リダ マ イ シ ン （va しi damyc i n )

105 ジ メ 卜モル フ （d i methomorph)

108 マ ン ジ プ ロパ ミ ド (mand i propam i d )

活 性 成 分 B-XI 群 ；

[ 第 1 4 表 ]

化 合 物 名 （一 般 名 )

L08 塩 基 性 塩 化 銅 （copper oxych lor i de)

L 1 塩 基 性 巟酉愛銅 （bas i c copper s u lfate)

L21 チ ウ ラ 厶 （th i ram)

活 性 成 分 B-XI I 群 ；

[ 第 1 5 表 ]

化 合 物 名 （一 般 名 )

L35 ジ ネ プ （z i neb)

活 性 成 分 B-XI I I 群 ；

[ 第 1 6 表 ]

化 合 物 名 （一 般 名 )



M02 シモキサニル （cymoxan i L)

M08 ホセチル —アル ミニウム （fosety 卜a lum i n i um)

活性成分 B-XIV 群 ；

[ 第 1 7 表 ]

化合物名 （一般名 )

M2 キノフメ リン （qu i nofume n)

M21 2-(2-[ (7, 8- ジフルォ 口- 2- メチルキノ リン- 3- ィル）ォキシ] -

6- フルオ ロフェニル）プロパ ン- 2- オール

(2-(2-[ (7, 8-d I f Luoro - 2- me t h y qu ιno ι η- 3-y )oxy]-6 - T Luo r o -

pheny l ) propan-2-o )

M23 ジ ピメチ トロン （d i pymet i t rone)

M34 ェチ リシン （ethy しi c i n)

M44 3- ク口口- 4-(2, 6- ジフルォ 口フエニル）-6- メチル -5- フエ二ル-

ピリダジン

にさ一ch loro-4-(2, 6—α ι f luoropheny l)-o-methy l-5-pheny -

py i daz i ne)

活性成分 B-XV 群 ；

[ 第 1 8 表 ]

化合物名 （一般名 )

M32 ジメタクロン （d i metach lone)

M3さ zhongshengmyc ιn



チォジァゾ一ル 一銅 (th od i azo Le - copper)

亜鉛 チアゾ一ル ( z i nc t h i azo le)

フ エナ ミノス リレフ (fenam i nosu f )

uy i enc ιn

n i ngnanmyc i n

ベ ル べ リン ( be r be i ne)

酸化銅 ( I ) (copper (I) ox i de)

化合物 No. C51 は国際公開公報 （W 〇 2 0 1 3 / 1 6 2 0 7 2 号） に、化合

物 No. M21 は国際公開公報 （W O 2 0 1 1 / 0 8 1 1 7 4 号） に、化合物 No. M4

4は国際公開公報 （W O 2 0 1 2 / 0 2 0 7 7 2 号） に記載 の化合物 である。

[0070] 次 に相乗的病害防除効果 を奏 する式 （I ) で表 されるォキシ厶置換 アミ ド

化合物 か ら選 ばれる [ 活性成分 A ] と殺菌又 は殺バ クテ リア活性化合物 か ら

選 ばれる [ 活性成分 B ] との組み合わせの例 を以下 に挙 げる。 以下の表記

において、例 えば、 「1 + (C49) 」は活性成分 A が第 2 表 のNo. 1 の化合物 であ

り、 活性成分 B が第 4 表 のNo. C49の ビジ フル メ 卜フ ェ ン （pyd i f Lumetofen)

である組み合わせ を表 す。

[0071 ] 化合物 の組み合わせの例 ：

1+(A05) 、 1+(A07) 、 1+(A1 0 ) 、 1+(B02) 、 1+(B08) 、 1+(C22) 、 1+(C25) 、 1+(C38

) 、 1+(C41 ) 、 1+(C49) 、 1+(C50) 、 1+(C51 ) 、 1+(D05) 、 1+(D06) 、 1+(G1 2 ) 、 1+ (

G 13 ) 、 1+(H21 ) 、 1+(H30) 、 1+(H33) 、 1+(H37) 、 1+(H39) 、 1+(H50) 、 1+(H51 ) 、

1+(I01 ) 、 1+(I05) 、 1+(I08) 、 1+(L08) 、 1+(L1 0 ) 、 1+(L21 ) 、 1+(L35) 、 1+(M02

) 、 1+(M08) 、 1+(M20) 、 1+(M21 ) 、 1+(M23) 、 1+(M32) 、 1+(M33) 、 1+(M34) 、 1+ (

M36) 、 1+(M37) 、 1+(M38) 、 1+(M40) 、 1+(M41 ) 、 1+(M42) 、 1+(M43) 、 1+(M44) 、

2+(A05) 、 2+(A07) 、 2+(A1 0 ) 、 2+(B02) 、 2+(B08) 、 2+(C22) 、 2+(C25) 、 2+(C38

) 、 2+(C41 ) 、 2+(C49) 、 2+(C50) 、 2+(C51 ) 、 2+(D05) 、 2+(D06) 、 2+(G1 2 ) 、 2+(

G 13 ) 、 2+(H21 ) 、 2+(H30) 、 2+(H33) 、 2+(H37) 、 2+(H39) 、 2+(H50) 、 2+(H51 ) 、

2+(I01 ) 、 2+(I05) 、 2+(I08) 、 2+(L08) 、 2+(L1 0 ) 、 2+(L21 ) 、 2+(L35) 、 2+(M02
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G 13 ) 、 7+(H21 ) 、 7+(H30) 、 7+(H33) 、 7+(H37) 、 7+(H39) 、 7+(H50) 、 7+(H51 ) 、

7+(I01 ) 、 7+(I05) 、 7+(I08) 、 7+(L08) 、 7+(L1 0) 、 7+(L21 ) 、 7+(L35) 、 7+(M02

) 、 7+(M08) 、 7+(M20) 、 7+(M21 ) 、 7+(M23) 、 7+(M32) 、 7+(M33) 、 7+(M34) 、 7+(

M36) 、 7+(M37) 、 7+(M38) 、 7+(M40) 、 7+(M41 ) 、 7+(M42) 、 7+(M43) 、 7+(M44) 、

8+(A05) 、 8+(A07) 、 8+(A1 0) 、 8+(B02) 、 8+(B08) 、 8+(C22) 、 8+(C25) 、 8+(C38

) 、 8+(C41 ) 、 8+(C49) 、 8+(C50) 、 8+(C51 ) 、 8+(D05) 、 8+(D06) 、 8+(G1 2 ) 、 8+(

G 13 ) 、 8+(H21 ) 、 8+(H30) 、 8+(H33) 、 8+(H37) 、 8+(H39) 、 8+(H50) 、 8+(H51 ) 、

8+(I01 ) 、 8+(I05) 、 8+(I08) 、 8+(L08) 、 8+(L1 0) 、 8+(L21 ) 、 8+(L35) 、 8+(M02

) 、 8+(M08) 、 8+(M20) 、 8+(M21 ) 、 8+(M23) 、 8+(M32) 、 8+(M33) 、 8+(M34) 、 8+(

M36) 、 8+(M37) 、 8+(M38) 、 8+(M40) 、 8+(M41 ) 、 8+(M42) 、 8+(M43) 、 8+(M44) 、

9+(A05) 、 9+(A07) 、 9+(A1 0) 、 9+(B02) 、 9+(B08) 、 9+(C22) 、 9+(C25) 、 9+(C38

) 、 9+(C41 ) 、 9+(C49) 、 9+(C50) 、 9+(C51 ) 、 9+(D05) 、 9+(D06) 、 9+(G1 2 ) 、 9+(

G 13 ) 、 9+(H21 ) 、 9+(H30) 、 9+(H33) 、 9+(H37) 、 9+(H39) 、 9+(H50) 、 9+(H51 ) 、

9+(I01 ) 、 9+(I05) 、 9+(I08) 、 9+(L08) 、 9+(L1 0) 、 9+(L21 ) 、 9+(L35) 、 9+(M02

) 、 9+(M08) 、 9+(M20) 、 9+(M21 ) 、 9+(M23) 、 9+(M32) 、 9+(M33) 、 9+(M34) 、 9+(

M36) 、 9+(M37) 、 9+(M38) 、 9+(M40) 、 9+(M41 ) 、 9+(M42) 、 9+(M43) 、 9+(M44) 、

10+(A05) 、 10+(A07) 、 10+(A1 0) 、 10+(B02) 、 10+(B08) 、 10+(C22) 、 10+(C25)

、 10+(C38) 、 10+(C41 ) 、 10+(C49) 、 10+(C50) 、 10+(C51 ) 、 10+(D05) 、 10+(D06

) 、 10+(G1 2 ) 、 10+(G1 3 ) 、 10+(H21 ) 、 10+(H30) 、 10+(H33) 、 10+(H37) 、 10+(H3

9) 、 10+(H50) 、 10+(H51 ) 、 10+(I01 ) 、 10+(I05) 、 10+(I08) 、 10+(L08) 、 10+(L

10) 、 10+(L21 ) 、 10+(L35) 、 10+(M02) 、 10+(M08) 、 10+(M20) 、 10+(M21 ) 、 10+(

M23) 、 10+(M32) 、 10+(M33) 、 10+(M34) 、 10+(M36) 、 10+(M37) 、 10+(M38) 、 1 +

(M40) 、 10+(M41 ) 、 10+(M42) 、 10+(M43) 、 10+(M44) 、 11+(A05) 、 11+(A07) 、 11

+(A1 0) 、 11+(B02) 、 11+(B08) 、 11+(C22) 、 11+(C25) 、 11+(C38) 、 11+(C41 ) 、 1

1+(C49) 、 11+(C50) 、 11+(C51 ) 、 11+(D05) 、 11+(D06) 、 11+(G1 2 ) 、 11+(G1 3 ) 、

11+(H21 ) 、 11+(H30) 、 11+(H33) 、 11+(H37) 、 11+(H39) 、 11+(H50) 、 11+(H51 )

、 11+(I01 ) 、 11+(I05) 、 11+(I08) 、 11+(L08) 、 11+(L1 0) 、 11+(L21 ) 、 11+(L35

) 、 11+(M02) 、 11+(M08) 、 11+(M20) 、 11+(M21 ) 、 11+(M23) 、 11+(M32) 、 11+(M3



3 ) 、 11+(M34) 、 11+(M36) 、 11+(M37) 、 11+(M38) 、 11+(M40) 、 11+(M41 ) 、 11+(M

42) 、 11+(M43) 、 11+(M44) 、 12+(A05) 、 12+(A07) 、 12+(A1 0) 、 12+(B02) 、 12+(

B08) 、 12+(C22) 、 12+(C25) 、 12+(C38) 、 12+(C41 ) 、 12+(C49) 、 12+(C50) 、 12+

(C51 ) 、 12+(D05) 、 12+(D06) 、 12+(G1 2 ) 、 12+(G1 3 ) 、 12+(H21 ) 、 12+(H30) 、 12

+(H33) 、 12+(H37) 、 12+(H39) 、 12+(H50) 、 12+(H51 ) 、 12+(I01 ) 、 12+(I05) 、 1

2+(I08) 、 12+(L08) 、 12+(L1 0) 、 12+(L21 ) 、 12+(L35) 、 12+(M02) 、 12+(M08) 、

12+(M20) 、 12+(M21 ) 、 12+(M23) 、 12+(M32) 、 12+(M33) 、 12+(M34) 、 12+(M36)

、 12+(M37) 、 12+(M38) 、 12+ ( 請 ）、 12+(M41 ) 、 12+(M42) 、 12+(M43) 、 12+(M44

) 、 13+(A05) 、 13+(A07) 、 13+(A1 0) 、 13+(B02) 、 13+(B08) 、 13+(C22) 、 13+(C2

5)、 13+(C38) 、 13+(C41 ) 、 13+(C49) 、 13+(C50) 、 13+(C51 ) 、 13+(D05) 、 13+(D

06) 、 13+(G1 2 ) 、 13+(G1 3 ) 、 13+(H21 ) 、 13+(H30) 、 13+(H33) 、 13+(H37) 、 13+(

H39) 、 13+(H50) 、 13+(H51 ) 、 13+(I01 ) 、 13+(I05) 、 13+(I08) 、 13+(L08) 、 13+

(L1 0) 、 13+(L21 ) 、 13+(L35) 、 13+(M02) 、 13+(M08) 、 13+(M20) 、 13+(M21 ) 、 13

+(M23) 、 13+(M32) 、 13+(M33) 、 13+(M34) 、 13+(M36) 、 13+(M37) 、 13+(M38) 、 1

3+(M40) 、 13+(M41 ) 、 13+(M42) 、 13+(M43) 、 13+(M44) 、 14+(A05) 、 14+(A07) 、

14+(A1 0) 、 14+(B02) 、 14+(B08) 、 14+(C22) 、 14+(C25) 、 14+(C38) 、 14+(C41 )

、 14+(C49) 、 14+(C50) 、 14+(C51 ) 、 14+(D05) 、 14+(D06) 、 14+(G1 2 ) 、 14+(G1 3

) 、 14+(H21 ) 、 14+(H30) 、 14+(H33) 、 14+(H37) 、 14+(H39) 、 14+(H50) 、 14+(H5

1) 、 14+(I01 ) 、 14+(I05) 、 14+(I08) 、 14+(L08) 、 14+(L1 0) 、 14+(L21 ) 、 14+(L

35) 、 14+(M02) 、 14+(M08) 、 14+(M20) 、 14+(M21 ) 、 14+(M23) 、 14+(M32) 、 14+(

M33) 、 14+(M34) 、 14+(M36) 、 14+(M37) 、 14+(M38) 、 14+(M40) 、 14+(M41 ) 、 14+

(M42) 、 14+(M43) 、 14+(M44) 、 15+(A05) 、 15+(A07) 、 15+(A1 0) 、 15+(B02) 、 15

+(B08) 、 15+(C22) 、 15+(C25) 、 15+(C38) 、 15+(C41 ) 、 15+(C49) 、 15+(C50) 、 1

5+(C51 ) 、 15+(D05) 、 15+(D06) 、 15+(G1 2 ) 、 15+(G1 3 ) 、 15+(H21 ) 、 15+(H30) 、

15+(H33) 、 15+(H37) 、 15+(H39) 、 15+(H50) 、 15+(H51 ) 、 15+(I01 ) 、 15+(I05)

、 15+(I08) 、 15+(L08) 、 15+(L1 0) 、 15+(L21 ) 、 15+(L35) 、 15+(M02) 、 15+(M08

) 、 15+(M20) 、 15+(M21 ) 、 15+(M23) 、 15+(M32) 、 15+(M33) 、 15+(M34) 、 15+(M3

6 ) 、 15+(M37) 、 15+(M38) 、 15+(M40) 、 15+(M41 ) 、 15+(M42) 、 15+(M43) 、 15+(M



44) 、 16+(A05) 、 16+(A07) 、 16+(A1 0)、 16+(B02) 、 16+(B08) 、 16+(C22) 、 16+(

C25) 、 16+(C38) 、 16+(C41 ) 、 16+(C49) 、 16+(C50) 、 16+(C51 ) 、 16+(D05) 、 16+

(D06) 、 16+(G1 2 )、 16+(G1 3 )、 16+(H21 ) 、 16+(H30) 、 16+(H33) 、 16+(H37) 、 16

+(H39) 、 16+(H50) 、 16+(H51 ) 、 16+(I01 ) 、 16+(I05) 、 16+(I08) 、 16+(L08) 、 1

6+(L1 0)、 16+(L21 ) 、 16+(L35) 、 16+(M02) 、 16+(M08) 、 16+(M20) 、 16+(M21 ) 、

16+(M23) 、 16+(M32) 、 16+(M33) 、 16+(M34) 、 16+(M36) 、 16+(M37) 、 16+(M38)

、 16+(M40) 、 16+(M41 ) 、 16+(M42) 、 16+(M43) 、 16+(M44) 、 17+(A05) 、 17+(A07

) 、 17+(A1 0)、 17+(B02) 、 17+(B08) 、 17+(C22) 、 17+(C25) 、 17+(C38) 、 17+(C4

1) 、 17+(C49) 、 17+(C50) 、 17+(C51 ) 、 17+(D05) 、 17+(D06) 、 17+(G1 2 )、 17+(G

13 )、 17+(H21 ) 、 17+(H30) 、 17+(H33) 、 17+(H37) 、 17+(H39) 、 17+(H50) 、 17+(

H51 ) 、 17+(I01 ) 、 17+(I05) 、 17+(I08) 、 17+(L08) 、 17+(L1 0)、 17+(L21 ) 、 17+

(L35) 、 17+(M02) 、 17+(M08) 、 17+(M20) 、 17+(M21 ) 、 17+(M23) 、 17+(M32) 、 17

+(M33) 、 17+(M34) 、 17+(M36) 、 17+(M37) 、 17+(M38) 、 17+(M40) 、 17+(M41 ) 、 1

7+(M42) 、 17+(M43) 、 17+(M44) 、 18+(A05) 、 18+(A07) 、 18+(A1 0)、 18+(B02) 、

18+(B08) 、 18+(C22) 、 18+(C25) 、 18+(C38) 、 18+(C41 ) 、 18+(C49) 、 18+(C50)

、 18+(C51 ) 、 18+(D05) 、 18+(D06) 、 18+(G1 2 )、 18+(G1 3 )、 18+(H21 ) 、 18+(H30

) 、 18+(H33) 、 18+(H37) 、 18+(H39) 、 18+(H50) 、 18+(H51 ) 、 18+(I01 ) 、 18+(I0

5)、 18+(I08) 、 18+(L08) 、 18+(L1 0)、 18+(L21 ) 、 18+(L35) 、 18+(M02) 、 18+(M

08) 、 18+(M20) 、 18+(M21 ) 、 18+(M23) 、 18+(M32) 、 18+(M33) 、 18+(M34) 、 18+(

M36) 、 18+(M37) 、 18+(M38) 、 18+ ( 請 ）、 18+(M41 ) 、 18+(M42) 、 18+(M43) 、 18+

(M44) 、 19+(A05) 、 19+(A07) 、 19+(A1 0)、 19+(B02) 、 19+(B08) 、 19+(C22) 、 19

+(C25) 、 19+(C38) 、 19+(C41 ) 、 19+(C49) 、 19+(C50) 、 19+(C51 ) 、 19+(D05) 、 1

9+(D06) 、 19+(G1 2 )、 19+(G1 3 )、 19+(H21 ) 、 19+(H30) 、 19+(H33) 、 19+(H37) 、

19+(H39) 、 19+(H50) 、 19+(H51 ) 、 19+(I01 ) 、 19+(I05) 、 19+(I08) 、 19+(L08)

、 19+(L1 0)、 19+(L21 ) 、 19+(L35) 、 19+(M02) 、 19+(M08) 、 19+(M20) 、 19+(M21

) 、 19+(M23) 、 19+(M32) 、 19+(M33) 、 19+(M34) 、 19+(M36) 、 19+(M37) 、 19+(M3

8 )、 19+ ( 請 ）、 19+(M41 ) 、 19+(M42) 、 19+(M43) 、 19+(M44) 、 20+(A05) 、 20+ (A

07) 、 20+(A1 0)、 20+(B02) 、 20+(B08) 、 20+(C22) 、 20+(C25) 、 20+(C38) 、 20+ (



C41 ) 、 20+(C49) 、 20+(C50) 、 20+(C51 ) 、 20+(D05) 、 20+(D06) 、 20+(G1 2 ) 、 20+

(G1 3 ) 、 20+(H21 ) 、 20+(H30) 、 20+(H33) 、 20+(H37) 、 20+(H39) 、 20+(H50) 、 20

+(H51 ) 、 20+(I01 ) 、 20+(I05) 、 20+(I08) 、 20+(L08) 、 20+(L1 0 ) 、 20+(L21 ) 、 2

0+(L35) 、 20+(M02) 、 20+(M08) 、 20+(M20) 、 20+(M21 ) 、 20+(M23) 、 20+(M32) 、

20+(M33) 、 20+(M34) 、 20+(M36) 、 20+(M37) 、 20+(M38) 、 20+ ( 請 ）、 20+(M41 )

、 20+(M42) 、 20+(M43) 、 20+(M44) 、 2 1+(A05) 、 2 1+(A07) 、 2 1+(A1 0 ) 、 2 1+(B02

) 、 2 1+(B08) 、 2 1+(C22) 、 2 1+(C25) 、 2 1+(C38) 、 2 1+(C41 ) 、 2 1+(C49) 、 2 1+(C5

0 )、 2 1+(C51 ) 、 2 1+(D05) 、 2 1+(D06) 、 2 1+(G1 2 ) 、 2 1+(G1 3 ) 、 2 1+(H21 ) 、 2 1+(H

30) 、 2 1+(H33) 、 2 1+(H37) 、 2 1+(H39) 、 2 1+(H50) 、 2 1+(H51 ) 、 2 1+(I01 ) 、 2 1+ (

105) 、 2 1+(I08) 、 2 1+(L08) 、 2 1+(L1 0 ) 、 2 1+(L21 ) 、 2 1+(L35) 、 2 1+(M02) 、 2 1+

(M08) 、 2 1+(M20) 、 2 1+(M21 ) 、 2 1+(M23) 、 2 1+(M32) 、 2 1+(M33) 、 2 1+(M34) 、 2 1

+ (M36) 、 2 1+ (M37) 、 2 1+ (M38) 、 2 1+ ( 請 ）、 2 1+ (M41 ) 、 2 1+ (M42) 、 2 1+ (M43) 、 2

1+(M44) 、 22+(A05) 、 22+(A07) 、 22+(A1 0 ) 、 22+(B02) 、 22+(B08) 、 22+(C22) 、

22+(C25) 、 22+(C38) 、 22+(C41 ) 、 22+(C49) 、 22+(C50) 、 22+(C51 ) 、 22+(D05)

、 22+(D06) 、 22+(G1 2 ) 、 22+(G1 3 ) 、 22+(H21 ) 、 22+(H30) 、 22+(H33) 、 22+(H37

) 、 22+(H39) 、 22+(H50) 、 22+(H51 ) 、 22+(I01 ) 、 22+(I05) 、 22+(I08) 、 22+(L0

8 ) 、 22+(L1 0 ) 、 22+(L21 ) 、 22+(L35) 、 22+(M02) 、 22+(M08) 、 22+(M20) 、 22+ ( M

2 1 ) 、 22+(M23) 、 22+(M32) 、 22+(M33) 、 22+(M34) 、 22+(M36) 、 22+(M37) 、 22+ (

M38) 、 22+ ( 請 ）、 22+(M41 ) 、 22+(M42) 、 22+(M43) 、 22+(M44) 、 23+(A05) 、 23+

(A07) 、 23+(A1 0 ) 、 23+(B02) 、 23+(B08) 、 23+(C22) 、 23+(C25) 、 23+(C38) 、 23

+(C41 ) 、 23+(C49) 、 23+(C50) 、 23+(C51 ) 、 23+(D05) 、 23+(D06) 、 23+(G1 2 ) 、 2

3+(G1 3 ) 、 23+(H21 ) 、 23+(H30) 、 23+(H33) 、 23+(H37) 、 23+(H39) 、 23+(H50) 、

23+(H51 ) 、 23+(I01 ) 、 23+(I05) 、 23+(I08) 、 23+(L08) 、 23+(L1 0 ) 、 23+(L21 )

、 23+(L35) 、 23+(M02) 、 23+(M08) 、 23+(M20) 、 23+(M21 ) 、 23+(M23) 、 23+(M32

) 、 23+(M33) 、 23+(M34) 、 23+(M36) 、 23+(M37) 、 23+(M38) 、 23+ ( 請 ）、 23+ (M4

1)、 23+(M42) 、 23+(M43) 、 23+(M44) 、 24+(A05) 、 24+(A07) 、 24+(A1 0 ) 、 24+ ( B

02) 、 24+(B08) 、 24+(C22) 、 24+(C25) 、 24+ (C

38) 、 24+(C41 ) 、 24+(C49) 、 24+(C50) 、 24+(C51 ) 、 24+(D05) 、 24+(D06) 、 24+ (



G 12 ) 、 24+(G1 3 ) 、 24+(H21 ) 、 24+(H30) 、 24+(H33) 、 24+(H37) 、 24+(H39) 、 24+

(H50) 、 24+(H51 ) 、 24+(I01 ) 、 24+(I05) 、 24+(I08) 、 24+(L08) 、 24+(L1 0) 、 24

+(L21 ) 、 24+(L35) 、 24+(M02) 、 24+(M08) 、 24+(M20) 、 24+(M21 ) 、 24+(M23) 、 2

4+(M32) 、 24+(M33) 、 24+(M34) 、 24+(M36) 、 24+(M37) 、 24+(M38) 、 24+(M40) 、

24+(M41 ) 、 24+(M42) 、 24+(M43) 、 24+(M44) 、 25+(A05) 、 25+(A07) 、 25+(A1 0)

、 25+(B02) 、 25+(B08) 、 25+(C22) 、 25+(C25) 、 25+(C38) 、 25+(C41 ) 、 25+(C49

) 、 25+(C50) 、 25+(C51 ) 、 25+(D05) 、 25+(D06) 、 25+(G1 2 ) 、 25+(G1 3 ) 、 25+(H2

1) 、 25+(H30) 、 25+(H33) 、 25+(H37) 、 25+(H39) 、 25+(H50) 、 25+(H51 ) 、 25+ ( I

0 1 ) 、 25+(I05) 、 25+(I08) 、 25+(L08) 、 25+(L1 0) 、 25+(L21 ) 、 25+(L35) 、 25+ (

M02) 、 25+(M08) 、 25+(M20) 、 25+(M21 ) 、 25+(M23) 、 25+(M32) 、 25+(M33) 、 25+

(M34) 、 25+(M36) 、 25+(M37) 、 25+(M38) 、 25+(M40) 、 25+(M41 ) 、 25+(M42) 、 25

+(M43) 、 25+(M44) 、 26+(A05) 、 26+(A07) 、 26+(A1 0) 、 26+(B02) 、 26+(B08) 、 2

6+(C22) 、 26+(C25) 、 26+(C38) 、 26+(C41 ) 、 26+(C49) 、 26+(C50) 、 26+(C51 ) 、

26+(D05) 、 26+(D06) 、 26+(G1 2 ) 、 26+(G1 3 ) 、 26+(H21 ) 、 26+(H30) 、 26+(H33)

、 26+(H37) 、 26+(H39) 、 26+(H50) 、 26+(H51 ) 、 26+(I01 ) 、 26+(I05) 、 26+(I08

) 、 26+(L08) 、 26+(L1 0) 、 26+(L21 ) 、 26+(L35) 、 26+(M02) 、 26+(M08) 、 26+ (M2

0) 、 26+(M21 ) 、 26+(M23) 、 26+(M32) 、 26+(M33) 、 26+(M34) 、 26+(M36) 、 26+ ( M

37) 、 26+(M38) 、 26+ ( 請 ）、 26+(M41 ) 、 26+(M42) 、 26+(M43) 、 26+(M44) 、 27+ (

A05) 、 27+(A07) 、 27+(A1 0) 、 27+(B02) 、 27+(B08) 、 27+(C22) 、 27+(C25) 、 27+

(C38) 、 27+(C41 ) 、 27+(C49) 、 27+(C50) 、 27+(C51 ) 、 27+(D05) 、 27+(D06) 、 27

+(G1 2 ) 、 27+(G1 3 ) 、 27+(H21 ) 、 27+(H30) 、 27+(H33) 、 27+(H37) 、 27+(H39) 、 2

7+(H50) 、 27+(H51 ) 、 27+(I01 ) 、 27+(I05) 、 27+(I08) 、 27+(L08) 、 27+(L1 0) 、

27+(L21 ) 、 27+(L35) 、 27+(M02) 、 27+(M08) 、 27+(M20) 、 27+(M21 ) 、 27+(M23)

、 27+(M32) 、 27+(M33) 、 27+(M34) 、 27+(M36) 、 27+(M37) 、 27+(M38) 、 27+(M40

) 、 27+(M41 ) 、 27+(M42) 、 27+(M43) 、 27+(M44) 、 28+(A05) 、 28+(A07) 、 28+ (A1

0) 、 28+(B02) 、 28+(B08) 、 28+(C22) 、 28+(C25) 、 28+(C38) 、 28+(C41 ) 、 28+ (C

49) 、 28+(C50) 、 28+(C51 ) 、 28+(D05) 、 28+(D06) 、 28+(G1 2 ) 、 28+(G1 3 ) 、 28+ (

H21 ) 、 28+(H30) 、 28+(H33) 、 28+(H37) 、 28+(H39) 、 28+(H50) 、 28+(H51 ) 、 28+



(101 ) 、 28+(I05) 、 28+(I08) 、 28+(L08) 、 28+(L1 0)、 28+(L21 ) 、 28+(L35) 、 28

+(M02) 、 28+(M08) 、 28+(M20) 、 28+(M21 ) 、 28+(M23) 、 28+(M32) 、 28+(M33) 、 2

8+(M34) 、 28+(M36) 、 28+(M37) 、 28+(M38) 、 28+(M40) 、 28+(M41 ) 、 28+(M42) 、

28+(M43) 、 28+(M44) 、 29+(A05) 、 29+(A07) 、 29+(A1 0)、 29+(B02) 、 29+(B08)

、 29+(C22) 、 29+(C25) 、 29+(C38) 、 29+(C41 ) 、 29+(C49) 、 29+(C50) 、 29+(C51

) 、 29+(D05) 、 29+(D06) 、 29+(G1 2 )、 29+(G1 3 )、 29+(H21 ) 、 29+(H30) 、 29+(H3

3 )、 29+(H37) 、 29+(H39) 、 29+(H50) 、 29+(H51 ) 、 29+(I01 ) 、 29+(I05) 、 29+ ( I

08) 、 29+(L08) 、 29+(L1 0)、 29+(L21 ) 、 29+(L35) 、 29+(M02) 、 29+(M08) 、 29+ (

M20)、 29+(M21 ) 、 29+(M23) 、 29+(M32) 、 29+(M33) 、 29+(M34) 、 29+(M36) 、 29+

(M37) 、 29+(M38) 、 29+(M40) 、 29+(M41 ) 、 29+(M42) 、 29+(M43) 、 29+(M44) 、 30

+(A05) 、 30+(A07) 、 30+(A1 0)、 30+(B02) 、 30+(B08) 、 30+(C22) 、 30+(C25) 、 3

0+(C38) 、 30+(C41 ) 、 30+(C49) 、 30+(C50) 、 30+(C51 ) 、 30+(D05) 、 30+(D06) 、

30+(G1 2 )、 30+(G1 3 )、 30+(H21 ) 、 30+(H30) 、 30+(H33) 、 30+(H37) 、 30+(H39)

、 30+(H50) 、 30+(H51 ) 、 30+(I01 ) 、 30+(I05) 、 30+(I08) 、 30+(L08) 、 30+(L1 0

) 、 30+(L21 ) 、 30+(L35) 、 30+(M02) 、 30+(M08) 、 30+(M20) 、 30+(M21 ) 、 30+ (M2

3 )、 30+(M32) 、 30+(M33) 、 30+(M34) 、 30+(M36) 、 30+(M37) 、 30+(M38) 、 30+(M

40) 、 30+(M41 ) 、 30+(M42) 、 30+(M43) 、 30+(M44) 、 3 1+(A05) 、 3 1+(A07) 、 3 1+ (

A 10)、 3 1+(B02) 、 3 1+(B08) 、 3 1+(C22) 、 3 1+(C25) 、 3 1+(C38) 、 3 1+(C41 ) 、 3 1+

(C49) 、 3 1+(C50) 、 3 1+(C51 ) 、 3 1+(D05) 、 3 1+(D06) 、 3 1+(G1 2 )、 3 1+(G1 3 )、 3 1

+(H21 ) 、 3 1+(H30) 、 3 1+(H33) 、 3 1+(H37) 、 3 1+(H39) 、 3 1+(H50) 、 3 1+(H51 ) 、 3

1+(I01 ) 、 3 1+(I05) 、 3 1+(I08) 、 3 1+(L08) 、 3 1+(L1 0)、 3 1+(L21 ) 、 3 1+(L35) 、

3 1+(M02) 、 3 1+(M08) 、 3 1+(M20) 、 3 1+(M21 ) 、 3 1+(M23) 、 3 1+(M32) 、 3 1+(M33)

、 3 1+(M34) 、 3 1+(M36) 、 3 1+(M37) 、 3 1+(M38) 、 3 1+(M40) 、 3 1+(M41 ) 、 3 1+(M42

) 、 3 1+(M43) 、 3 1+(M44) 、 32+(A05) 、 32+(A07) 、 32+(A1 0)、 32+(B02) 、 32+(B0

8 )、 32+(C22) 、 32+(C25) 、 32+(C38) 、 32+(C41 ) 、 32+(C49) 、 32+(C50) 、 32+ (C

5 1) 、 32+(D05) 、 32+(D06) 、 32+(G1 2 )、 32+(G1 3 )、 32+(H21 ) 、 32+(H30) 、 32+ (

H33) 、 32+(H37) 、 32+(H39) 、 32+(H50) 、 32+(H51 ) 、 32+(I01 ) 、 32+(I05) 、 32+

(108) 、 32+(L08) 、 32+(L1 0)、 32+(L21 ) 、 32+(L35) 、 32+(M02) 、 32+(M08) 、 32



+(M20) 、 32+(M21 ) 、 32+(M23) 、 32+(M32) 、 32+(M33) 、 32+(M34) 、 32+(M36) 、 3

2+(M37) 、 32+(M38) 、 32+(M40) 、 32+(M41 ) 、 32+(M42) 、 32+(M43) 、 32+(M44) 、

33+(A05) 、 33+(A07) 、 33+(A1 0)、 33+(B02) 、 33+(B08) 、 33+(C22) 、 33+(C25)

、 33+(C38) 、 33+(C41 ) 、 33+(C49) 、 33+(C50) 、 33+(C51 ) 、 33+(D05) 、 33+(D06

) 、 33+(G1 2 )、 33+(G1 3 )、 33+(H21 ) 、 33+(H30) 、 33+(H33) 、 33+(H37) 、 33+ (H3

9)、 33+(H50) 、 33+(H51 ) 、 33+(I01 ) 、 33+(I05) 、 33+(I08) 、 33+(L08) 、 33+ ( L

10)、 33+(L21 ) 、 33+(L35) 、 33+(M02) 、 33+(M08) 、 33+(M20) 、 33+(M21 ) 、 33+ (

M23) 、 33+(M32) 、 33+(M33) 、 33+(M34) 、 33+(M36) 、 33+(M37) 、 33+(M38) 、 33+

(M40) 、 33+(M41 ) 、 33+(M42) 、 33+(M43) 、 33+(M44) 、 34+(A05) 、 34+(A07) 、 34

+(A1 0)、 34+(B02) 、 34+(B08) 、 34+(C22) 、 34+(C25) 、 34+(C38) 、 34+(C41 ) 、 3

4+(C49) 、 34+(C50) 、 34+(C51 ) 、 34+(D05) 、 34+(D06) 、 34+(G1 2 )、 34+(G1 3 )、

34+(H21 ) 、 34+(H30) 、 34+(H33) 、 34+(H37) 、 34+(H39) 、 34+(H50) 、 34+(H51 )

、 34+(I01 ) 、 34+(I05) 、 34+(I08) 、 34+(L08) 、 34+(L1 0)、 34+(L21 ) 、 34+(L35

) 、 34+(M02) 、 34+(M08) 、 34+(M20) 、 34+(M21 ) 、 34+(M23) 、 34+(M32) 、 34+ (M3

3 )、 34+(M34) 、 34+(M36) 、 34+(M37) 、 34+(M38) 、 34+(M40) 、 34+(M41 ) 、 34+ ( M

42) 、 34+(M43) 、 34+(M44) 、 35+(A05) 、 35+(A07) 、 35+(A1 0)、 35+(B02) 、 35+ (

B08) 、 35+(C22) 、 35+(C25) 、 35+(C38) 、 35+(C41 ) 、 35+(C49) 、 35+(C50) 、 35+

(C51 ) 、 35+(D05) 、 35+(D06) 、 35+(G1 2 )、 35+(G1 3 )、 35+(H21 ) 、 35+(H30) 、 35

+(H33) 、 35+(H37) 、 35+(H39) 、 35+(H50) 、 35+(H51 ) 、 35+(I01 ) 、 35+(I05) 、 3

5+(I08) 、 35+(L08) 、 35+(L1 0)、 35+(L21 ) 、 35+(L35) 、 35+(M02) 、 35+(M08) 、

35+(M20) 、 35+(M21 ) 、 35+(M23) 、 35+(M32) 、 35+(M33) 、 35+(M34) 、 35+(M36)

、 35+(M37) 、 35+(M38) 、 35+(M40) 、 35+(M41 ) 、 35+(M42) 、 35+(M43) 、 35+(M44

) 、 36+(A05) 、 36+(A07) 、 36+(A1 0)、 36+(B02) 、 36+(B08) 、 36+(C22) 、 36+ (C2

5)、 36+(C38) 、 36+(C41 ) 、 36+(C49) 、 36+(C50) 、 36+(C51 ) 、 36+(D05) 、 36+ (D

06) 、 36+(G1 2 )、 36+(G1 3 )、 36+(H21 ) 、 36+(H30) 、 36+(H33) 、 36+(H37) 、 36+ (

H39) 、 36+(H50) 、 36+(H51 ) 、 36+(I01 ) 、 36+(I05) 、 36+(I08) 、 36+(L08) 、 36+

(L1 0)、 36+(L21 ) 、 36+(L35) 、 36+(M02) 、 36+(M08) 、 36+(M20) 、 36+(M21 ) 、 36

+(M23) 、 36+(M32) 、 36+(M33) 、 36+(M34) 、 36+(M36) 、 36+(M37) 、 36+(M38) 、 3



6+(M40) 、 36+(M41 ) 、 36+(M42) 、 36+(M43) 、 36+(M44) 、 37+(A05) 、 37+(A07) 、

37+(A1 0) 、 37+(B02) 、 37+(B08) 、 37+(C22) 、 37+(C25) 、 37+(C38) 、 37+(C41 )

、 37+(C49) 、 37+(C50) 、 37+(C51 ) 、 37+(D05) 、 37+(D06) 、 37+(G1 2 ) 、 37+(G1 3

) 、 37+(H21 ) 、 37+(H30) 、 37+(H33) 、 37+(H37) 、 37+(H39) 、 37+(H50) 、 37+(H5

1) 、 37+(I01 ) 、 37+(I05) 、 37+(I08) 、 37+(L08) 、 37+(L1 0) 、 37+(L21 ) 、 37+(L

35) 、 37+(M02) 、 37+(M08) 、 37+(M20) 、 37+(M21 ) 、 37+(M23) 、 37+(M32) 、 37+ (

M33) 、 37+(M34) 、 37+(M36) 、 37+(M37) 、 37+(M38) 、 37+(M40) 、 37+(M41 ) 、 37+

(M42) 、 37+(M43) 、 37+(M44) 。

[0072] 本 発 明組成物 及び本発 明方法 にお ける活性成 分 A と、 活性成 分 B との好適

な混合 割合 は、 活性成 分 A の 1 重 量部 に対 して、 活性成 分 B は通 常 0 . 0 0

1 〜 1 0 0 0 重 量部、 好 ま しくは 0 . 0 1 〜 1 0 0 重 量部、 よ り好 ま しくは

0 . 1 〜 5 0 重 量部、 さ らに好 ま しくは 0 . 1 〜 1 0 重 量部 であ る。

[0073] 本 発 明組成物 及び本発 明方法 にお ける、有効成 分化合物 の好 ま しい施 用量

は、 防除 すべ き対象病 害 の種類 な どによ り左 右 され るが、 通 常 は、 活性成 分

A は 0 . 1 〜 1 O O O g a . i . h a 、 好 ま しくは 1 〜 3 0 0 g a . i . h

a で あ り、 活性成 分 B は 0 . 1 〜 5 0 0 0 0 g a . i . / h a で あ り、 好 ま し

くは 0 . 1 〜 1 O O O g a . i . / h a で あ り、 よ り好 ま しくは 1 〜 3 0 0 g

a . i . h a で あ る。

[0074] 本 発 明組成物 及び本発 明方法 にお ける、 活性成 分 B の好 ま しい施 用量 は、

活性成 分 B 種類 によ り異 な り、具 体 的 には、例 えば、塩基性塩 化銅 及び ホ セ

チル 一アル ミニ ウム は 1 0 0 0 〜 5 0 0 0 0 g a . i . h a 、 好 ま しくは 1

0 0 0 〜 1 O O O O g a . i . h a 、 よ り好 ま しくは 1 0 0 0 〜 7 0 0 0 g

a . i . / h a で あ り、 チ ウラム、塩基性硫 酸銅 及び プ ロパ モカル プ塩酸塩 は

5 0 0 〜 2 0 0 0 0 g a . i . h a 好 ま しくは 5 0 0 〜 7 0 0 0 g a . i .

h a 、 よ り好 ま しくは 5 0 0 〜 4 0 0 0 g a . i . h a で あ り、 トリアジ

メホ ン、 ジ メ 卜モル フ及び ヒメキサ ゾ一ル は 3 0 0 〜 1 O O O O g a . i .

h a 、 好 ま しくは 3 0 0 〜 4 0 0 0 g a . i . h a 、 よ り好 ま しくは 3 0 0

〜 3 O O O g a . i . / h a で あ り、 カルベ ンダジ厶、 プ ロ ピコナ ゾ一ル、 フ



ェンビラザミン及びシモキサニルは 1 0 0 〜 7 0 0 0 g a . i . h a 、好ま

しくは 1 0 0 〜 2 0 0 0 g a . i . Z h a 、より好ま しくは 1 0 0 〜 1 0 0 0

g a . i . h a であ り、ォキサジキシル、 ゾキサミ ド、エノキサス トロビン

、 フエナミンス トロビン、 トリクロピリカルプ、シァゾフアミ ド、パ' リダマ

イシン、マンジプロパ ミ ド、イミベンコナゾ一ル、 ピリソキサゾ一ル及び 卜

リフル ミゾ一ルは 5 0 〜 4 0 0 0 g a . i . / h a 好ま しくは 5 0 〜 1 0 0

0 g a . i . / h a より好ま しくは 5 0 〜 5 0 0 g a . i . / h a であ り、

メタラキシル 一 M及びカスガマイシンは 1 〜 2 0 0 0 g a . i . / h a 好ま

しくは 1 〜 5 0 0 g a . i . / h a より好ま しくは 1 〜 2 0 0 g a . i . h

a である。

[0075] 本明細書における 「植物病害防除剤」とは、植物に感染する有害な病原菌

を防除対象 とした殺菌剤及び殺パクテ リァ剤を意味する。

本明細書における 「植物」とは、 ヒ 卜の食料 として栽培される穀類や果樹

• 野菜、家畜 家禽等の飼料作物、その姿や形を愛でる鑑賞植物、或いは公

園 街路等の植栽等の維管束植物 （Tracheophyta) を意味する。具体的には

、例えば、以下の植物が挙げられるが、 これ らに限定されるものではない。

[0076] ァカマツJapanese Red P i ne ( P i nus dens f lora) 、 ヨーロッパァカマツSc

ots P i ne ( P i nus sy ves t i s ) 、クロマツJapanese B lack P i ne ( P i nus thun

berg にi ) 等のマツ科 ( P i naceae) 等に属するマツ目 ( P i na les) 植物。

[0077] コシ ョウPepper ( P i per n i grum; 等のコシ ョウ科 ( P i e r aceae 、ァボカ

ドAvocado (Persea a e cana) 等のクスノキ科 (Lauraceae) 等に)h するモ

クレン類 (magno i ds) 、

コ ンニ ヤクKonj ac (Amorphopha lus konj ac) 、サ 卜ィモEddoe (Co locas i a

escu Lenta) 等のサ 卜ィモ科 (Araceae) 、ナガィモCh i nese yam (D i oscorea

batatas) 、ャマノィモJapanese yam (D i oscorea j apon i ca) 等のャマノィ

モ科 (D i oscoreaceae) 、 リ一キLeek (A urn ampe loprasum var. por rum)

、タマネギOn i on (A i urn cepa) 、ラツキ ヨウRakkyo (A i urn c h i nense) 、

ネギWe lsh on i on (A i urn f i stu losum) 、 ニ ンニクGar しi c (A i urn sat i vum



) 、 チ ヤイブCh i ves (A i urn schoenoprasum) 、 アサツキCh i v e (A i urn sch

oenoprasum var. f o i osum) 、 ニラOr i enta l gar i c (A i urn tuberosum) 、

ヮケギSea は i o n (A i um x wakeg i ) 等のネギ科 ( A i aceae) 、 ァスパ ラガ

スAsparagus (Asparagus off i c i na i s ) 等のクサスギカズラ科 (Asparagacea

e ) 、 ココヤシCoconut pa m (Cocos nuc i fera) 、 キニァアブラヤシOi l pa m

( E Lae i s g u i neens i s ) 等のヤシ科 (Arecaceae) ァ レカヤシ亜科 (Areco i dea

e ) 、 ナツメヤシDate pa m (Phoen i x dacty i fera) 等のヤシ科 (Arecaceae

) タ リポ ッ 卜ヤシ亜科 (Corypho i deae) 、 / 《イナ ップリレP i neapp Le (Ananas c

omosus) 等の/ 《ィナ ップリレ科 (Brome i aceae) 、 イネRi c e (Oryza sat i va)

等のイネ科 (Poaceae) エールハル タ亜科 (Ehrharto i deae) 、ベ ン トグラスB

ent grass (Agrost i s spp. ) 、 ブリレ一クラスB lue grass (Poa spp. ) 、才才

ムギBar ley (Hordeum v u Lgare) 、 コムギWheat (Tr i t i cum aest i vum, T . dur

urn) 、 ライ厶ギRye (Seca e cerea le) 等のイネ科 (Poaceae) イチ ゴツナギ

(Poo i deae) 、 ギ ヨヴギシ/ 乂、Bermuda grass (Cynodon dacty on) 、 シ

Grass (Zoys i a spp. ) 等のイネ科 (Poaceae) ヒゲシバ亜科 (Ch lor i do i deae

) 、 サ 卜ゥキ ビSugarcane (Saccharum off i c i narum) 、 ソリレ刀 ム Sorgum (Sor

ghum b i c o lor) 、 卜ゥモ ロ コシCorn (Zea mays) 等のィネ科 (Poaceae) キ ビ

(Pan i c o i deae) 、 / 乂、ナナBanana (Musa spp. ) の シ ョヴぉ (Musacea

e ) 、 ミ ヨゥガMyoga ( Z i ng i ber i oga) 、 シ ョウガGi nger ( Z i ng i ber off i c i

na le) 等のシ ョウガ科 （Z i ng i beraceae) 等 に属する単子葉類 （monocots) 。

レンコンLotus root (Ne lumbo nuc i fera) 等のハス科 (Ne Lumbonaceae) 、

ラ ッカセィPeanut (Arach i s hypogaea) 、 ヒョコマメCh i ckpea ( C i cer a r i e t

m um) 、 ヒラマメLent は (Lens c u i nar i s ) 、 エ ン ドゥPea ( P i sum sat i vum

) 、 ソラマメBroad bean ( V i c i a f aba) 、 ダイズSoybean ( G lyc i ne max) 、

インゲンマメCommon bean (Phaseo Lus v u lgar i s ) 、 ァズキAdzuk i bean ( V i g

na angu lar i s ) 、ササゲCowpea ( V i gna ungu i c u lata) 等のマメ科 (Fabaceae

) 、 ホ ップHop (Humu lus Lupu lus) 等のアサ科 (Cannabaceae) 、 イチジクF i

g Tree ( F i cus car i ca) 、 クヮMu lber r y (Morus spp. ) 等のクヮ科 (Moracea



e) 、ナツメCommon j u j ube ( Z i z i phus j u j uba) 等のクロウメモ ドキ科 (Rham

naceae) 、 イチ St rawber r y (Fragar i a ) 、 / 乂、ラRose (Rosa spp. ) の ラ

科 (Rosaceae) バ ラ亜科 (Roso i deae) 、 ビヮJapanese Loquat (Er i obot rya

j apon i ca) 、 リン ゴApp l e (Ma lus pu i La) 、セィヨウナシEuropean Pear ( P

yrus commun i s ) 、ナシNash i Pear (Pyrus pyr i f o i a var. c u Lta) 等のバ ラ

科 (Rosaceae) ナシ亜科 (Ma o i deae) 、 モモPeach (Amygda lus pers i ca) 、

ア ンズApr i cot (Prunus armen i aca) 、ォ ゥ 卜ゥCher r y (Prunus av i um) 、 プ

ル 一 ンPrune (Prunus domest i ca) 、 ァ一 モ ン ドA lmond (Prunus du c i s ) 、

ウメJapanese Apr i cot (Prunus mume) 、スモモJapanese P Lum (Prunus sa i

c i na) 、ォオシマザクラ (Cerasus spec i osa) 、 ソメイヨシノ (Cerasus x y

edoens i s Some i - yosh i no ) 等のバ ラ科 (Rosaceae) サクラ亜科 (Pruno i de

ae) 、 卜ゥガンWi nter me on (Ben i ncasa h i s i da) 、スイカWaterme Lon ( C i

t r u LLus Lanatus) 、ユウガオBott Le gourd (しagenar i a s i cerar i a var. h i s

i da) 、へチマLuffa (Luff a c y i ndr i ca) 、 カボチヤPumpk i n (Cucurb i t a s

pp. ) 、ズ ッキー ニ Zucch i n i (Cucurb i t a pepo) 、 二 ガウ 1リB i tter me on (Mo

mord i c a charant i a var. pave ) 、 メロンMuskme Lon (Cucum i s me Lo) 、 シロ

ゥ リOr i enta l i c k i ng me on (Cucum i s me Lo var. conomon) 、マクワウ リ0

r i enta me on (Cucum i s me Lo var. makuwa) 、 キユウ 1リCucumber (Cucum i s

sat i vus) 等のゥ リ科 (Cucurb i taceae) 、 ク 1リJapanese Chestnut (Castanea

crenata) 等のブナ科 (Fagaceae) 、 クル ミWa Lnut (Jug lans spp. ) 等のク

リレミ科 (Jug Landaceae) 、 カシュ一ナ ッツCashew (Anacard i urn occ i denta e

) 、 マンゴ一Mango (Mang i f era i nd i ca) 、 ピスタチォP i stach i o ( P i stac i a

vera) 等のゥリレシ科 (Anacard i aceae) 、サ ンシ ョウJapanese pepper (Zanth

oxy Lum i per i turn) 等の ミカン科 (Rutaceae) ヘ ンル一ダ亜科 (Ruto i deae)

、 タイタイB i tter orange (C i t rus aurant i urn) 、 ライムL i me ( C i t rus auran

t i f o i a ) 、ハ ツサクHassaku orange (C i t rus hassaku) 、ュズYuzu (C i t rus

j unos) 、 レモンLemon (C i t rus i mon) 、ナツミカンNatsum i kan ( しi t rus n

atsuda i da i ) 、 グ レープフリレ一ッGrapef r u i t ( C i t rus x parad i s i ) 、オ レン



ジOrange (C i t rus s i nens i s ) 、 力ボスKabosu (C i t rus sphaerocarpa) 、ス

ダチSudach i ( C i t rus sudach i ) 、ポ ンカンMandar i n Orange (C i t rus tanger

i na) 、 ゥンシユウミカンSatsuma (C i t rus unsh i u) 、 キンカンKumquat (For

tune a spp. ) 等の ミカン科 (Rutaceae) ミカン亜科 (Aurant i o i deae) 、セ

ィヨウヮサ ビHorserad i s h (Armorac i a rust i cana) 、 カラシナMustard (Bras

s i c a j uncea) 、 タカナTakana (Brass i c a j uncea var. i ntegr i f o i a ) 、セ

ィヨウアブラナRapeseed (Brass i c a napus) 、 カ リフラワーCau いf Lower (Br

ass i c a o Leracea var. bot ryt i s ) 、 キャベツCabbage (Brass i c a o Leracea v

ar. cap i tata) 、 メキャベツBrusse l s sprout (Brass i c a o Leracea var. gem

mi f era) 、 ブロッコ リ一Brocco い (Brass i c a o Leracea var. i t a i ca) 、チ

ンゲンサイGreen pak cho i (Brass i c a rapa var. c h m ens i s ) 、 ノザ ヮナNoz

awana (Brass i c a rapa var. hakabura) 、 アブラナNapa cabbage (Brass i c a

rapa var. n i ppo-o e i f era) 、 ミズナPotherb Mustard (Brass i c a rapa var.

n i ppos i n i ca) 、ハ クサイN p cabbage (Brass i c a rapa var. pek i nens i s )

、 コマツナTurn i p Leaf (Brass i c a rapa var. perv i i d i s ) 、 カブTurn i p ( B

rass i c a rapa var. rapa) 、ゾレッコラGarden rocket (Eruca ves i car i a ) 、

ダイコンDa i kon (Raphanus sat i vus var. Long i p i nnatus) 、 ヮサ ビWasab i (

Wasab i a j apon i ca) のァフ、、ラナ (Brass i caceae) 、 《 くィァPapaya (Car

i c a papaya) の 《 《イア (Car i caceae) 、才クラOkra (Abe Imoschus esc

u Lentus) 、 ヮタCotton p lant (Gossyp i urn spp. ) 、 カカオCacao (Theobroma

cacao) 等のァオイ科 (Ma lvaceae) 、 ブ ドウGrape ( V i t i s spp. ) 等のブ ド

ゥ科 ( V i taceae) 、テ ンサイSugar beet (Beta v u lgar i s ssp. v u lgar i s var

. a t i s s i ma) 、テ一ブリレビ一 卜Tab Le beet (Beta v u lgar i s ssp. v u lgar i s

var. v u lgar i s ) 、ホ ウ レンソゥSp i nach (Sp i nac i a o Leracea) 等の ヒュ科 (

Amaranthaceae) 、 ソバ Buckweat (Fagopyrum escu Lentum) 等のタデ科 (Po Ly

gonaceae) 、 カキKak i Pers immon (D i ospyros kak i ) 等の力キノキ科 (Ebena

ceae) 、チヤTea p lant (Came i a s i nens i s ) 等のツバ 干 科 (Theaceae) 、

干 ウイフリレ一ッK iw i f r u i t (Act ιn i d i a de ιc ιosa, A. c h i nens i sリ 等のマタ



タ ビ科 (Act i n i d i aceae) 、 ブリレ一ベ リ一 B Lueber r y (Vacc i n i u spp. ) 、 ク

ランベ リ一Cranber r y (Vacc i n i um spp. ) 等のッッジ科 (Er i caceae) 、 コ一

ヒ一 ノキCoffee p lants (Coffea spp. ) 等のァカネ科 (Rub i aceae) 、 レモン

ハ一ム Lemon ba m (Me ιssa o f † ιc ιna ιs ) 、 ミン 卜Mi n t (Mentha spp. ) 、

/ 、ヾジリレBas i l (Oc i u bas i i cum) 、 シソSh i s o (Per i La f rutescens var. c

r i spa) 、 エ ゴマ (Per i La f rutescens var. f rutescens) 、 セージCommon S

age (Sa v i a off i c i na i s ) 、 タイム Thyme (Thymus spp. ) 等のシソ科 (Lam i

aceae) 、 ゴマSesame (Sesamum i nd i cum) 等の ゴマ科 (Peda i aceae) 、オ リ

— ブ (H i v e ( O lea europaea) 等のモクセィ科 ( O leaceae) 、サツマィモSweet

potato (Ipomoea batatas) 等の ヒル ガオ科 (Convo Lvu Laceae) 、 卜マ 卜Tom

ato (So Lanum Lycopers i cum) 、 ナス Eggp Lant (So Lanum me Longena) 、 ジャ

ガイモPotato (So Lanum tuberosum) 、 卜ゥガラシCh i い pepper (Caps i cum a

nnuum) 、 ピ一マ ンBe pepper (Caps i cum annuum var. ，grossum ，) 、 タバ

コTobacco ( N i cot i ana tabacum) 等のナス科 (So Lanaceae) 、 セ ロ リCe lery

(Ap i urn graveo Lens var. d u c e ) 、 コ リアンダ一Cor i ander (Cor i andrum s a

t i vum) 、 ミツバ Japanese honeywort (Cryptotaen i a Canadens i s subsp. j a p

on i ca) 、 ニ ンジンCar rot (Daucus carota subsp. sat i vus) 、パセ リPars Le

y (Pet rose i urn c r i spurn) 、 イタ リアンパセ リIta l _ i a n pars Ley (Pet rose i n

urn neapo i tanum) 等のセ リ科 (Ap i aceae) 、 ゥ ドUdo (Ara l i a cordata) 、

タラノキ （Ara いa e lata) 等の ゥコギ科 (Ara Li aceae) 、 アーテ ィチ ョークA

r t i choke (Cynara sco Lymus) 等のキク科 (Asteraceae) ァザ ミ亜科 (Carduo

i deae) 、 キクニ刀ナCh i cory ( C i chor i u i ntybus) 、 レタス Lettuce (Lactu

c a sat i va) 等のキク科 (Asteraceae) タンポポ亜科 (Asteraceae) 、 キクF L

o r i sts da i s y (Dendranthema grand ι f Lorum) 、 シ ユ ン 干 クしrown da i s y ( G

Leb i on i s coronar i a ) 、 ヒマ ヮ リSunf Lower (He i anthus annuus) 、 フキ Fuk

i (Petas i tes j apon i cus) 、 ゴボ ゥBurdock (Arct i um Lappa) 等のキク科 ( A

steraceae) キク亜科 (Asteraceae) 等 に属する真正双子葉類 (eud i cots) 。

また、本明細書 でい う 「植物」 とは、 イソキサ フル ト一ル等の HPPD阻害剤



、 イ マ ゼ タ ピル 、 チ フ ェ ンス ル フ ロ ン メ チ ル 等 の ALS 阻 害 剤 、 グ リホ サ 一 卜

等 の EPSP 合 成 酵 素 阻 害 剤 、 グル ホ シ ネ ー 卜等 の グル タ ミ ン 合 成 酵 素 阻 害 剤 、

セ トキ シ ジ 厶 等 の ァ セ チ ル C o A カル ボ キ シ ラ 一 ゼ 阻 害 剤 、 フル ミオ キ サ ジ

ン等 の PP0 阻 害 剤 、 プ ロモ キ シ ニ ル 、 ジ カ ンパ 、 2 , 4-D 等 の 除 草 剤 に対 す る耐

性 を古 典 的 な 育 種 法 、 な らび に遺 伝 子 組 換 え技 術 に よ り付 与 さ れ た植 物 も含

まれ る。

[0080] 古 典 的 な 育 種 法 に よ り耐 性 を付 与 さ れ た 「農 園 芸 用植 物 」 の例 と して、 ィ

マ ゼ タ ピル 等 の イ ミダ ゾ リノ ン系 A L S 阻 害 型 除 草 剤 に耐 性 の ナ タ ネ、 コ ム

ギ、 ヒマ ヮ リ、 イ ネ、 トウ モ ロ コ シ が あ り (Uearf i e ld< 商 品 名 > の 商 品 名 で

既 に販 売 さ れ て い る。

[0081 ] 同様 に、 古 典 的 な 育 種 法 に よ る チ フ ェ ン ス ル フ ロ ン . メ チ ル 等 の ス ル ホ 二

ル ゥ レア系 A L S 阻 害 型 除 草 剤 に耐 性 の ダ イ ズ が ぁ り、 STS ダ イ ズ の商 品 名 で

既 に販 売 さ れ て い る。 同様 に古 典 的 な 育 種 法 に よ り 卜リオ ンォ キ シ 厶 系 、 ァ

リー ル ォ キ シ フ エ ノキ シ プ ロ ピオ ン酸 系 除 草 剤 な どの ァ セ チ ル CoA カル ボ キ シ

ラ 一 ゼ 阻 害 剤 に耐 性 が付 与 さ れ た 農 園 芸 用植 物 の例 と して SRコー ン等 が あ る

。 ァ セ チ ル CoA 力ル ポ キ シ ラ 一ゼ 阻 害 剤 に耐 性 が付 与 さ れ た 農 園 芸 用植 物 は プ

ロシ 一 デ ィ ン グ ズ ォ プ ザ ナ シ ョナ ル ア カ デ ミー ォ プ サ イ ェ ン シ

— ズ ォ プ ジ ュ ナ イ テ ツ ド ス テ 一 ッ ォ プ ァ メ リカ （Proc. Nat しAca

d . Sc i . USA) 8 7巻 、 7 17 5 〜71 7 9頁 （1 990 年 ） 等 に記 載 さ れ て い る。 又 ァ セ チ ル

CoAカル ボ キ シ ラ 一 ゼ 阻 害 剤 に耐 性 の 変 異 ァ セ チ ル CoAカル ボ キ シ ラ ー ゼ が ゥ

イー ド サ イ エ ンス （Weed Sc i ence) 5 3巻 、 728 〜746 頁 （2005年 ） 等 に報 告

さ れ て お り、 こ う した 変 異 ァ セ チ ル CoA カル ボ キ シ ラ 一 ゼ 遺 伝 子 を遺 伝 子 組 換

え技 術 に よ り植 物 に導 入 す る か も し くは抵 抗 性 付 与 に関 わ る変 異 を作 物 ァ セ

チ ル CoA カル ボ キ シ ラ 一 ゼ に導 入 す る事 に よ り、 ァ セ チ ル CoA カル ボ キ シ ラ ー

ゼ 阻 害 剤 に耐 性 の植 物 を作 出 す る こ とが で き る。 更 に、 キ メ ラ プ ラ ス テ ィ技

術 (Gura T . 1999. Repa i r i ng the Genome s Spe i ng M i stakes. Sc i ence 2

8 5 : 3 16-31 8 ) に代 表 さ れ る塩 基 置 換 変 異 導 入 核 酸 を植 物 細 胞 内 に導 入 して 作

物 （ァ セ チ ル CoA カル ボ キ シ ラ ー ゼ 除 草 剤 標 的 ） 遺 伝 子 に部 位 特 異 的 ァ ミ ノ



酸 置 換 変 異 を引 き起 こす こ とに よ り、 ァセ チル CoA 力ル ポ キ シ ラ一ゼ 阻害 剤 /

除 草 剤 に耐 性 の植 物 を作 出 す る こ とが で きる。

[0082] 遺 伝 子組 換 え技 術 に よ り耐 性 を付 与 され た農 園芸 用植 物 の例 と して、 グ リ

ホ サ 一 卜耐 性 の トウモ ロ コシ、 ダ イ ズ、 ヮタ、 ナ タ ネ、 テ ンサ イ 品種 が あ り

、 ラ ウ ン ドア ップ レデ ィ （RoundupReady) < 商 品 名 > 、 ァ グ リシ ユ ア一 . GT

(Agr i sureGT) < 商 品 名 > 等 市 販 され て い る。 同様 に遺 伝 子組 換 え技 術 に よ

る グル ホ シ ネ 一 卜耐 性 の トウモ ロ コシ、 ダ イ ズ、 ヮタ、 ナ タ ネ 品種 が あ り、

リバ テ ィ一 リン ク （L i bertyL i nk) < 商 品 名 > 等 市 販 され て い る。 同様 に遺 伝

子組 換 え技 術 に よ る プ ロモ キ シ ニル 耐 性 の ヮタ は BXN< 商 品 名 > 等 市 販 され て

い る。

[0083] 上 記 「農 園芸 用植 物 」 に は、 遺 伝 子組 換 え技 術 を用 い て、 例 え ば、 バ チル

ス属 で知 られ て い る選 択 的毒 素 等 を合 成 す る事 が可 能 とな った植 物 も含 まれ

る。

この様 な遺 伝 子組 換 え植 物 で発 現 され る殺 虫性 毒 素 と して は、 例 え ばバ チ

ル ス ' セ レウス （Bac i u s cereus) や バ チル ス ' ポ ピ リエ （Bac i u s o i

i ae) 由来 の殺 虫性 タ ンパ ク ；バ チル ス チ ュー リンゲ ンシ ス （Bac i u s t h

u i ng i ens i s ) 由来 の Cry1Ab 、 Cry1Ac 、 Cry1 F、 Cry1 Fa2 、 Cry2Ab 、 Cry3A 、 Cry

3Bb1 又 は Cry9C 等 の —エ ン ド トキ シ ン、 VIP1 、 VIP2 、 VIP3 又 は VIP3A 等 の殺

虫性 タ ンパ ク ；線 虫 由来 の殺 虫性 タ ンパ ク ；さそ り毒 素 、 ク モ毒 素 、 ハ チ毒

素 又 は昆 虫特 異 的神 経 毒 素 等 の動 物 に よ って産 生 され る毒 素 ；糸 条 菌 類 毒 素

；植 物 レクチ ン ；ァ グル チ ニ ン ；卜リプシ ン阻害 剤 、 セ リン プ ロテ ア一 ゼ 阻

害 剤 、 バ タ チ ン、 シ ス タ チ ン、 パ パ イ ン阻害 剤 等 の プ ロテ ア一 ゼ 阻害 剤 ；リ

シ ン、 トウモ ロ コシ -RIP 、 ァ プ リン、 サ ポ リン、 プ リォ ジ ン等 の リポ ゾ一 厶

不 活 性 化 タ ンパ ク （RIP) ；3 — ヒ ドロキ シ ス テ ロイ ドォ キ シ ダ 一 ゼ、 ェ ク ジ

ス テ ロイ ド-UDP- ダル コシル トラ ンス フ ェ ラ一 ゼ、 コ レス テ ロール ォ キ シ ダ 一

ゼ等 の ス テ ロイ ド代 謝 酵 素 ；ェ ク ダ イ ソ ン阻害 剤 ；HMG-CoA リダ ク タ 一 ゼ ；ナ

卜リゥ厶 チ ャネル 阻害 剤 、 カル シ ウム チ ャネル 阻害 剤 等 の イオ ンチ ャネル 阻

害 剤 ；幼 若 ホ ル モ ンエ ス テ ラー ゼ ；利 尿 ホ ル モ ン受 容 体 ；ス チル ベ ンシ ンタ



— ゼ ；ビベ ン ジル シ ン タ 一 ゼ ；キ チ ナ 一 ゼ ；グル カ ナ 一 ゼ 等 が挙 げ られ る。

[0084] ま た、 この様 な 遺 伝 子 組 換 え植 物 で発 現 さ れ る毒 素 と して、 Cry1Ab 、 CrylA

c、 Cry1 F、 Cry1 Fa2 、 Cry2Ab 、 Cry3A 、 Cry3Bb1 又 は Cry9C 等 の —エ ン ド トキ

シ ン タ ンパ ク、 VIP1 、 VIP2 、 VIP3 又 は VIP3A 等 の殺 虫 性 タ ンパ ク の ハ イ プ リッ

ド毒 素 、 一 部 を欠 損 した毒 素 、 修 飾 さ れ た毒 素 も含 まれ る。 ハ イ ブ リッ ド毒

素 は組 換 え技 術 を用 い て、 これ らタ ンパ ク の異 な る ドメ イ ンの新 しい組 み 合

わ せ に よ って 作 り出 さ れ る。 一 部 を欠 損 した毒 素 と して は、 ア ミ ノ酸 配 列 の

— 部 を欠 損 した CrylAb が 知 られ て い る。 修 飾 さ れ た毒 素 と して は、 天 然 型 毒

素 の ア ミ ノ酸 の 1 つ 又 は複 数 が 置 換 さ れ て い る。

[0085] これ ら毒 素 の例 及 び これ ら毒 素 を合 成 す る事 が で き る組 換 え植 物 は、 例 え

ば 欧 州 特 許 出願 公 開 第 0 3 7 4 7 5 3 号 、 国 際 公 開 公 報 （W 0 9 3 / 0 7 2

7 8 号 ） 、 国 際 公 開 公 報 （W 0 9 5 / 3 4 6 5 6 号 ） 、 欧 州 特 許 出願 公 開 第

0 4 2 7 5 2 9 号 、 欧 州 特 許 出願 公 開 第 4 5 1 8 7 8 号 、 国 際 公 開 公 報 （W

0 2 0 0 3 / 0 5 2 0 7 3 号 ） 等 の特 許 文 献 に記 載 さ れ て い る。 これ らの組

換 え植 物 に含 まれ る毒 素 は、 特 に、 鞘 翅 目害 虫 、 双 翅 目害 虫 、 鱗 翅 目害 虫 へ

の 耐 性 を植 物 へ 付 与 す る。

[0086] 又 、 1 つ も し くは複 数 の殺 虫 性 の 害 虫 抵 抗 性 遺 伝 子 を含 み 、 1 つ 又 は複 数

の毒 素 を発 現 す る遺 伝 子 組 換 え植 物 は既 に知 られ て お り、 い くつ か の もの は

市 販 さ れ て い る。 これ ら遺 伝 子 組 換 え植 物 の例 と して、 ィ 一 ル ドガ ー ド （Y i e

IdGard) < 商 品 名 > (CrylAb 毒 素 を発 現 す る トウ モ ロ コ シ 品種 ） 、 ィ 一 ル ド

ガ ー ドル一 卜ヮ一厶 （Y i e LdGard Rootworm) < 商 品 名 > (Cry3Bb1 毒 素 を発 現

す る トウ モ ロ コ シ 品種 ） 、 ィ 一 ル ドガ 一 ドプ ラ ス （Y i e LdGard P lus) < 商 品

名 > (CrylAb とCry3Bb1 毒 素 を発 現 す る トウ モ ロ コ シ 品種 ） 、 ハ 一 キ ュ レ ック

ス I (Hercu Lex I ) < 商 品 名 > (Cry1 Fa2 毒 素 と グル ホ シ ネ 一 卜へ の 耐 性 を付

与 す る た め の ホ ス フ イ ノ 卜リシ ン N- ァ セ チ ル トラ ンス フ ェ ラ 一 ゼ （PAT) を

発 現 す る トウ モ ロ コ シ 品種 ） 、 NuC0TN33B< 商 品 名 > (CrylAc 毒 素 を発 現 す る

ヮ タ 品種 ） 、 ボ ル ガ ー ドI (Bo Ugard I ) < 商 品 名 > (CrylAc 毒 素 を発 現 す る

ヮ タ 品種 ） 、 ボ ル ガ ー ドI I (Bo Ugard II) < 商 品 名 > (CrylAc とCry2Ab 毒 素



を発 現 す る ヮ タ 品種 ） 、 VIPC0T< 商 品 名 > (VIP 毒 素 を発 現 す る ヮ タ 品種 ） 、

ニ ュー リー フ （NewLeaf) < 商 品 名 > (Cry3A 毒 素 を発 現 す る ジ ャ ガ イ モ 品種

) 、 ネ ィ チ ヤ一 ガ ー ド ァ グ リシ ユ ア 一 GT ア ドバ ンテ ー ジ （NatureGard

< 商 品 名 >Ag r i sure< 商 品 名 >GT Advantage) (GA21 グ リホ サ ー 卜耐 性 形 質

) 、 ァ グ リシ ユ ア 一 CB ア ドバ ンテ ー ジ （Agr i sure< 商 品 名 > CB Advanta

ge) (Bt1 1コ ー ンボ ー ラ 一 （CB) 形 質 ） 、 プ ロテ ク タ （Protecta) < 商 品 名

> 等 が挙 げ られ る。

[0087] 上 記 植 物 に は、 遺 伝 子 組 換 え技 術 を用 い て、 選 択 的 な 作 用 を有 す る抗 病 原

性 物 質 を産 生 す る能 力 を付 与 さ れ た もの も含 まれ る。

抗 病 原 性 物 質 と して は、 例 え ば P R タ ンパ ク （PRPs、 欧 州 特 許 出願 公 開 第

0 3 9 2 2 2 5 号 に記 載 さ れ て い る） ；ナ トリウム チ ャ ネル 阻 害 剤 、 カル シ

ゥ厶 チ ャ ネル 阻 害 剤 （ウ ィル ス が産 生 す る KP1 、 ΚΡ4、 ΚΡ6毒 素 等 が 知 られ て い

る） 等 の イ オ ンチ ャ ネル 阻 害 剤 ；ス チ ル ベ ン シ ン タ 一 ゼ ；ビベ ン ジル シ ン タ

— ゼ ；キ チ ナ 一 ゼ ；グル カ ナ 一 ゼ ；ぺ プチ ド抗 生 物 質 、 ヘ テ ロ環 を有 す る抗

生 物 質 、 植 物 病 害 抵 抗 性 に関 与 す る タ ンパ ク 因 子 [ 植 物 病 害 抵 抗 性 遺 伝 子 と

呼 ば れ、 国 際 公 開 公 報 （W O 2 0 0 3 / 0 0 0 9 0 6 号 ） に記 載 さ れ て い る

] 等 の微 生 物 が産 生 す る物 質 等 が挙 げ られ る。 この よ うな抗 病 原 性 物 質 とそ

れ を産 生 す る遺 伝 子 組 換 え植 物 は、 欧 州 特 許 出願 公 開 第 0 3 9 2 2 2 5 号 、

国 際 公 開 公 報 （W 0 9 5 / 3 3 8 1 8 号 ） 、 欧 州 特 許 出願 公 開 第 0 3 5 3 1

9 1 号 等 に記 載 さ れ て い る。

[0088] 上 記 植 物 に は、 遺 伝 子 組 換 え技 術 を用 い て、 油 糧 成 分 改 質 ゃ ア ミ ノ酸 含 量

増 強 形 質 な どの有 用 形 質 を付 与 した 作 物 も含 まれ る。 例 と して、 VISTIVE< 商

品 名 > ( リノ レン含 量 を低 減 させ た低 リノ レン大 豆 ） 或 い は、 h i gh- Lys i ne (

h i g ho i ) corn ( リジ ン或 い は オ イル 含 有 量 を増 量 した コー ン） 等 が挙 げ ら

れ る。

更 に、 上 記 の 古 典 的 な 除 草 剤 形 質 或 い は 除 草 剤 耐 性 遺 伝 子 、 殺 虫 性 害 虫 抵

抗 性 遺 伝 子 、 抗 病 原 性 物 質 産 生 遺 伝 子 、 油 糧 成 分 改 質 ゃ ア ミ ノ酸 含 量 増 強 形

質 な どの有 用 形 質 に つ い て、 これ らを複 数 組 み 合 わ せ た ス タ ック 品種 も含 ま



れる。

本明細書 における 「病原菌」 とは、植物の病害の病原 となる微生物 を意味

し、具体的には、以下の微生物が挙 げ られるが、 これ らに限定されるもので

はない。

Taphr i na spp. (Taphr i na def ormans T . prun i ) 、 Pneumocyst i s spp.

、 Geot i chum spp. 、 Cand i da spp. (Cand i da a b i cans C. sorbosa 等 ) 、 P i

c h i a spp. ( P i c h i a k Luyver i等 ) 、 Capnod i urn spp. 、 Fumago spp. 、 Hypocapn

od i um spp. 、 Cercospora spp. (Cercospora a i i C. asparag i C. bet i c o l

a C. caps i c i C. carotae C. kak i C. k i kuch i i、 C. zonata 等 ) 、 Cerco

spor i d i urn spp. 、 CLadospor i u spp. ( C Ladospor i urn c o locas i ae C. cucume

r i num C. var i ab i l e 、Dav i d i e La spp. 、D i dymospor i urn spp. 、 Heteros

por i urn spp. (Heterospor i urn a i i等 ) 、Mycosphaere La spp. (Mycosphaer

e La arach i d i s M. berke Ley i M. cerase a M. f i j i ens i s M. f ragar i a

e、 M. gram i n i c o a M. nawae M. p i nodes 、 M. po i M. z i ng i ber i s等 ) 、

Mycove Los i e La spp. (Mycove Los i e La f u Lva M. natt rass i i ) 、 Parac

ercospora spp. (Paracercospora egenu La等 ) 、 Phaeo i sar i ops i s spp. 、 Pha

eoramu a i a spp. 、 Pseudocercospora spp. (Pseudocercospora abe lmosch i

、 P. f u i gena P. v i t i s等 ) 、 Pseudocer oospore La spp. (Pseudocercospo

r e La capse LLae等 ) 、 Ram i c h lor i d i um spp. 、 Ramu lar i a spp. 、 Septog Loeum

spp. 、 Septor i a spp. (Septor i a a lbopunctata S. a i i c o a S. chrysant

heme a S. he i anth i S. obesa 等 ) 、 Sphaeru i na spp. 、 Aureobas i d i um

spp. 、 Kabat i e La spp. 、 P lowr i ght i a spp. 、 St i g i na spp. 、 E s i noe spp.

( E s i noe ampe i na E. ara i ae E. fawcett i i等 ) 、 Sphace Loma spp. (Sp

hace Loma car i cae 等 ) 、 Ascochyta spp. (Ascochyta p i s i等 ) 、 Corynespora

spp. (Corynespora cass i i c o a ) 、 Leptosphaer i a spp. (Leptosphaer i a

con i othyr i um L . macu Lans等 ) 、 Sacchar i c o a spp. 、 Phaeosphaer i a spp.

(Phaeosphaer i a nodorum 等 ) 、 Oph i osphaere La spp. 、 Setophoma spp. 、 He

i nthospor i urn spp. 、 A Lternar i a spp. (A Lternar i a a Lternata A. brass i



cae 、A. brass i c i c o a A. c i t r i A. dauc A. he i anth i A. j apon i ca

A. k i kuch i ana、A. a i A. panax 、A. por i A. rad i c i na A. so Lan i等

) 、 B i o lar i s spp. ( B i o lar i s sorgh i co La等) 、Coch i obo lus spp. (Coch

i obo lus heterost rophus C. Lunatus C. mi yabeanus 等) 、Curvu lar i a s p

p. (Curvu lar i a gen i c u lata C. ver rucu Losa等) 、Drechs Lera spp. 、 P Leos

pora spp. ( P Leospora herbarum 等) 、Pyrenophora spp. (Pyrenophora gram

i nea P. teres 等) 、Setosphaer i a spp. (Setosphaer i a turc i c a等) 、Stem

phy i urn spp. (Stemphy i urn bot ryosum S. Lycopers i c S. so lan i S. ve

s i car i um等) 、Fus i c lad i um spp. 、Ventur i a spp. (Ventur i a carpoph i a V

. Inaequa i s V. nash i co a V. p i r i na等) 、D i dyme La spp. (D i dyme La

bryon i ae D. fabae 等) 、Henderson i a spp. 、 Phoma spp. (Phoma e r rat i c a

var. i kan P. ex i gua var. ex i gua P. wasab i ae等) 、Pyrenochaeta spp.

(Pyrenochaeta Lycopers i c i等) 、Stagonospora spp. (Stagonospora sacch

a r i等) 、Bot ryosphaer i a spp. (Bot ryosphaer i a berenger i ana f . sp. p i r i

c o a B. doth i dea等) 、Doth i ore l La spp. 、 Fus i coccum spp. 、 Gu i gnard i a

spp. 、 Las i od i lod i a spp. (Las i od i lod i a theobromae 等) 、Macrophoma s p

p.、Macrophom i na spp. 、 Neof us i coccum spp. 、 Phy Lost i cta spp. (Phy o

s t i cta z i ng i ber i s等) 、Sch i zothyr i urn spp. (Sch i zothyr i urn pom i等) 、Ac

rospermum spp. 、 Leptosphaeru i na spp. 、Asperg i Lus spp. 、 Pen i c i i urn

spp. (Pen i c i l i um d i g i tatum P. i t a i cum P. sc Lerot i genum等) 、Mi cro

sporum spp. 、 T r i chophyton spp. (Tr i chophyton mentagrophytes T. rubru

m等) 、Hi stop Lasma spp. 、 B u e i a spp. ( B Lumer i a g a i n i s f . sp. hord

e i、 B. g . f . sp. t r i t i c i等) 、Erys i phe spp. (Erys i phe betae E. c i cho

racearum E. c . var. c i choracearum E. herac l e u E. p i s i等) 、Go Lov i n

omyces spp. (Go Lov i nomyces c i choracearum var. Lat i sporus 等) 、Leve i

u La spp. (Leve i u a taur i c a等) 、Mi crosphaera spp. 、 0 i d i urn spp. ( O i d

i urn neo Lycopers i c i等) 、Phy Lact i n i a spp. (Phy Lact i n i a kak i c o a P.

a i P. mor i c o La等) 、Podosphaera spp. (Podosphaera f usca P. Leucot



r i cha P. pannosa P. t r i dacty La var. t r i dacty a P. xanth i i等) 、Sph

aerotheca spp. (Sphaerotheca aphan i s var. aphan i s S. f uいg i nea等) 、

Unc i nu La spp. (Unc i nu La necator U. n . var. necator^) 、 Unc i nu i e La

spp. (Unc i nu i e La s i u lans var. s i u lans U. s . var. tandae 等) 、B L

umer i e a spp. ( B Lumer i e La j aap i i等) 、Cy i ndrospor i urn spp. 、D i loca

rpon spp. (D i p locarpon a i D. es i i D. rosae 等) 、GLoeospor i urn s

pp. ( G loeospor i um mi nus 等) 、Marsson i na spp. Tapes i a spp. (Tapes i a a

cuform i s T . y a LLundae 等) 、Lachnum spp. 、 Sc Lerom i t r u La spp. 、 Bot ryot

i n i a spp. (Bot ryot i n i a f ucke i ana^) 、 Bot ryt i s spp. (Bot ryt i s a ι ι

、 B. bysso i dea B. c i nerea B. e i p t i c a B. f abae B. squamosa 等) 、

C i bor i n i a spp. 、 Groves i n i a spp. 、Mon i i a mumeco a Mon i i n i a spp. (Mo

n i i n i a f ruct i c o a M. f ruct i gena M. Laxa M. a i M. vacc i n i i -cory

mbos i等) 、Sc lerot i n i a spp. (Sc lerot i n i a borea i s S. homoeocarpa S.

mi nor S. s c Lerot i orum 等) 、Va Ldens i a spp. (Va Ldens i a heterodoxa 等)

、 C lav i ceps spp. ( C lav i ceps sorgh i、 C. sorgh i c o La等) 、Ep i c h loe spp.

、 Ephe i s j apon i c a V i Los i c lava v i rens Hypomyces spp. (Hypomyces s o

Lan i f . sp. mor i H. s . f . sp. p i s i等) 、T r i choderma spp. (Tr i choderm

a v i r i de等) 、Ca lonect r i a spp. (Ca lonect r i a i c i c o La等) 、Cande Lospo

r a spp. 、 Cy l i ndrocarpon spp. 、 Cy i ndroc Lad i urn spp. 、 Fusar i urn spp. (Fu

sar i urn arthrospor i o i des F. crookwe Lense F. c u Lmorum F. cune i rost r

um、 F. oxysporum F. o . f . sp. adzuk i c o a F. o . f . sp. a i i F. o .

f sp. asparag i、 F. o . f sp. batatas F. o . f . sp. cepae F. o . f

sp. c o Locas i ae F. o . f . sp. cong Lut i nans F. o . f . sp. cubense F. o

. f . sp. cucumer i num F. o . f . sp. f abae F. o . f . sp. f ragar i ae F.

o . f . sp. Lactucae F. o . f . sp. Lagenar i ae F. o . f . sp. Lycopers i c i

、 F. o . f . sp. me Longenae F. o . f . sp. me on i s F. o . f . sp. ne u b i

n i c o a F. o . f . sp. n i veum、 F. o . f . sp. rad i c i s - Lycopers i c F. o .

f . sp. raphan i F. o . f . sp. s i nac i ae F. sporot i c h i o i des F. s o Lan



i、 F. s . f . sp. cucurb i tae F. s . f . sp. eumart i i、 F. s . f . sp. g Lyc i

nes、 F. s . f . sp. p i s i、 F. s . f . sp. Rad i c i c o a F. v i rgu いforme 等)

、Gi bbere La spp. ( G i bbere La avenacea G. baccata G. fuj i kuro i G.

zeae 等) 、Haematonect r i a spp. 、 Nect r i a spp. 、Oph i onect r i a spp. 、Ca lda

r i omyces spp. 、Myrothec i urn spp. 、 T r i chothec i urn spp. 、 Vert i c i i urn spp

. (Vert i c i i urn a lbo-at rum V. dah i ae V. Long i sporum 等) 、Ceratocys

t i s spp. (Ceratocyst i s f i c i c o la, C. f i mbr i ate 等) 、Th i e lav i ops i s spp.

(Th i e lav i ops i s bas i c o La等) 、Ad i s c i s o spp. 、Monochaet i a spp. 、 Pesta l

o t i a spp. (Pesta lot i a e r i obot r i f o i a^) 、 Pesta lot i ops i s spp. (Pesta l

o t i ops i s f unerea P. Long i seta P. neg Lecta P. theae 等) 、Physa lospo

r a spp. 、 Neman i a spp. 、 Nodu i spor i urn spp. 、 Rose i n i a spp. (Rose i n i

a necat r i x等) 、Monographe La spp. (Monographe La n i v aいs等) 、Oph i os

toma spp. 、Cryphonect r i a spp. (Cryphonect r i a paras i t i c a等) 、D i aporth

e spp. (D i aporthe c i t i D. kyushuens i s D. nomura D. tanakae 等) 、

D i aporthops i s spp. 、 Phomops i s spp. (Phomops i s asparag i P. f ukush ι i

P. obscurans P. vexans 等) 、Cryptospore La spp. 、D i scu l a spp. (D i scu

La theae - s i nens i s等) 、Gnomon i a spp. 、Con i e La spp. 、Coryneum spp. 、G

reener i a spp. 、Me lancon i s spp. 、Cytospora spp. 、 Leucostoma spp. 、 Va s

a spp. (Va lsa ceratosperma^) 、 Tubak i a spp. Monosporascus spp. C a

sterospor i urn spp. Gaeumannomyces spp. (Gaeumannomyces gram i n i s等) 、

Magnaporthe spp. (Magnaporthe g r i sea 等) 、Pyr i c u a i a spp. (Pyr i c u lar

i a z i ng i ber i s等) 、Mon i Lochaetes i nf uscans Co Letot i chum spp. (Co

etot r i chum acutatum C. caps i c i C. cerea e C. dest ruct i vum、 C. frag

a r i ae C. i ndemuth i anum C. n i grum C. orb i c u lare C. s p i nac i ae等)

、Glomere l La spp. ( G lomere l La c i ngu lata^) 、 Khusk i a oryzae Phy Lach

ora spp. (Phy Lachora pom i gena 等) 、E i semb i a spp. 、 Br i os i a spp. 、Ce

pha lospor i um spp. (Cepha Lospor i urn gram i neum等) 、E i coccum spp. 、Gloe

ocercospora sorgh i、Mycocent rospora spp. 、 Pe Ltaster spp. (Pe Ltaster f



ruct i c o La等 ) 、 Phaeocytost roma spp. 、 Ph i a lophora spp. (Ph i a lophora g r

egata 等 ) 、 Pseudoph Loeospore La d i oscoreae Pseudoseptor i a spp. 、 Rhyn

chospor i urn spp. (Rhynchospor i urn seca いs等 ) 、 Saroc Lad i urn spp. 、 Co Leop

homa spp. He i coceras oryzae 等の子嚢 囷門 (Ascomycota) 囷類。

Septobas i d i um spp. (Septobas i d i um bogor i ense S. tanakae^) 、 He i c

obas i d i u spp. (He i cobas i d i u Long i sporum 等 ) 、 Co Leospor i urn spp. (Co

Leospor i urn p Lect ranth i等 ) 、 Cronart i urn spp. 、 Phakopsora spp. (Phakops

ora artem i s i ae P. n i s h i dana P. pachyrh i z i等 ) 、 Physope La spp. (Phy

sope La ampe Lops i d i s等 ) 、 Kuehneo La spp. (Kuehneo La j apon i c a等 ) 、 Phr

agm i d i urn spp. (Phragm i d i urn f us i f orme P. mucronatum P. rosae-mu t i f

orae 等 ) 、 Gymnosporang i urn spp. (Gymnosporang i urn as i a t i cum G. yamadae

等 ) 、 Pucc i n i a spp. (Pucc i n i a a i i P. brachypod i i var. poae-nemora

i s、 P. coronata P. c . var. coronata P. cynodont i s P. gram i n i s P.

g . subsp. gram i n i c o a P. horde P. hor i ana P. kuehn ι i P. me Lanoce

pha a P. recond i t a P. s t i i form i s var. s t ι i form i s P. tanacet i var

. tanacet i P. tokyens i s、 P. zoys i ae等 ) 、 Uromyces spp. (Uromyces pha

seo i var. azuk i c o a U. p . var. phaseo i Uromyces v i c i ae-fabae var.

v i c i ae-fabae^) 、 Naoh i demyces vacc i n i i Nyssopsora spp. 、 Leucote i u

spp. 、 Tranzsche i a spp. (Tranzsche i a d i sco lor 等 ) 、 Aec i d i um spp. 、

B Lastospora spp. ( B Lastospora sm i Lac i s等 ) 、 Uredo spp. 、 Sphace Lotheca

spp. 、 Urocyst i s spp. 、 Spor i sor i urn spp. (Spor i sor i urn s c i tam i neum等 )

、 Ust i Lago spp. (Ust i Lago mayd i s U. nuda 等 ) 、 Enty Loma spp. 、 Exobas i

d i urn spp. (Exobas i d i um ret i c u Latum E. vexans 等 ) 、Mi crost roma spp. 、

T i Let i a spp. ( T i Let i a car i es T . cont roversy T . Laev i s等 ) 、 Iterso

n i i a spp. (Iterson i i a perp Lexans 等 ) 、 Cryptococcus spp. 、 Bov i sta s p

p . (Bov i sta dermoxantha^) 、 Lycoperdon spp. (Lycoperdon curt i s ι L .

per Latum 等 ) 、 Conocybe spp. (Conocybe apa a ) 、Marasm i us spp. (Mar

asm i us oreades 等 ) 、 Arm i Lar i a spp. 、 He Lot i urn spp. 、 Lep i sta spp. (Lep



i sta subnuda 等) 、Sc Lerot i urn spp. (Sc Lerot i urn cep i vorum 等) 、 Typhu La

spp. (Typhu La i ncarnata T. i s h i kar i ens i s var. i s h i kar i ens i s等) 、Ath

e i a spp. (Athe i a r o Lfs i i等) 、Ceratobas i d i u spp. (Ceratobas i d i u c

orn i gerum 等) 、Ceratorh i za spp. 、 Rh i zocton i a spp. (Rh i zocton i a so Lan i

等) 、 Thanatephorus spp. (Thanatephorus cucumer i s等) 、 Laet i sar i a spp

國、 a i tea spp. 、 Fom i t i o i a spp. 、 Ganoderma spp. 、 Chondrostereum purp

ureum Phanerochaete spp. 等の担子囷門 (Bas i d i omycota) 囷類。

O p i d i u spp. 等のッボカビ門 (Ch i t r i d i omycota) 菌類。

Physoderma spp. 等のコゥマクノウキン門 ( B Lastoc Lad i omycota) 囷類 0

Choanephora spp. 、 Choanephoro i dea cucurb i tae Mucor spp. (Mucor f a

g i l i s等) 、 Rh i zopus spp. (Rh i zopus a r r h i zus R. c h i nens i s R. oryzae

、 R. sto lon i fer var. sto lon i fer 等) 等のケカビ亜門 (Mucoromycot i na) 囷

類。

P Lasmod i ophora spp. ( P Lasmod i ophora brass i cae^) 、 Spongospora subt

e r ranea f . sp. subter ranea 等のケリレコゾァ門 (Cercozoa) 原生生物。

Aphanomyces spp. (Aphanomyces coch i o i des A. raphan i等) 、A lbugo s

pp. (A lbugo macrospora A. wasab i ae等) 、 Brem i a spp. (Brem i a Lactucae

等) 、Hya loperonospora spp. Peronosc Lerospora spp. Peronospora spp.

(Peronospora a i a i ae-wasab i P. chrysanthem i -coronar ι i 、 P. dest rue

tor P. far i nosa f . sp. s i nac i ae P. manshur i ca P. paras i t i c a P. s

parsa 等) 、 P Lasmopara spp. ( P Lasmopara ha lsted i i P. n i vea P. v i t i c o

La等) 、 Pseudoperonospora spp. (Pseudoperonospora cubens i s等) 、Sc Ler

ophthora spp. 、 Phytophthora spp. (Phytophthora cactorum P. caps i c

P. c i t i c o a P. c i t rophthora P. cryptogea P. f ragar i ae P. i nf esta

ns、 P. me on i s P. n i cot i anae P. pa i vora P. por r i P. soj ae P. s

y r i ngae P. v i gnae f . sp. adzuk i co La等) 、 Pyth i urn spp. (Pyth i urn af ert

i Le、 P. aphan i dermatum P. a Lerot i cum P. a r i stosporum P. a rhenoma

nes 、 P. bu i sman i ae P. debaryanum P. gram i n i co a P. hor i nouch i ense



、 P. i r regu Lare P. iwayama P. y r i oty Lum P. okanoganense P. padd

i cum P. paroecandrum P. per i p Locum P. s i nosum P. s u Lcatum P. s y

Lvat i cum P. u t i u var. u t i um P. vanterpoo i i P. vexans P. v o L

utum 等）等の不等毛¾ 物門 (Heterokontophyta) 卵菌類 (Oomycetes) 。

CLav i bacter spp. ( C Lav i bacter i c h i ganens i s subsp. mi c h i ganens i s等

) 、 Curtobacter i urn spp. 、 Le i f son i a spp. (Le i f son i a x y i subsp. x y l ι等

) 、 St reptomyces spp. (St reptomyces i pomoeae 等 ) 等の放線囷門 (Act i nob

acter i a ) グラム陽性菌類。

C lost r i d i um sp. 等のフィル ミクテス門 （F i r m i cutes) グラム陽性菌類。

Phytop Lasma等のテネ リクテス門 （Tener i cutes) グラム陽性菌類。

Rh i zob i um spp. (Rh ι zob ι urn rad ιobacter%) 、 Acetobacter spp. 、 Burkho

Lder i a spp. (Burkho Lder i a andropogon i s B. cepac i a B. g lad i o i B. g

Lumae、 B. p Lantar i i等 ) 、 Ac i dovorax spp. (Ac i dovorax avenae subsp. av

enae 、 A. a . subsp. c i t u i A. konj ac i等 ) 、 Herbasp i r i u spp. Ra

ston i a spp. (Ra lston i a s o Lanacearum^) 、 Xanthomonas spp. (Xanthomona

s a b i i neans X. arbor i c o La pv. prun i X. axonopod i s pv. v i t i ans X.

campest r i s pv. campest i s X. c . pv. cucurb i tae X. c . pv. g Lyc i nes

、 X. c . pv. mang i ferae i nd i cae X. c . pv. n i gromacu lans X. c . pv. ves

i cator i a X. c i t r i subsp. c i t r i X. oryzae pv. oryzae 等 ) 、 Pseudomona

s spp. (Pseudomonas c i chor i i P. f Luorescens P. a g i na i s P. . pv

. marg i na i s、 P. savastano i pv. g Lyc i nea P. syr i ngae P. s . pv. act i

n i d i ae P. s . pv. e r i obot ryae P. s . pv. he i anth i P. s . pv. Lachrym

ans P. s . pv. macu i c o a P. s . pv. o r i P. s . pv. morsprunorum P.

s . pv. s i nac i ae P. s . pv. syr i ngae P. s . pv. theae P. v i i d i f Lav

a等 ) 、 Rh i zobacter spp. 、 Brenner i a spp. (Brenner i a n i g r i f Luens 等 ) 、D

i ckeya spp. (D i ckeya d i anth i c o a D. zeae 等 ) 、 Er i n i a spp. (Erw i n i a

amy Lovora E. rhapont i c i等 ) 、 Pantoea spp. 、 Pectobacter i urn spp. (Pect

obacter i urn a t rosept i cum P. carotovorum P. wasab i ae等 ) 等のプロテオ



バクテ リア門 （Proteobacter i a ) グラム陰性菌類。

これ ら病原菌の感染 増殖によって引き起 こされる植物病害の具体例 とし

ては、以下の植物病害が挙げられるが、 これ らに限定されるものではない。

モモ縮葉 丙Leaf cur (Taphr i na deformans) 、スモモふ ろ実 丙P Lum poc

kets (Taphr i na prun i ) 、アスパラガス掲斑病 Leaf spot (Cercospora aspar

ag i ) 、テンサイ掲斑病Cercospora Leaf spot (Cercospora bet i co la) 、 ピ

—マン斑点病 Frogeye Leaf spot (Cercospora caps i c i ) 、 力キ角斑落葉病An

gu Lar Leaf spot (Cercospora kak i ) 、 ダイズ紫斑病 Purp l e sta i n (Cercosp

ora k i kuch i i ) 、ラッカセィ掲斑病 Brown Leaf spot (Mycosphaere La arach

i d i s ) 、才ゥ 卜ゥ掲色せん孑し病Cy いndrospor i um Leaf spot (Mycosphaere La

cerase a B Lumer i e La j aap i i ) 、 BLack s i gatoka (Mycosphaere La f i j i e

ns i s ) コムギ葉枯病 Speck Led Leaf b lotch (Mycosphaere La gram i n i co la)

、力キ円星落葉病Ci rcu Lar Leaf spot (Mycosphaere La nawae) 、エン ドゥ

掲糸文病Mycosphaere a b i ght (Mycosphaere La i nodes) 、 ミ ゥガ葉枯病

Leaf spot (Mycosphaere La z i ng i ber i s ) 、 卜マ 卜葉かび病 Leaf mo d (Myco

ve Los i e La f u Lva) 、ナスすすかび 丙Leaf mo d (Mycove Los i e La natt ras

s i i ) 、 卜マ 卜すすかび病Cercospora Leaf mo d (Pseudocercospora f u i gen

a) 、 ブ ドゥ掲斑病 Isar i ops i s Leaf spot (Pseudocercospora v i t i s ) 、ハク

サイ白斑病しeaf spot (Pseudocer oospore La capse Lae) 、キク黒斑病しeaf

spot (Septor i a chrysantheme La) 、キク掲斑病 Leaf b l i ght (Septor i a obe

sa) 、 ブ ドゥ黒 とう病Anthracnose ( E s i noe ampe i na) 、タラノキそうか病

Spot anthracnose ( E s i noe ara i ae) 、カンキッそうか病 Scab ( E s i noe f a

wcett i i ) 、エン ドゥ褐斑病 Leaf spot (Ascochyta p i s i ) 、キユウリ褐斑病C

orynespora Leaf spot (Corynespora cass i i c o la) 、バラ枝枯病 Stem canker

(Leptosphaer i a con i othyr i urn) 、 コムギふ枯病 ume b lotch (Leptosphaer

i a nodorum) 、バラ黒斑病 Leaf spot (A lternar i a a lternata) 、キャベツ黒

斑病A Lternar i a Leaf spot (A lternar i a brass i cae) 、ニンジン黒葉枯病 Lea

f b l i ght (A lternar i a dauc i ) 、ナシ黒斑病 B lack spot (A lternar i a k i kuch



i ana) 、 リンゴ斑点落葉病 /Uternar i a b lotch (A Lternar i a a i ) 、 ネギ黒

斑病 A Lternar i a Leaf spot (A Lternar i a por r i ) 、 ソリレガム紫斑点病 Target

spot ( B i o lar i s sorgh i c o la) 、 卜ゥモロコシごま葉枯病 Southern Leaf b l i

ght (Coch i obo lus heterost rophus) 、 ィ不ごま葉枯柄 Brown spot (Coch i o

bo lus i yabeanus) 、ニン二ク葉枯病 T i p b l i ght ( P Leospora herbarum) 、

ォォ厶ギ斑葉病 St r i pe (Pyrenophora gram i nea) 、ォォ厶ギ網斑病 Net b lotc

h (Pyrenophora teres) 、 ソルガムすす糸文病 Leaf b l i ght (Setosphaer i a tur

c i ca) 、 卜ゥモロコシすす糸文病 Northern Leaf b l i ght (Setosphaer i a turc i c

a ) 、 ァス/ 《ラガ、ス 王 Lea f spot (Stemphy i u bot ryosum) 、 / 乂、ラ I·サク

ラ亜科の黒星病 Scab (Ventur i a carpoph i La) 、 リンゴ黒星病 Scab (Ventur i a

Inaequa i s ) 、ナシ黒星柄 Scab (Ventur i a nash i c o la) 、 ゥ リ科のつる枯柄

Gummy stem b l i ght (D i dyme La bryon i ae) 、 ゴボ ゥ黒斑病 Leaf spot (Phoma

ex i gua var. ex i gua) 、 ヮサ ビ墨入病 St reak (Phoma wasab i ae) 、バ ラ科ナ

シ亜科の輪糸文病 Ri ng rot (Bot ryosphaer i a berenger i ana f . sp. p i r i c o la)

、 キウイフルーツ果実軟腐病 Soft rot (Bot ryosphaer i a doth i dea, Las i od i p

Lod i a theobromae, D i aporthe sp. ) 、 カンキッ緑かび病 Common green o d

(Pen i c i i urn d i g i tatum) 、 カンキッ青かび病 B lue mo d (Pen i c i i urn i t a

いcum) 、ォォムギうどん こ病 Powdery mi ldew ( B Lumer i a g a i n i s f . sp. h

orde i ) 、 コムギうどん こ病 Powdery mi ldew ( B Lumer i a gram i n i s f . sp. t r i

t i c i ) 、 キユウ リうどん こ病 Powdery mi ldew (Erys i phe betae, Leve i u a

taur i ca, 0 i d i urn sp. , Podosphaera xanth i i ) 、ナス うどん こ病 Powdery i

dew (Erys i phe c i choracearum, Leve i u a taur i ca, Sphaerotheca f u i g i n

ea) 、ニンジン、パセ リの うどん こ病 Powdery mi ldew (Erys i phe herac e i )

、エン ドゥうどん こ病 Powdery mi Ldew (Erys i phe p i s i ) 、 卜マ 卜うどん こ病

Powdery mi ldew (Leve i Lu La taur i ca, 0 1d i urn neo Lycopers i c i , 0 1d i urn sp.

) 、 ピ一マンうどん こ病 Powdery mi ldew (Leve i u a taur i ca) 、 カボチヤ

うどん こ病 Powdery mi ldew ( O i d i urn sp. , Podosphaera xanth i i ) 、二ガウ リ

うどん こ病 Powdery mi ldew ( O i d i urn sp. ) 、 カキうどん こ病 Powdery mi ldew



(Phy Lact i n i a kak i co la) 、 ゴボゥうどんこ病 Powdery mi ldew (Podosphaer

a f usca) 、 リンゴうどんこ病 Powdery mi ldew (Podosphaera Leucot r i cha)

、バラうどんこ病 Powdery mi ldew (Podosphaera pannosa, Unc i nu i e La s i

u Lans var. s i u lans, U. s . var. tandae) 、ズッキーニ、 マクワウ 1リのう

どんこ病 Powdery mi ldew (Podosphaera xanth i i ) 、イチゴうどんこ病 Powder

y mi ldew (Sphaerotheca aphan i s var. aphan i s ) 、スイカ、メロンのうどん

こ病 Powdery mi ldew (Sphaerotheca f u i g i nea) 、 ブ ドゥうどんこ病 Powdery

mi ldew (Unc i nu a necator, U. n. var. necator) 、 リンゴ掲斑病 B lotch (

D i p locarpon a i ) 、バラ黒星病 B lack spot (D i p locarpon rosae) 、タマネ

ギ灰色腐敗病 Gray mo d neck rot (Bot ryt i s a i i ) 、灰色かび病 Gray o d

、 Bot ryt i s b l i ght (Bot ryt i s c i nerea) 、 ブ ドゥ灰色かび病 (Bot ryt i s c i n

erea) 、ニラ白斑葉枯病しeaf b l i ght (Bot ryt i s c i nerea, B. bysso i dea, B.

squamosa) 、 ソラマメ赤色斑点病Choco Late spot (Bot ryt i s c i nerea, B. e

i p t i ca, B. f abae) 、バラ科の灰星病 Brown rot (Mon i i n i a f ruct i co la,

M. f ruct i gena, M. Laxa) 、 リンゴモニ リア病 BLossom b l i ght (Mon i i n i a

a i ) 、シバダラ一スポ ッ 卜病Do Uar spot (Sc lerot i n i a homoeocarpa) 、 囷

核病Cottony rot Sc Lerot i n i a rot Stem rot (Sc Lerot i n i a sc Lerot i orum

) 、ナタネ、キャベツ菌核病 (Sc lerot i n i a sc Lerot i orum) 、 こうじ病 Fa L

se smut (V i Los i c Lava v i rens) 、ダイズ黒根腐病 Root necros i s (Ca lonect

r i a i i c i co la) 、 コムギ赤かび病 Fusar i um b l i ght (Fusar i um crookwe Lens

e, F. c u Lmorum, Gi bbere La avenacea, G. zeae, Monographe La n i va i s )

、ォォムギ赤かび病 Fusar i um b l i ght (Fusar i um c u Lmorum, Gi bbere La aven

acea, G. zeae) 、 コ ンニ ヤク乾腐病Dry rot (Fusar i um oxysporum, F. so La

n i f . sp. rad i c i co la) 、ャマノィモ掲色腐敗病 Brown rot (Fusar i um oxysp

orum, F. so lan i f . sp. i s i , F. s . f . sp. rad i c i co la) 、ァズ干 周病 F

usar i um i t (Fusar i um oxysporum f . sp. adzuk i co la) 、ラツキ ヨウ乾腐

病 Fusar i um basa rot (Fusar i um oxysporum f . sp. a i i , F. so lan i f . s

p. rad i c i co la) 、サツマィモつ る割病 Stem rot (Fusar i um oxysporum f . s p



. batatas, F. so lan i ) 、サ 卜ィモ乾腐病Dry rot (Fusar i um oxysporum f .

sp. co locas i ae) 、キャベツ、コマツナの 黄病Ye ows (Fusar i um oxyspor

um f . sp. cong Lut i nans) 、/ 乂、ナナ 《ナマ ^Panama d i sease (Fusar i um oxys

porum f . sp. cubense) 、イチゴ委黄病 Fusar i um i t (Fusar i um oxysporum

f . sp. f ragar i ae) 、 レタス根腐病Root rot (Fusar i um oxysporum f . sp.

Lactucae) 、スィ力つる割病 Fusar i um i t (Fusar i um oxysporum f . sp. La

genar i ae, F. o . f . sp. n i veum) 、 卜マ 卜委 周病 Fusar i um i t (Fusar i um

oxysporum f . sp. Lycopers i c i ) 、メロンつる割病 Fusar i um i t (Fusar i um

oxysporum f . sp. me on i s ) 、ダイコン委黄病Ye ows (Fusar i um oxysporu

f . sp. raphan i ) 、ホウレンソゥ委 周病 Fusar i um i t (Fusar i um oxyspor

um f . sp. s i nac i ae) 、Soybean Sudden Death Syndrome (Fusar i um so lan i

f . sp. g lyc i nes Fusar i um v i rgu Li forme) 、イネばか苗病 "Bakanae" d i s

ease ( G i bbere La fuj i kuro i ) 、ダイコンパ一テイシ リゥ厶黒点病Vert i c i LL

i um b lack spot (Vert i c i i um a lbo-at rum, V. dah i ae) 、 卜マ 卜、ナス、

フキの半身萎凋病Vert i c i は i um wi Lt (Vert i c i i um dah i ae) 、イチジク株

枯病Ceratocyst i s canker (Ceratocyst i s f i c i co la) 、サツマィモ黒斑病 B La

c k rot (Ceratocyst i s f i mbr i ata) 、チヤ輪斑病Gray b l i ght (Pesta lot i ops

i s Long i seta, P. theae) 、タリ月同ネ古病 Endoth i a canker (Cryphonect r i a pa

ras i t i ca) 、カンキッ黒点病Me Lanose (D i aporthe c i t r i ) 、 アスパラガス室

ネ古病Stem b l i ght (Phomops i s asparag i ) 、ナシ月同ネ古病 Phomops i s canker (Ph

omops i s fukush i i ) 、ナス掲糸文病 Brown spot (Phomops i s vexans) 、チヤ灰

植病Anthracnose (D i scu a theae - s i nens i s ) 、 リンゴ腐 らん病Va Lsa canker

(Va lsa ceratosperma) 、ィ不ぃもち柄 B last (Magnaporthe g r i sea) 、ィチ

ゴ灰植病Crown rot (Co Letot i chum acutatum, C. f ragar i ae, Glomere l La

c i ngu lata) 、 リンゴ灰植病 B i tter rot (Co Letot r i chum acutatum, GLomere

La c i ngu lata) 、ォゥ 卜ゥ灰植病Anthracnose (Co Letot r i chum acutatum,

Glomere l La c i ngu lata) 、 ス モモ灰植病Anthracnose (Co Letot i chum acuta

turn) 、ブ ドゥ晚腐病Ri pe rot (Co Letot i chum acutatum, Glomere l La c i ng



u Lata) 、 シ ユ ンギ ク灰植病Anthracnose (Co Letot r i chum acutatum) 、 イ ン

ゲ ンマメ灰植病Anthracnose (Co Letot i chum i ndemuth i anum) 、 ゥ リ科の

灰植病Anthracnose (Co Letot r i chum orb i c u lare) 、ャマノィモ灰植病Anthr

acnose ( G lomere l La c i ngu lata) 、 ク 1リ灰植病Anthracnose ( G lomere l La c i n

gu Lata) 、力干灰植病Anthracnose ( G lomere l La c i ngu lata) 、 ァズキ落葉病

Brown stem rot (Ph i a lophora gregata) 、ナガイモ葉渋病 Leaf spot (Pseud

oph Loeospore La d i oscoreae) 、ォォム干雲开乡病 Sca Ld (Rhynchospor i urn sec

a i s ) 、

イチジクさび病 Rust (Phakopsora n i s h i dana) 、ダイズさび病 Rust (Phako

psora pachyrh i z i ) 、バラひび柄 Rust (Kuehneo a j apon i ca, Phragm i d i urn f

us i forme, P. mucronatum, P. rosae-mu t i f Lorae) 、ナシ赤星病 Rust (Gymn

osporang i urn as i a t i cum) 、 リンゴ赤星病 Rust (Gymnosporang i urn yamadae)

、ネギ科のさび病 Rust (Pucc i n i a a i i ) 、 キク白さび病 Rust (Pucc i n i a ho

r i ana) 、 コム ギ赤さび病 Brown rust (Pucc i n i a recond i ta) 、キク黒 さび病

Rust (Pucc i n i a tanacet i var. tanacet i ) 、 ソラマメさび病 Rust (Uromyces

v i c i ae-fabae var. v i c i ae-f abae) 、サ 卜ゥ干 ビ黒穂柄 Smut (Spor i sor i u

sc i t a i neum) 、 卜ゥモロコシ黒穂柄 Smut (Ust i Lago mayd i s ) 、ォォム干裸

黒穂病 Loose smut (Ust i Lago nuda) 、チヤ網 もち病 Net b l i ster b l i ght (Ex

obas i d i u ret i c u latum) 、チヤもち病 Bいster b l i ght (Exobas i d i u vexans

) 、 白絹病 Stem rot Southern b l i ght (Athe i a r o lfs i i ) 、キク立ネ古病 Roo

t and stem rot (Ceratobas i d i u corn i gerum, Rh i zocton i a so Lan i ) 、 シ

ゥガ糸文枯病 (Rh i zocton i a so Lan i ) 、キャベツ苗立枯病Damp i ng- off (Rh i zoc

ton i a so Lan i ) 、 ミツバ立枯病Damp i ng- o f f (Rh i zocton i a so Lan i ) 、 レタス

すそ枯病 Bottom rot (Rh i zocton i a so Lan i ) 、シバ葉腐病 Brown patch Larg

e patch (Rh i zocton i a so Lan i ) 、ィネ糸文枯病 Sheath b i ght (Thanatephorus

cucumer i s ) 、テンサイ根腐病 Root rot 葉腐病 Leaf b l i ght (Thanatephoru

s cucumer i s ) 、

ィチジク黒かび病 Rh i zopus rot (Rh i zopus sto lon i fer var. sto lon i fer)



ァプラナ科根 こぶ病 CLubroot ( P lasmod i ophora brass i cae) 、

テ ンサイ黒根病 Aphanomyces root rot (Aphanomyces coch i o i des) 、 アブ

ラナ科の白さび病Wh i t e rust (A lbugo macrospora) 、 レタスべ と病 Downy i

dew (Brem i a Lactucae) 、 シユン千クベ と病 Downy i dew (Peronospora c h

rysanthem i -coronar Ί Ί ) 、 タマネギ、 ネギのべ と病 Downy i dew (Peronospo

r a dest ructor) 、ホ ウ レンソゥベ と病 Downy i dew (Peronospora far Ί nosa

f . sp. s i nac i ae) 、 ダイス、ベ と病Downy i dew (Peronospora manshur i c a

) 、 アブラナ科のベ と病 Downy i dew (Peronospora paras i t i ca) 、バ ラべ

と病 Downy mi ldew (Peronospora sparsa) 、 ヒマヮ リベ と病 Downy i dew ( P

lasmopara ha Lsted i Ί ) 、 ミツバべ と病 Downy i dew ( P Lasmopara n i vea) 、

プ ドウベ と病 Downy i dew ( P lasmopara v i t i c o la) 、 ゥ リ科のベ と病 Downy

i dew (Pseudoperonospora cubens i s ) 、 タラノキ立枯疫病 Phytophthora r o

o t rot (Phytophthora cactorum) 、スィカ掲色腐敗病 Brown rot (Phytophth

ora caps i c i ) 、 カボチヤ疫病 Phytophthora rot (Phytophthora caps c i ) 、

ピ一マ ン疫病 Phytophthora b i ght (Phytophthora caps c ) 、 ス ィ 力疫病 Ph

ytophthora rot (Phytophthora cryptogea) 、 卜マ 卜、 ジャガイモの疫病 Lat

e b i ght (Phytophthora Ί nfestans) 、 イチジク疫病Wh i t e powdery rot (Ph

ytophthora pa i vora) 、 ネギ科の白色疫病 Leaf b i ght (Phytophthora por

r ) 、 ダイズ室疫病 Phytophthora root and stem rot (Phytophthora soj ae

) 、 ァズキ室疫病 Phytophthora stem rot (Phytophthora i gnae f . sp. adz

uk i c o la) 、ホウ レンソゥ立枯病 Damp i ng- o f f (Pyth i um aphan i dermatum, P.

myr i oty lum, P. paroecandrum, P. u t i u var. u t i u ) 、 コ ンニ ヤク根

腐病 Root rot (Pyth i um a r Ί stosporum) 、 卜ゥモロコシ根腐病 Brown i ng root

rot (Pyth i um a r rhenomanes, P. gram i n i c o la) 、 キャベツ苗立枯病 Damp i ng

- off (Pyth i um bu Ί sman Ί ae, P. myr Ί oty lum) 、 ミヨゥガ根室腐敗病 Root rot

(Pyth i um myr Ί oty lum) 、 シ ョウカ根圣腐敗柄 Root rot (Pyth i um y i oty u

, P. u t i mum var. u t imum) 、ニ ンジン しみ腐病 Brown b lotted root rot



(Pyth i urn s u lcatum) 、

卜マ 卜かいよう病 Bacter i a l canker (CLav i bacter i c h i ganens i s subsp.

i c h i ganens i s ) 、ジャガイモそうか病 Scab (St reptomyces spp. ) 、

くラ根頭力《ん しゅ病Crown ga l (Rh i zob i u rad i obacter) 、 ソリレガム条斑

細囷病 Bacter i a l s t r i pe (Burkho Lder i a andropogon i s ) 、タマネギ腐敗病 So

f t rot (Burkho Lder i a cepac i a, Pseudomonas a g i na i s pv. marg i na i s ,

Erw i n i a rhapont i c i ) 、イネもみ枯細囷病 Bacter i a L gra i n rot (Burkho Lder

i a g lad i o i , B. g Lumae) 、スイカ果実汚斑細菌病 Bacter i a L fru i t b lotch

(Ac i dovorax avenae subsp. c i t u i ) 、 コンニヤク葉枯柄 Bacter i a L Leaf

b l i ght (Ac i dovorax konj ac i ) 、青枯病 Bacter i a l i t (Ra lston i a so Lana

cearum) 、 モモせん孑し糸田囷病 Bacter i a L shot ho Le (Xanthomonas arbor i co l a

pv. prun i , Pseudomonas syr i ngae pv. syr i ngae, Brenner i a n i g i f Luens

) 、 ス モモ黒斑病 Bacter i a L Leaf spot (Xanthomonas arbor i co l a pv. prun i

) 、 レタス斑点細囷病 Bacter i a l spot (Xanthomonas axonopod i s pv. v i t i an

s ) 、アブラナ科の黒腐病 B lack rot (Xanthomonas campest r i s pv. campest

i s ) 、ダイズ葉焼病 Bacter i a L pustu Le (Xanthomonas campest r i s pv. g Lyc i

nes) 、 ゴボゥ黒斑細囷病 Bacter i a L spot (Xanthomonas campest r i s pv. n i g

romacu Lans) 、 ピ一マン斑点細囷病 Bacter i a L spot (Xanthomonas campest i

s pv. ves i cator i a) 、カンキッかいよう病Ci t rus canker (Xanthomonas c i t

r i subsp. c i t i ) 、ニン二ク春腐病 (Pseudomonas c i chor i i , P. marg i na i

s pv. marg i na i s , Erw i n i a sp. ) 、 レタス腐敗病 Bacter i a L rot (Pseudomon

as c i chor i i , P. marg i na i s pv. marg i na i s , P. v i i d i f Lava) 、キウイフ

ル ー ツ花腐細囷病 Bacter i a L b lossom b l i ght (Pseudomonas marg i na l i s pv.

marg i na i s , P. syr i ngae pv. syr i ngae, P. v i i d i f Lava) 、キウイフル 一

ッかいよう病 Bacter i a L canker (Pseudomonas syr i ngae pv. act i n i d i ae) 、

ビヮがん しゅ病Canker (Pseudomonas syr i ngae pv. e r i obot ryae) 、 ゥ 1リ科

の斑点細囷病 Bacter i a L spot (Pseudomonas syr i ngae pv. Lachrymans) 、ァ

ブラナ科の黒斑細囷病 Bacter i a L b lack spot (Pseudomonas syr i ngae pv. a



c u i c o la) 、 ウメか し よ う病 Bacter i a l canker (Pseudomonas syr Ί ngae pv.

morsprunorum, Erw i n i a sp. ) 、 チ ヤ 赤焼病 Bacter i a L shoot b i ght (Pseudo

monas s y ngae pv. theae) 、 ネギ軟腐病 Bacter i a L soft rot ( D i ckeya sp.

, Pectobacter Ί urn carotovorum) 、バ ラ科 ナシ亜科 の火傷病 F i r e b i ght (Er

w Ί n Ί a amy lovora) 、 コ ン ニ ヤ ク腐敗病 Soft rot (Pectobacter Ί urn carotovor

urn) 、軟腐病 Bacter i a l soft rot (Pectobacter urn carotovorum) 0

[0094] 本 明細書 における 「有 用昆虫」 とは、 その生産物 を利用す る ことで、 人間

の生活 に役立 てた り、果樹 野菜 の受粉 に用 いる等 の農作業 の効率化等 に役

立 つ昆虫 を意味す る。具体 的 には、例 えば、 二ホ ンミツバ チ Japanese honeyb

ee (Ap i s cerana j apon i ca) 、 セィ ヨウミツバ チWestern honey bee (Ap i s

e i f era) 、 マリレ/ ナヽ くチ Bumb Lebee (Bombus consobr i nus i ttenburg i B.

d i versus d i versus 、 B. hypocr i t a hy poc i t a B. i g n i tus 、 B. ter rest r i s

) 、 マ メコバ チ Hornf aced bee (Osm i a corn i f o ns ) 、 カイ コ i lkworm (Bomb

yx o i ) 等 が挙 げ られ るが、 これ らに限定 され るものではない。

[0095] 本 明細書 における 「天敵 」 とは、捕食 や寄生 によ って特 定の種 の生物、特

に農作物 を加害 す る特 定の種 の生物 を、死 に至 ら しめ る又 はその繁殖 を抑制

す る生物 を意味す る。具体 的 には、例 えば、以下の生物 が挙 げ られ るが、天

敵 の具体例 と しては、 これ らに限定 され るものではない。

[0096] ササ カ ヮハ モグ リコマユバ チ （Dacnusa sasakawa i ) 、ハ モグ リコマユバ チ

(Dacnusa s i b i r i ca) 、 コ レマ ンァプラバ チ (Aph i d i us c o leman ) 、 ァォ厶

シ コマユノくチ （Apante Les g lomeratus) 等 の コマ ュ ノくチ科 (Bracon i dae) 、

キアシァブラコバ チ （Aphe nus a b i podus) 、 チ ヤバ ラァプラコバ チ （Aphe

i nus asych Ί s ) 、 ヮタァプラコバ チ (Aphe i nus gossyp i i ) 、 ク ロスンァプ

ラコ/ 乂、チ (Aphe i nus macu latus) 、 ァフ、、ラコ チ (Aphe i nus var Ί pes) 、

オ ンシッッヤ コ/ くチ (Encars i a formosa) 、 サ く夕ツヤ コ くチ (Eretmocerus

erem i cus) 、 チチ ュヴカイツヤ コ/ チヾ (Eretmocerus mundus) き ツヤ コ/ 乂、

チ科 (Aphe i n i dae) 及びハ モダ リヤ ドリヒメコバ チ （Chrysochar i s pentheu

s ) 、 / モヽ グ リミ ド、リ匕メコ くチ (Neochrysochar i s formosa) 、 ィサエ ア 匕



メ コ/ 乂、チ ( D i g lyphus i saea) 、 カ ンム リヒメ コ/ チヾ (Hem i ptarsenus var i c o

r n i s ) 等 の ヒメ コバ チ科 (Eu loph i dae) 等 に属 す る寄 生蜂 Paras i t i c wasp ；

シ ョク刀 タマバ エ Aph i dophagous g a i dge (Aph i d o letes aph i d i myza) ；

ナ ナホ シテ ン 卜ゥSeven - spot Ladyb i r d (Cocc i ne a septempunctata) ；ナ

ミテ ン 卜ゥAs i a n lady beet l e (Harmon Ί a ax y i d i s ) ；ヒメカ メ ノコテ ン 卜

ゥPredatory beet l e (Propy lea j apon i ca) ；コ ヒメハ ナ カ メ厶 シ ( O Ί us

nutus) 、 ツヤ ヒメハ ナ カ メ厶 シ （Or i u s naga i Ί ) 、 ナ ミ ヒメハ ナ カ メ厶 シ （

Or Ί us sauter ) 、 タ イ リク ヒメハ ナ カ メ厶 シMi nute i rate bug ( O Ί us s t r

i g i c o l l i s ) 等 のハ ナ カ メム シ科 （Anthocor i dae) に属 す る捕 食 性 カ メム シAn

t ho c o i d predatory bug ク ロ ヒ ウタ ンカス ミカ メ ( P i lophorus typ i cus

) 、 タバ コカス ミカ メ （Nes i d 'i ocor 'i s tenu i s ) 等 の カス ミカ メ厶 シ科 （M i r i

dae) に属 す る捕 食 性 カ メム シ Predatory mi r i d ；ァ リガ タ シマ ァザ ミゥマ （F

rank nothr Ί ps vesp i form i s ) 等 の シマ ァザ ミゥマ科 (Aeo lothr Ί p i dae) に

属 す る捕 食 性 ァザ ミゥマ Predatory t h i ps ；フタ モ ンクサ カ ゲ ロウ （D i choch

rysa f ormosanus) 、 ャ マ 卜クサ カ ケ ロウ (Chrysoper l a n Ί pponens i s ) 等 の

クサ カ ゲ ロウ科 (Chrysop i dae) に属 す る クサ カ ゲ ロウGreen lacew i ng ；ミヤ

コカ プ リタ 二 (Neose i u lus c a f orn Ί cus) 、 ク ク メ リス カ プ リタ ニ (Amb lys

e i us c uc u e s ) 、 テ ン 工 不 ラ ン ス カ プ リタ ニ (Amb lyse i us degenerans) 、

ス ヮ ル ス キ一 カ プ リダニ （Amb Lyse i us sw i rsk i Ί ) 、 チ リカ プ リダニ （Phytos

e i u lus pers i mi i s ) 等 の カ プ リダニ科 (Phytose i i dae) に属 す るカ プ リダニ

Predatory mi t e ; キ クヅ'キ コモ リク モ Wo I f s i d e (Pardosa pseudoannu lata

) ；ハ ナ グモ Crab s i d e ( Mi sumenops t i cusp i datus) 0

[0097] 本発 明組 成 物 は、 マ ツ 目 （P 'ma les) 、 モ ク レン類 （magno i ds) 、 単 子葉

類 （monocots) 、 真 正双 子葉類 （eud i cots) 等 の維 管 束植 物 （Tracheophyta

) に発 生 す る多 くの植 物病 害 を効 果 的 に防除 で きる。

[0098] 病 原菌 と して は、 子嚢 菌 門 (Ascomycota) 菌 類 、 担 子菌 門 (Bas i d i omycota

) 菌 類 、 ッボ カ ビ門 （Ch i t r i d i omycota) 菌 類 、 コ ゥマ ク ノウキ ン門 （B Lasto

c lad i omycota) 類 、 ケ 力 ビ亜 門 (Mucoromycot Ί na) 国類 、 ケル コ ソ ソ7 門 ( C



ercozoa) 原生生物、不等毛 直物 門 （Heterokontophyta) 卵菌類 (Oomycetes

) 、放線菌 門 (Act i nobacter i a) グラム陽性菌類、テネ リクテス門 (Tener i c

utes) グラム陽性菌類及び プロテオバ クテ リア門 （Proteobacter i a) グラム

陰性菌類等が挙 げ られる。

[0099] 本発 明組成物 は、 これ らの うち、特 に子嚢菌 門及び担子菌 門に属する植物

病原性真菌類 に対 して低濃度 で優 れた防除効果 を発揮 する。

本発 明組成物 は、式 （I) で表 されるォキシ厶置換 アミ ド化合物 か ら選 ばれ

る活性成分 A と、公知の殺菌又 は殺パ クテ リァ活性化合物 か ら選 ばれる活性

成分 B とを混合物 して、 その まま使用することもで きるが、通常、適 当な固

体担体又 は液体担体 と混合 し、更 に所望 によ り、界面活性剤、浸透剤、展着

剤、増粘剤、凍結防止剤、結合剤、 固結防止剤、崩壊剤、消泡剤、 防腐剤、

分解 防止剤等 を添加 して、液剤 (so lub l e concent rate) 、乳剤 (emu s i f i ab

l e concent rate) 、水禾ロ剤 (wettab e powder) 、水溶剤 (water so lub l e po

wder) 、果頁粒水禾ロ剤 (water d i spers i b e granu le) 、果頁粒水溶斉 (water so

lub e granu le) 、懸ミ蜀剤 (suspens i on concent rate) 、孚し濯剤 (concent rat

ed emu s i on) 、 サスポェマリレジ ヨン (suspoemu s i on) 、 マイクロエマリレジ

ヨン ( m i croemu s i on) 、粉剤 (dustab e powder) 、粒剤 (granu le) 、鍵剤

(tab let) 、乳化性 ゲル剤 (emu s i f i ab l e ge l ) 等 の、任意の剤型の製剤 に

て実用 に供することがで きる。 また、省力化及び安全性 向上の観点か ら、上

記任意の剤型の製剤 を、水溶性 カプセル、水溶性 フイルムの袋等の水溶性包

装体 に封入 して供することもで きる。

[01 00] 固体担体 と しては、例 えば、石英、方解石、海泡石、 ドロマイ ト、 チ ヨ一

ク、 カオ リナイ ト、パ イ ロフイライ ト、 セ リサイ ト、ハ ロサイ ト、 メタハ ロ

サイ 卜、木節粘土、蛙 目粘土、陶石、 ジ一クライ 卜、 ァロフェン、 シラス、

きら、 タル ク、ベ ン トナイ ト、活性 白土、酸性 白土、軽石、 ァタパル ジャィ

卜、 ゼォ ライ ト、珪藻土等の天然鉱物質 ；焼成 ク レー、パーライ ト、 シラス

バルー ン、バ一 ミキユライ ト、 ァタパル ガスク レー、焼成珪藻土等の天然鉱

物質の焼成 品 ；炭酸 マグネシウム、炭酸 カル シウム、炭酸 ナ トリウム、炭酸



水素ナ トリウム、硫酸 アンモニゥ厶、硫酸ナ トリウム、硫酸マグネシウム、

リン酸水素二アンモニゥ厶、 リン酸二水素 アンモニゥ厶、塩化カ リウム等の

無機塩類 ；プ ドウ糖、果糖、 しょ糖、乳糖な どの糖類 ；澱粉、粉末 セル ロー

ス、デキス 卜リン等の多糖類 ；尿素、尿素誘導体、安息香酸、安息香酸の塩

等の有機物 ；木粉、 コル ク粉、 トウモロコシ穂軸、 クル ミ殻、 タバ コ茎等の

植物類 ；フライアッシュ、ホ ワイ 卜力一ボ ン （例 えば、含水合成 シ リカ、無

水合成 シ リ力、含水合成 シ リケ一 卜等）、肥料 ；等が挙 げ られる。

[01 0 1 ] 液体担体 と しては、例 えば、 キシ レン、 アルキル （C g又は C 1 0等）ベ ンゼ

ン、 フエ二ルキシ リルエタン、 アルキル （c ，又は c 3等）ナフタ レン等の芳

香族炭化水素類 ；マシン油、 ノルマルパ ラフィン、 イソパ ラフィン、ナフテ

ン等の脂肪族炭化水素類 ；ケロシン等の芳香族炭化水素 と脂肪族炭化水素の

混合物 ；エタノール、 イソプロパ ノール、 シクロへキサ ノール、 フエノキシ

エタノール、ベ ンジル アル コール等のアル コール ；エチ レング リコ一ル、 プ

ロピレング リコ一ル、 ジエチ レング リコール、へキシ レング リコ一ル、ポ リ

エチ レング リコール、ポ リプロピレング リコール等の多価 アル コール ；プロ

ピルセ ロソル プ、 プチルセ 口ソル プ、 フエ二ルセ 口ソル プ、 プロピレング リ

コ一ルモノメチルェ一テル、 プロピレング リコ一ルモノエチルェ一テル、 プ

口ピレング リコ一ルモノプロピルェ一テル、 プロピレング リコ一ルモノプチ

ルェ一テル、 プロピレング リコールモノフエ二ルェ一テル等のエーテル ；ァ

セ 卜フ エ ノ ン、 シ クロへキサ ノ ン、 ァ一プチ ロラク トン等のケ トン ；脂肪酸

メチルエステル、 コハ ク酸 ジアルキルエステル、 グルタミン酸 ジアルキルェ

ステル、 アジ ピン酸 ジアルキルエステル、 フタル酸 ジアルキルエステル等の

エステル ；N — アルキル （C ，、 C 8、 C 1 2等） ピロ リ ドン等の酸 アミ ド；大

豆油、 アマ二油、ナタネ油、ヤシ油、綿実油、 ヒマシ油等の油脂 ；ジメチル

スル ホキシ ド、水 ；等が挙 げ られる。

これ ら固体及び液体担体は、単独で用いても 2 種以上 を併用 してもよい。

[01 02] 界面活性剤 と しては、例 えば、ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル、ポ

リオキシエチ レンアルキル （モノ又はジ） フエ二ルェ一テル、ポ リオキシェ



チ レン （モノ、 ジ又は トリ）スチ リル フエ二ルェ一テル、ポ リオキシェチ レ

ンポ リオキシプロピレンプロックコポ リマ一、 ァク リル グラフ トコポ リマ一

、ポ リオキシエチ レン脂肪酸 （モノ又はジ）エステル、 ソル ビタン脂肪酸ェ

ステル、ポ リオキシエチ レンソル ビタン脂肪酸 （モノ、 ジ、 トリ又はテ トラ

) エステル、ポ リオキシエチ レンソル ビ 卜一ル脂肪酸 （モノ、 ジ、 トリ、テ

トラ、ペ ンタ又はへキサ）エステル、ポ リオキシエチ レンポ リオ一ル脂肪酸

エステル、 ヒマシ油エチ レンオキサイ ド付加物、 アセチ レング リコール、 ァ

セチ レンアル コール、 アセチ レング リコールのエチ レンォキサイ ド付加物、

アセチ レンアル コールのエチ レンォキサイ ド付加物、 アルキル グ リコシ ド等

の ノニオ ン性界面活性剤 ；アルキル硫酸エステル塩、 アルキルベ ンゼンスル

ホ ン酸塩、 リグニンスルホ ン酸塩、 アルキルスルホ コハ ク酸塩、ナフタ レン

スルホ ン酸塩、 アルキルナフタ レンスルホ ン酸塩、ナフタ レンスルホ ン酸の

ホルマ リン縮合物の塩、 アルキルナフタ レンスルホ ン酸のホルマ リン縮合物

の塩、ポ リオキシエチ レンアルキルエーテル硫酸又は燐酸エステル塩、ポ リ

ォキシエチ レン （モノ又はジ）アルキル フエ二ルェ一テル硫酸又は燐酸エス

テル塩、ポ リオキシエチ レン （モノ、 ジ又は トリ）スチ リル フエ二ルェ一テ

ル硫酸又は燐酸エステル塩、ポ リカルボ ン酸塩 （例 えば、ポ リアク リル酸塩

、ポ リマ レイン酸塩及びマ レイン酸 とォ レフィンとの共重合物等）、ポ リス

チ レンスルホ ン酸塩等のァニオ ン性界面活性剤、 アルキル アミン塩、 アルキ

ル 4 級 アンモニゥ厶塩等のカチオ ン性界面活性剤、 アミノ酸型、ベタイン型

等の両性界面活性剤、 シ リコーン系界面活性剤、 フッ素系界面活性剤等が挙

げ られる。

これ ら界面活性剤の含有量は、特 に限定されるものではないが、本発明組

成物の製剤 1 0 0 重量部 に対 し、通常 0 . 0 5 〜 2 0 重量部の範囲が望 ま し

く、 0 . 1 〜 1 5 重量部がよ り望 ま しい。 また、 これ ら界面活性剤 は、単独

で用いても 2 種以上 を併用 してもよい。

本発明組成物の施用薬量は、適用場面、施用時期、施用方法、栽培作物等

によ り差異 は有 るが、通常、有効成分量 と して、ヘ クタール （ha) 当た り0 .



0 0 5 〜 5 0 k g が適 当であ り、好 ま しくは 0 . 0 1 〜 2 0 k g 、 よ り好 ま

しくは 0 . 0 1 〜 5 k g 、 さ らに好 ま しくは 0 . 0 1 〜 2 k g である。

[01 04] 次 に、本発明組成物 を用いる場合の製剤の配合例 を示す。但 し、本発明の

配合例 は、 これ らに限定されるものではない。

なお、以下の配合例 において、 「部」は重量部 を意味 し、 「有効成分化合

物」 とは、活性成分 A と活性成分 B との総称である。

[01 05] 〔水和剤〕

有効成分化合物 0 . 1 〜 8 0 咅

固体担体 5 〜 9 8 . 9 咅

界面活性剤 1 〜 1 0 咅

その他 0 〜 5 部

その他 と しては、例 えば、固結防止剤、分解防止剤等が挙 げ られる。

[01 06] 〔乳剤〕

有効成分化合物 0 . 1 3 0 部

有機溶剤 4 5 9 5 部

界面活性剤 4 . 9 3 0 部

水 0 5 0 部

その他 0 0 部

その他 と しては、例 えば、展着剤、分解防止剤等が挙 げ られる

[01 07] 〔懸濁剤〕

有効成分化合物 0 . 1 〜 7 0 咅

液体担体 1 5 〜 9 8 . 8 9 咅

界面活性剤 1 〜 1 2 咅

その他 0 . 0 1 〜 3 0 咅

その他 と しては、例 えば、凍結防止剤、増粘剤等が挙 げ られる。

[01 08] 〔顆粒水和剤〕

有効成分化合物 0 . 1 〜 9 0 咅

固体担体 0 〜 9 8 . 9 咅



界面活性剤 1 〜 2 0 咅

その他 0 〜 1 0 咅

その他 と しては、例 えば、結合剤、分解防止剤等が挙 げ られる。

[01 09] 〔液剤〕

有効成分化合物 0 . 0 1 〜 7 0 咅

液体担体 2 0 〜 9 9 . 9 9 咅

その他 0 〜 1 0 咅

その他 と しては、例 えば、凍結防止剤、展着剤等が挙 げ られる。

[01 10] 〔粒剤〕

有効成分化合物 0 . 0 1 〜 8 0 咅

固体担体 1 0 〜 9 9 . 9 9 咅

その他 0 〜 1 0 咅

その他 と しては、例 えば、結合剤、分解防止剤等が挙 げ られる。

[01 11] 〔粉剤〕

有効成分化合物 0 . 0 1 〜 3 0 咅

固体担体 6 5 〜 9 9 . 9 9 咅

その他 0 〜 5 部

その他 と して、例 えば、 ドリフ ト防止剤、分解防止剤等が挙 げ られる。

[01 12] 次 に、本発明組成物 を有効成分 とする製剤例 をよ り具体的に示すが、本発

明はこれ らに限定されるものではない。

〔配合例 1 〕水和剤

化合物 N o . 2 0 1 0 咅

化合物 N o . C 4 9 1 0 咅

パ イロフィライ 卜 7 4 部

ソル ポ 一ル 5 0 3 9 4 咅

(非 イオ ン性界面活性剤 とァニ オ ン性界面活性剤 との混合物 ：東邦化学工業

社商品名）

力 一 プ レックス # 8 0 D 2 咅



(合成含水珪酸 ：塩野義製薬社商品名、以下 も同様。）

以上 を、均一に混合粉砕 して水和剤 とする。

[01 13] 〔配合例 2 〕乳剤

化合物 N o . 1 8

化合物 N o . C 5 0

キ シ レン 7 5 部

N — メチ リピロ リ ドン 5 部

ソル ポ 一ル 2 6 8 0 5 部

(非 イオ ン性界面活性剤 とァニ オ ン性界面活性剤 との混合物 ：東邦化学工業

社商品名）

以上 を、均一に混合 して乳剤 とする。

[01 14] 〔配合例 3 〕乳剤

化合物 N o . 2 4 2 部

化合物 N o . H 5 0 2 部

D B E 3 6 部

( アジ ピン酸 ジメチル、 グルタル酸 ジメチル、 コハ ク酸 ジメチルの混合物

N V I S T A 社商品名、以下 も同様。）

アジ ピン酸 ィソプチル 3 0 部

N _ メチル ピロ リ ドン 0 部

ソ プロフ ォール B S U 4 部

(非 イオ ン性界面活性剤 ：R h o d i a 社商 品名、以下 も同様 )

口一 ダ カル 7 0 B C 6 部

( ァニオ ン性界面活性剤 ：R h o d i a 社商 品名、以下 も同様 c )

以上 を、均一に混合 して乳剤 とする。

[01 15] 〔配合例 4 〕乳剤

化合物 N o . 2 7 2 咅

化合物 N o . H 5 0 2 咅

D B E 1 1 咅



ァ ジ ピン酸 ィソ プチル 3 0 部

N —メチル ピロ リ ドン 5 咅

ソ プロフ ォール B S U 1 4 咅

ロー ダ カル 7 0 B C 6 咅

プロピレン グ リコ一ル 1 0 咅

水 2 0 部

以上 を、均一に混合 して乳剤 とする。

[01 16] 〔配合例 5 〕懸濁剤

化合物 N o . 2 5 1 5 咅

化合物 N o . C 4 9 1 0 咅

ァグ リゾ一ル S _ 7 1 0 1 0 咅

(非 イオ ン性界面活性剤 ：花王社商品名）

ル ノ ックス 1 0 0 0 C 0 . 5 咅

( ァ ニ オ ン性界面活性剤 ：東邦化学工業社商品名）

キサ ンタ ンガ ム 0 . 2 部

水 6 4 . 3 咅

以上 を、均一に混合 した後、湿式粉砕 して懸濁剤 とする。

[01 17] 〔配合例 6 〕顆粒水和剤

化合物 N o . 2 8 4 0 咅

化合物 N o . C 5 0 3 5 咅

ハ イテ ノール N E - 1 5 5 咅

( ァ ニ オ ン性界面活性剤 ：第一工業製薬社商品名）

バ ニ レックス N 1 0 咅

( ァ ニ オ ン性界面活性剤 ：日本製紙社商品名）

力 一 プ レックス # 8 0 D 1 0 咅

以上 を、均一に混合粉砕 した後、少量の水 を加 えて攪拌混合 し、押 出式造

粒機 で造粒 し、乾燥 して、顆粒水和剤 とする。

[01 18] 〔配合例 7 〕粒剤化合物 N o . 3 4 3 部



化合物 N o . C 5 0 2 咅

ベ ン 卜ナイ 卜 5 0 部

タル ク 4 5 咅

以上 を、均一に混合粉砕 した後、少量の水 を加 えて攪拌混合 し、押 出式造

粒機 で造粒 し、乾燥 して、粒剤 とする。

[01 19 ] 〔配合例 8 〕粉剤

化合物 N o . 3 5 2 咅

化合物 N o . C 4 9 1 咅

力一プ レックス # 8 0 D 0 . 5 咅

力オ リナイ 卜 9 5 部

リン酸 ジィソプロピル 1 . 5 咅

以上 を、均一に混合粉砕 して粉剤 とする。

[01 20] 本発 明組成物の使用に際 しては、上記の各製剤 を、水で 1 〜 2 0 0 0 0 倍

に希釈 して、有効成分が 1 ヘ クタール （h a ) 当た り0 . 0 0 5 〜 5 0 k g

、好 ま しくは、 0 . 0 1 〜 2 0 k g 、 よ り好 ま しくは、 0 . 0 1 〜 5 k g 、

さ らに好 ま しくは、 0 . 0 1 〜 2 k g になるように散布する。

[01 2 1 ] 本発明では、上記活性成分 A と、活性成分 B とを含有する組成物 を上記の

ように製剤化 し、使用することがで きる。 また、本発明では、活性成分 A と

活性成分 B とのそれぞれを有効成分 と して含有する薬剤 を別 々に調製 し、 こ

れ ら別個の薬剤 を用い、 同時に、又は時間的に近接 して処理若 しくは施用 し

、相乗的な優れた防除効果が得 ることもで きる。なお、上記 した時間的に近

接 して施用する場合、別個の薬剤 を連続 して施用することもで きるが、防除

手段や防除すべ き対象病害等 にもよるが、最初 に散布 した薬剤が十分 に乾 い

た後 に次の施用することが望 ま しい。

[01 22] なお、活性成分 A と活性成分 B との、それぞれを有効成分 とする薬剤 を使

用する場合、両者の使用比率 は、活性成分 A と活性成分 B とを含有する薬剤

における活性成分 A と活性成分 B との含有比率 と比べて、好 ま しい場合 も含

めて、 同 じである。 また、作業の効率等の点か ら、活性成分 A と活性成分 B



の両者 を有効成分 と して含有する薬剤 を使用することが好 ま しい。

次 に、本発明の有用性 を具体的に明 らかにするため、以下の試験例 を示す

が、本発明は、 これ らによって限定されるものではない。

〔試験例 1 〕灰色かび病 に対する予防試験

上記第 2 表 に記載 された化合物 （活性成分 A ) と、上記第 4 表 〜第 1 8 表

に記載 された化合物 （活性成分 B ) とを、上記の乳剤の製剤例 に準 じて薬剤

を調製 した。 これ ら薬剤 を所定の濃度 となるように水で希釈 し、試験用薬液

を得た。次 に、 9 0 c m 3 のプラスチ ックポ ッ トにキユウ リ （品種 ：相模半 白

) を植 え、子葉期 に、得 られた試験用薬液 5 m I を、 スプ レーガンにて散布

処理 し、風乾 した。その後、処理葉 を切 り取 り、底面 に水 を 0 . 5 c m程度

、充填 させたプラスチ ック容器 に入れた。 キユウ リ灰色かび病菌 （B o t r

y t i s c i n e r e a ) の分生胞子懸濁液 と溶解 させた P D A 培地 を、

： (質量比）の割合で混合 し、処理葉 に 3 0 I ずつ滴下接種 した。接

種後、 プラスチ ックケースを密封 し、 2 0 °C に 3 日間置いた後、形成 された

病斑の接種葉 に占める割合 を測定 し、下記の計算式に従 い防除価 （観察値）

を算出 した。その結果 を第 1 9 表乃至第 2 1 表 に記 した。

防除価 = 〔 - (処理 区病斑面積率 無処理 区病斑面積率）〕 X 1 0 0

また、各薬液濃度 に対する防除価か ら、相乗作用を解析するために、 コル

ビ一法 （C o l b y S . R . 1 9 6 7 , W e e d s 1 5 , 2 0 — 2 2 ) を

用いて混合時に期待 される理論値 （理論値）を算出 した。計算方法は以下の

通 りである。

E = X + Y - X Y 1 0 0

X ：X 濃度 における A 剤 （活性成分 A よ り得 られた試験用薬液）の防

除価

Y ：y 濃度 における B 剤 （活性成分 B よ り得 られた試験用薬液）の防

除価

E ：A 剤 と B 剤の混合処理時に期待 される理論値



上 記 で 算 出 し た 観 察 値 と 理 論 値 に お い て 、 得 ら れ た 結 果 が 、 理 論 値 よ り も

観 察 値 が 大 き け れ ば 相 乗 作 用 、 観 察 値 よ り も 理 論 値 が 大 き け れ ば 拮 抗 作 用 、

観 察 値 と 理 論 値 が 同 じ で あ れ ば 相 加 作 用 と 解 析 さ れ る 。

[ 第 1 9 表 ]

化 合 物 N o . 濃 度 （ppm) 防 除 価

1 8 0 . 5 5 9

2 0 0 . 5 1 0

2 5 0 . 5 6 3

2 7 0 . 5 2 1

2 8 0 . 5 3 8

3 4 0 . 5 6 5

3 5 0 . 5 4 5

3 6 0 . 5 4 9

[ 第 2 0 表 ]

化 合 物 N o . 濃 度 （ppm) 防 除 価

H50 5 5 6

C49 1 4 5

C50 1 7 0

A05 1 0 5

A07 1 0 1 0

A 1 0 1 0 1 0

B02 1 0 8 5

B08 1 0 1 5
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25(0. 5) +L35(1 00) 66 54

25(0. 5) +M02(1 00) 54 48

25(0. 5) +M08(1 00) 8 1 46

25(0. 5) +M20(1 0) 93 76

25(0. 5) +M21 ( 1) 96 79

25(0. 5) +M23(1 00) 94 72

25(0. 5) +M34(1 00) 56 46

25(0. 5) +M44(1 0) 7 1 57

産業上の利用可能性

本発明の組成物及び本発明の防除方法は、各種病害の原因となる病原菌に

対 して、相乗的な、優れた防除効果を発揮 し、農園芸分野での広範な分野で

の利用が可能である。

なお、 2 0 1 6年 4 月 2 7 日に出願された日本特許出願 2 0 1 6 —0 8 9

7 3 7号及び 2 0 1 7年 3 月 6 日に出願された日本特許出願 2 0 1 7 - 0 4

1 8 0 2号の明細書、特許請求の範囲、図面、及び要約書の全内容をここに

引用 し、本発明の明細書の開示として、取 り入れるものである。



請求の範囲

[ 請求項 1] 下記の活性成分 A と、下記の活性成分 B とを、それぞれ、相乗的に

有効な量 を含有する、殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

( ) 活性成分 A ：下記の式 （I ) で表 されるォキシ厶置換 アミ ド化

合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩。

[ 化 1]

[ 式 中、 G 1 は、下記の G 1 - 1 G 1 — 2 、G 1 — 3 、G 1 — 4 、G 1

一 5 、G 1 — 6 、G 1 — 7 、G - 8 又は G 1 _ 9 で表 される構造 を表

し、

[ 化 2 ]

G'-2 G'-3 G'-4

G 2 は、下記の G 2 _ 1 又は G 2 _ 2 で表 される構造 を表 し、



[ 化 3]

G - l G -2

w は、酸素原子又は硫黄原子を表 し、

X 1は、ハ ロゲン原子、ニ トロ、 メチル、 ジフルォ ロメチル又は 卜

リフルォ ロメチル を表 し、

X 2 は、水素原子を表 し、 さ らにG 1が G 1— 8 で表 される構造 を表

し、且つ X 1が トリフルォ ロメチル を表す場合 には、 X 2 はハ ロゲン

原子を表 してもよ く、

X 3 は、水素原子又はメチル を表 し、

X 4 は、水素原子又はハ ロゲン原子を表 し、

X 5 は、水素原子を表 し、

Y 1は、水素原子、ハ ロゲン原子、 メチル、 トリフルォ ロメチル又

はメ トキシを表 し、

Y 2 は、水素原子、ハ ロゲン原子、 シァノ、 〇，〜〇 6 アル コキシ、

メチルチオ、 メチルスル フィニル又はメチルスルホニル を表 し、

Y 3 は、水素原子、ハ ロゲン原子、 シァノ、 〇，〜〇 4 アルキル、 卜

リフルォ ロメチル、 C 2 〜 C 4 アルケニル、 C 2 〜 C 6 アルキニル、 R 6

によって任意 に置換 された （C 2 〜 C 6 ) アル キニル、 _ 〇 R 7 a、 C ！

〜 C 4 アルキルチオ、 一 C ( R 8 ) 二 N 〇 R 9又はフエニル を表 し、

Y 4 は、水素原子又はハ ロゲン原子を表 し、

Y 5 は、水素原子を表 し、

R 1は、 〇，〜〇 6 アルキル、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キル、 R 1。によ

つて置換 された （〇，〜〇 4 ) アル キル、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、

C 〜 C 6 アルケニル、ハ ロ （C 3 〜 C 4 ) アル ケニル、 C 3 〜 C 6 アル



キニル又はフエニル を表 し、

R 2 は、水素原子、 メチル又はェチル を表 し、ただ し、 1が 1 _

1 で表 される構造 を表 し、 X 1が塩素原子を表 し、 X 2、 X 3及び X 5

が水素原子を表 し、 X 4 が水素原子又は塩素原子を表 し、且つ G 2が

G 2 _ 1 で表 される構造 を表 し、 Y 3 が塩素原子を表 し、 丫 1、 丫 2、

Y 4 及び Y 5が水素原子を表す場合 には、 R 2 はメチル又はェチル を表

し、

R 3 は、水素原子又はメチル を表すか、或いは、 ¾ 2 と ¾ 3 とは_ 緖

にな ってシクロプロピル環 を形成 してもよいことを表 し、

R 4 は、水素原子、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キルチオ、 〇，〜〇 4 アル

キルカルボニル又は C ，〜 C 4 アル コキシ力ルポ二ル を表 し、

R 5 は、 メチル を表 し、

R 6 は、ハ ロゲン原子、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 ヒ ドロキシ （C

3 〜 C 6 ) シクロアルキル、 C 5〜 C 6 シクロアルケニル、 _ 〇 H 、 -

〇 R 7 b、 C ，〜〇 4 アルキルカルボニルォキシ、 〇，〜〇 4 アルキルス

ルホニルォキシ、 〇，〜〇 4 アルキルチオ、 卜リメチルシ リル、 _ C

( R 8 ) = N 〇 R 9、 フエニル又は （Z ) mによって置換 されたフエ二

ル を表 し、

R 7 a及び R 7 bは、各 々独立 して、 〇，〜〇 4 アルキル、ハ ロ （C ，〜

C 4 ) アル キル、 〇，〜〇 4 アル コキシ （〇，〜〇 2 ) アル キル、 C 3 〜

C 4 アルキニル又は （Z ) mによって置換 されたフエニル を表 し、

R 8 は、水素原子又はメチル を表 し、

R 9 は、 メチル又はェチル を表 し、

R 1 0 は、 シァノ、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 〇，〜〇 4 アル コキシ

、 〇，〜〇 4 アルキルチオ、 卜リメチルシ リル、 _ C ( R 1 1 ) = 0

1 フエニル又は （Z ) mによって置換 されたフエニル を表 し、

R 1 1は、 メチル を表 し、

R 1 2 は、 メチル又はェチル を表 し、



z は、ハ ロゲン原子、シァノ、ニ トロ、 〇，〜〇4 アルキル、 トリ

フルォ ロメチル、 メ トキシ、 トリフルォ ロメ トキシ、 トリフルォ ロメ

チルチオ又はフエニルを表 し、 mが 2 以上を表す場合 には、各 々の Z

は互いに同一であっても又は互いに相異なっていてもよ く、 さらに、

2 つの Z が隣接する場合 には、隣接する 2 つの Z は _ C H = C H —C

H = C H - を形成することにより、それぞれの Z が結合する炭素原子

と共に 6 員環を形成 してもよ く、

mは、 1 、 2 又は 3 の整数 を表す。 ]

( 2 ) 活性成分 B ：下記のB-I 群 〜B-XV群か らなる群か ら選ばれる 1

種又は 2 種以上の化合物。

B-I 群 ：ビジフルメ 卜フェン、 ビラジフル ミ ド及び 1-(2-[ ([1 -(4- ク

口口フエニル）- 1H- ビラゾ一ル-3- ィル ] ォキシ）- メチル ] -3- メチル フ

ェニル）-4- メチル- 1, 4- ジ ヒ ドロ- 5H-テ 卜ラゾール-5- オ ン。

Β- Π 群 ：フ ェ ン ビラザ ミン。

Β- Π Ι群 ：メタラキシル _ M、ォキサジキシル及び ヒメキサゾ一ル

B-IV 群 ：カルベ ンダジム及び ゾキサ ミ ド。

B-V群 ：エノキサス トロビン、 フエナミンス トロビン、 トリクロピ

リ力ル プ及びシァゾフアミ ド。

B-VI 群 ：カスガマイシン及びス 卜レブ トマイシン。

B-VII 群 ：プロパモカル プ塩酸塩及びバチルス ズプチ リス。

B-VIII 群 ：イミベ ンコナゾ一ル、 プロピコナゾ一ル、 ピリソキサゾ

—ル、 卜リアジメホン及び 卜リフル ミゾ一ル。

B-IX 群 ：メフェン トリフル コナゾ一ル。

B-X群 ：バ リダマイシン、ジメ 卜モル フ及びマ ンジプロパ ミ ド。

B-XI 群 ：塩基性塩化銅、塩基性硫酸銅及びチウラム。

Β- ΧΠ 群 ：ジネプ。

Β- ΧΠΙ 群 ：シモキサニル及びホセチル —アル ミニウム。



B-XIV 群 ：キノフメ リン、 2-(2-[ (7, 8- ジフルォ 口- 2- メチルキノリ

ン-3- ィル）ォキシ] -6- フルォ 口フエニル）プロパ ン- 2- オール、ジ ピメ

チ トロン、ェチ リシン及び 3- クロ口- 4-(2, 6- ジフルオ ロフェニル）-6-

メチル -5- フエニル ピリダジン。

B-XV群 ：ジメタクロン、 zhongshengmyc 、チォジァゾ一ル —銅、

亜 チアゾ'一リレ、 フ エ ナミノ ス リレフ、 wuy i enc i n、 n ngnanmyc i n ベ

ルベ リン及び酸化銅 （I ) 。

[ 請求項 2 ] 前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩

である、請求項 1 に記載の殺菌剤又は殺バクテ リア剤用の組成物。

W は、酸素原子を表 し、

X 1は、ハ ロゲン原子、 メチル、ジフルォ ロメチル又は トリフルォ

ロメチルを表 し、

X 2 は、水素原子を表 し、

X 4 は、水素原子を表 し、

Y 1は、ハ ロゲン原子を表 し、

Y 2 は、水素原子、ハ ロゲン原子、 〇，〜〇 6 アル コキシ、 メチルチ

ォ、 メチルスル フィニル又はメチルスルホニルを表 し、

Y 3 は、ハ ロゲン原子、 トリフルォ ロメチル、 C 2 〜 C 4 アルケニル

、 C 2 〜 C 6 アルキニル、 R 6 によって任意に置換 された （C 2 〜 C 6 )

アルキニル、 _ 〇 R 7 a又は _ C ( R 8 ) = N 〇 R 9を表 し、

R 1は、 〇，〜〇 6 アルキル、ハ ロ （〇，〜〇4 ) アルキル、 R 1。によ

つて置換 された （〇，〜〇4 ) アルキル、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、

C 3 〜 C 6 アルケニル、ハ ロ （C 3 〜 C 4 ) アルケニル又は C 3 〜 C 6 ァ

ルキニルを表 し、

R 2 は、水素原子又はメチルを表 し、ただ し、 G 2 が G 2 _ 1 で表 さ

れる構造の場合 には、 R 2 はメチルを表 し、

R 3 は、水素原子を表 し、



R 4 は、水素原子を表 し、

R 6 は、ハ ロゲン原子、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 _ 〇 R 7 b、 トリ

メチルシ リル、 _ C ( R 8 ) 二 N 〇 R 9 又はフエニル を表 し、

R 7 a は、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キル を表 し、

R 7 bは、 C ，〜〇 4 アルキル又は C ，〜〇 4 アル コキシメチル を表 し

R 1 0 は、 C 3 〜 C 6 シクロアルキル、 卜リメチルシ リル、 フエニル

又は （Z ) mによって置換 されたフエニル を表 し、

Z は、ハ ロゲン原子又はシァノを表 し、 mが 2 以上 を表す場合 には

、各 々の Z は互いに同一であ っても又は互いに相異な っていてもよい

[ 請求項3] 前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩

である、請求項 2 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

G 1は、 G ，_ 1 、 G ，_ 3 、 1 _ 8 又 は 1 _ 9 の構造 を表 し、

G 2 は、 G 2 _ 2 の構造 を表 し、

X 1は、塩素原子、 ジフルォ ロメチル又は トリフルォ ロメチル を表

し、

Y 1は、塩素原子又は臭素原子を表 し、

Y 2 は、水素原子、 C ，〜〇 4 アル コキシ又はメチルスルホニル を表

し、

Y 3 は、塩素原子、臭素原子、 トリフルォ ロメチル、 c 2〜 c 6アル

キニル又は R 6 によって任意 に置換 された （C 2 〜 C 6 ) アル キニル を

表 し、

丫4 は、水素原子を表 し、

R 1は、 〇，〜〇 4 アルキル、ハ ロ （〇，〜〇 4 ) アル キル又はシクロ

プロピル メチル を表 し、

R 2 は、水素原子又はメチル を表 し、



R 6 は、 シクロプロピル又はフエニル を表す。

[ 請求項4] 前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩

である、請求項 3 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

G 1は、 G 1— 1 の構造 を表 し、

X 1は、 トリフルォ ロメチル を表 し、

X 3 は、水素原子を表す。

[ 請求項 5] 前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩

である、請求項 3 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

G 1は、 ，_ 3 の構造 を表 し、

X 1は、塩素原子又はジフルォ ロメチル を表 し、

X 3 は、水素原子を表す。

[ 請求項6] 前記活性成分 Α が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩

である、請求項 3 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

G 1は、 G ，_ 8 構造 を表 し、

X 1は、 ジフルォ ロメチル を表す。

[ 請求項7] 前記活性成分 A が、前記式 （I ) における下記の置換基が、それぞ

れ、以下の意味を有する化合物又はその N _ ォキシ ド若 しくはその塩

である、請求項 3 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

G 1は、 G 1— 9 の構造 を表 し、

X 1は、 ジフルォ ロメチル を表 し、

X 3 は、 メチル を表す。

[ 請求項8] 前記活性成分 B が、前記B-I 群 か ら選択 される化合物である、請求

項 1 乃至 7 のいずれか 1 項 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組

成物。

[ 請求項 9] 前記活性成分 B が、前記Β- Π 群か ら選択 される化合物である、請求



項 1 乃至 7 のいずれか 1 項 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組

成物。

[ 請求項 10] 前記活性成分 B が、前記Β- Π Ι群乃至B-VIII 群、 B-X群乃至Β- ΧΠΙ 群

及び B-XV群か ら選択 される化合物である、請求項 1 乃至 7 のいずれか

項 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

[ 請求項 11] 前記活性成分 B が、前記B-IX 群 か ら選択 される化合物である、請求

項 1 乃至 7 のいずれか 1 項 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組

成物。

[ 請求項 12] 前記活性成分 B が、前記B-XIV 群 か ら選択 される化合物である、請

求項 1 乃至 7 のいずれか 1 項 に記載の殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の

組成物。

[ 請求項 13] 前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 0 0 1

〜 1 0 0 0 重量部含有する請求項 1 乃至 1 2 のいずれか 1 項 に記載の

殺菌剤又は殺パ クテ リァ剤用の組成物。

[ 請求項 14] 請求項 1 乃至 7 に記載のいずれか 1 項 に記載の活性成分 A と、請求

項 1 、請求項 8 乃至 1 2 のいずれか 1 項 に記載の活性成分 B とを用い

、 同時に又は時間的に近接 して処理することによる、病害又はバ クテ

リァの防除方法。

[ 請求項 15] 前記活性成分 A の 1 重量部 に対 して、前記活性成分 B を 0 . 0 0 1

〜 1 0 0 0 重量部用いる、請求項 1 4 に記載の病害又はバ クテ リアの

防除方法。

[ 請求項 16] 請求項 1 乃至 1 3 のいずれか 1 項 に記載の組成物 を、植物 に茎葉散

布することによる、病害又はバ クテ リァの防除方法。

[ 請求項 17] 請求項 1 乃至 1 3 のいずれか 1 項 に記載の組成物 を植物が生育する

土壌 に処理することによる、病害又はバ クテ リァの防除方法。

[ 請求項 18] 請求項 1 乃至 1 3 のいずれか 1 項 に記載の組成物 を植物の種子、塊

根及び根茎 に処理することによる、病害又はバ クテ リァの防除方法。
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